


ご͍͋͞つ

　このたび、ୈ 5 次小金井市長期総合計画は、策定から

5 年が経過し前期基本計画の計画期間がຬྃしたことか

ら、後期基本計画を策定いたしました。本計画は、市の

上Ґ計画として市੓運営の۩体的な施策とその取組の࠷

方向性をࣔすものです。

　本市における人口推移は令和 7 年までඍ増܏向にあり

ますが、今後少子・高齢化の加速に൐い減少に転じるこ

とがࠐݟまれています。こうしたঢ়گの中で魅力的なま

ちづくりを推進し、定住人口の維持を図るとともに、地域産業の活性化などによる交

流人口・関係人口の֦େに取り組み、「住みやすい」「住み続けたい」と思う市民を一

人でも増やすことを目指します。

　後期基本計画では、ಛに஫力す΂き視点として、「持続可能（αステφブル）な地

域社会の構ங」と「%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社

会の発展」の 2 点を重点テーϚとしてܝげました。前期基本計画との継続性を踏まえ

つつ、現ࡏの社会৘勢の変化や市の現ঢ়などを的確にଊえ、将来૾のண実な実現に向

けてੵۃ的な展開を図っていきます。

　また、本計画の策定に当たっては、小中ֶ生アンέーτや市民ҙ向ௐࠪ、ύブϦッ

クコϝンτなどのҙूืݟに加え、高ߍ生ワークショップや市民࠙ஊ会、市民フォー

ϥϜなどの多様なҙݟ交׵の場を通じて市民のօ様から多くのو重なごҙݟをいたͩ

きました。これらの੠を࠷େݶに൓өできるよう、長期計画৹議会においてஸೡに৹

議を重ͶてきたとこΖです。持続可能な市੓運営を推進するためには、ෳࡶ化する地

域課題に対し、市民、団体、事業者ٴび市がڠ力しながら取り組Ήことがෆ可ܽであ

り、今後も市民ࢀ加とڠ働の更なる活性化に౒めてまいります。

力いたͩڠび市議会議һのօ様をはじめ、策定にごٴ後に、長期計画৹議会ҕһ࠷　

いたօ様に心から感ँਃし上げますとともに、小金井市の将来૾「いかそうみどり　

増やそうসإ　つなごう人のྠ　小金井市」の実現に向けて、市੓をண実に推進して

まいります。

　　　　　　　　　令和 8 年 3 月　小金井市長
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第 1部
後期基本計画の策ఆに౰ͨͬͯ
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（ 1）基本計画の目的と策ఆҙٛɾ໾ׂ
　基本計画は、ୈ 5 次基本構想における本市の将来૾「いかそうみどり　増やそうসإ　つなごう人のྠ　小
金井市」を実現するため、基本構想でࣔす 6 つの੓策分野「環境と都市基൫」、「地域と経済」、「子どもとڭ育」、

「จ化と生ֶ֔श」、「෱ࢱと健康」、「ߦ੓運営」ごとの「੓策の取組方਑」にরらし、社会ை流や市の現ঢ়を
踏まえ、29の施策を۩体化・体ܥ化したものです。
　基本構想に次͙上Ґ計画であり、各ߦ੓分野における個ผの計画や事業などを整理・౷ׅします。また、施
策ごとの指標の進௙؅理により、成果や課題をݟえる化し、有効なߦ੓ධ価による࣭の高い市੓運営の実現を
目指します。
　令和 7 年度に前期基本計画が࠷ऴ年度をܴえることから、Ҿき続き、基本構想の将来૾実現のため、後期基
本計画を策定しました。

（ 2）計画期ؒとߏ੒
　基本構想は、令和 3 年度から令和12年度までの10年間を計画期間とします。基本計画は、令和 3 年度から 7
年度までを前期基本計画とし、令和 8 年度から12年度までを後期基本計画とします。

後期基本計画の֓ཁ

基本構想・基本計画に基づいて、施策を計画的に実施するため、ࡒ੓的ཪ෇けとओな事
業の計画年度をࣔすものです。

令和
3 年度

令和
4 年度

令和
5 年度

令和
6 年度

令和
7 年度

令和
8 年度

令和
9 年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

第 5 次基本構想

前期基本計画

実施計画

今後10年にわたる本市の将来૾をࣔします。また、その実現に向けた基本姿勢や੓策の
取組方਑をࣔすものです。基本構想

基本構想で定める将来૾の実現に向けて、۩体的な施策とその取組の方向性をࣔすもの
です。基本計画

実施計画

実施計画

実施計画

実施計画

後期基本計画
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（ 3）計画のഎܠ（ࣾձைྲྀɺ市のݱঢ়）

人口ݮগとগ子ྸߴ化
　日本の人口は、長期にわたる減少ہ面に入っており、そのスϐーυは今後、加速度的に増していく
ものと考えられています。人口の年齢構成においても、当面、年少人口割合や生産年齢人口が減少し、
少子高齢化の一૚の進ߦが予想されています。少子高齢化と人口減少の進ߦに൐い、࿑働力やফඅ活
ಈのॖ小などにより経済活ಈがఀ଺し、੫ऩの減少や社会保障අの増େなどにより、ࡒ੓ঢ়گが一૚
。೦されていますݒしくなることがݫ

多様性のଚॏ
　時代の変化に൐い、個人の価値観、ϥイフスタイルは多様化してきています。一人ひとりの自༝な
考え方や個性がଚ重される社会への転׵が進Μでおり、誰もが自分らしく生きるため、国籍、性、年
齢、障がいの有無など様々な多様性をଚ重し、支え合いながら共に暮らすことのできる社会の実現に
向けた取組の重要性が増しています。
　現ࡏ、世ք全体でも、多様性を認める社会への流れがあり、更に加速していくことがࠐݟまれるこ
とから、Ҿき続き、ڭ育や৬場でのܒ発活ಈを通じて、多様性に対する理解を更に深める取組が必要
です。

社会ை流

˙日本の人口の推移

˞令和 2 年までは総຿ল「国勢ௐࠪ」、令和 7 年以降は国立社会保障・人口໰題ڀݚॴ「日本の将来推計人口
（令和 5 年推計）」の出生中Ґ・ࢮ๢中ҐԾ定による推計結果

年少人口　　 生産年齢人口　　 ࿝年人口　　 ෆৄ
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৘ใ化社会の進展
　人޻知能（AI）や৘ใ通信技術（I$5）などの高度技術は急速に進展しており、人々の働き方や日ৗ生活に
もେきな変ֵが生じています。今後、ߦ੓もؚめた社会のデジタル化に向けて、%9（デジタルτϥンスフォー
ϝーション）の推進が求められる中で、国では「デジタル社会の実現に向けた改ֵの基本方਑」において、デ
ジタル社会の目指す΂きϏジョンとして、「デジタルの活用により、一人ひとりのニーζに合ったαーϏスを
選Ϳことができ、多様な޾せが実現できる社会」をܝげています。
　また、「デジタル社会の実現に向けた重点計画」においては、「誰一人取り࢒されない、人に༏しいデジタル
化」を推進するため、①デジタル化による成長戦略、②ҩྍ・ڭ育・防災・こども等の४公共分野のデジタル
化、③デジタル化による地域の活性化、④誰一人取り࢒されないデジタル社会、⑤デジタル人材の育成・確保、
⑥信པ性のある自༝なデータ流通（%BUB 'SFF 'MPX XJUI 5SVTUɿ%''5）の推進を始めとする国ࡍ戦略の推
進を定めており、਎ۙなߦ੓を担う自治体の໾割が重要であるとされていることから、デジタル技術や AI な
どの活用により業຿効཰化を図り、人的ࢿ源をߦ੓αーϏスの更なる向上につなげていく取組を自治体自らが
໛ൣとなって進めていくとともに、デジタル技術やデータをੵۃ的に活用し、ډ住地や年齢、時間などのあら
Ώる制໿により、従来は対Ԡがࠔ೉であった市民の多様なニーζに対しても、必要なߦ੓αーϏスがఏڙでき
る࢓組みづくりを進め、住民のརศ性を向上させていくことが求められます。

࣋ଓՄೳな社会の構ங
　持続可能な社会の構ஙに向けては、平成27年に国連αミッτで࠾୒された 4%(T（持続可能な開発目標）が
重要な໾割を果たしています。4%(T は、ශࠔにऴ止ූをଧち、地ٿを保護し、全ての人が平和と豊かさをڗ
受できるようにすることを目指す普遍的なߦಈを呼びかける国ࡍ目標であり、令和12年までのୡ成が目指され
ています。国においては、4%(T ୡ成に向け、׭民໰わず多様なओ体が自発的なߦಈやڠ働により、経済、社会、
環境などあらΏる分野において౷合的な取組を進めています。
　「一人ひとりのߦಈが地ٿをٹう」との認識を社会全体で共有し、世քの共通ޠݴともݴえる 4%(T の普ٴ
を図り、様々なओ体のߦಈ変༰につなげていくことで、持続可能な社会を実現するための取組が求められます。

΁の対Ԡػةީؾ
　地ٿԹஆ化のӨڹにより発生している世ք各地におけるީؾ変ಈは、全人ྨに共通の਎ۙにഭったڴҖと
なっています。国内においても、໠ॵ日や೤ଳ໷の増加、ू中߽Ӎの増加やେܕ化した୆෩のӨڹをはじめ、
地ٿԹஆ化によるとされる異ৗؾ象がස発しています。ީؾ変ಈ໰題は人ྨや全ての生き෺にとっての生ଘ基
൫を༳るがす「ػةީؾ」ともݴわれています。地ٿԹஆ化によるؾ象災害のϦスクは今後更に高まると予ଌ
されており、このඇৗ事ଶを੾りൈけるために、ީؾがػة的なঢ়گにあることを市民、事業者などと共有す
るとともに、Թࣨ効果Ψスഉ出཈制などの୤୸素社会の実現に向けた取組を加速させる必要があります。

େن໛ࣗવ֐ࡂ΁のඋ͑
　ۙ年、国内ではਙେなඃ害をもたらす地਒や୆෩、ू中߽Ӎなどのେن໛自然災害が多発しており、将来的
にもೆւτϥフ地਒やट都௚下地਒、各地でのՐࢁ෾Րの可能性が指ఠされています。これらのϦスクに対し、
国においては、ハーυとιフτの྆面でඃ害の࠷小化を図るため、国౔強ਟ化に取り組Μでいます。強ਟなま
ちづくりといったハーυ面における整備を進めるとともに、地域における支え合いや関係者間の連携強化など
による防災力の一૚の強化が求められています。
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とした社会のม༰ػܖをߦછ঱のେ流ײ
　新ܕコロφウイルス感છ঱の世ք的なまΜԆは、人々の生໋や健康をڴかし、日ৗ生活のみならず、
経済や社会に深ࠁなӨڹをもたらし、人々のߦಈや価値観にまでେきな変化を༩えることとなりまし
た。また、コロφՒ以降の世քن໛での෺価高ಅに対し、国ではΤωルΪーや৯ྉ඼などの価֨高ಅ
から国民生活をकるための対策をߨじています。今後も新たな感છ঱への備えを進めるとともに、

「ϙスτコロφ」を踏まえたҙ識の変化や誰もが暮らしやすいแઁ社会の実現など、社会・経済৘勢
の変化にॊೈに対Ԡすることが求められています。

地方࣏ࣗの進展
　国において地方分ݖ改ֵや地方創生を੓策としてܝげる中、地方公共団体においては自らの൑断と
੹೚において、施策を展開していくとともに、今後ますます住民ニーζをࡉやかに೺Ѳし、地域の実
৘に合わせたまちづくりが求められます。住民一人ひとりのニーζにԠえ、多様化・ෳࡶ化・高度化
する地域課題の解ফに取り組Ήためには、住民のࢀ加とڠ働の推進とともに、ߦ੓৘ใのੵۃ的な発
信やΦープンデータの推進など、ಁ໌性の高いߦ੓運営が必要となります。

ฏ࿨のٻر
　զが国においては、戦後80年が経過し、戦૪を知らない世代が社会のେ൒を઎めるようになり、戦
૪のهԱの෩化がݒ೦されていますが、世ք各地では人ྨの平和をڴかしかͶない、地域ฆ૪やテロ
。ҝなどが後をઈたず、今なお、多くのଚい໋が٘ਜ਼となっていますߦ
　今日、ࢲたちがڗ受する平和とൟӫは、ଚい໋の٘ਜ਼の上にஙかれているものであることを؊に໏
じ、戦૪の۪かさをしっかりと次の世代にޠり継͙ため、戦૪の൵ࢂさを਎をもって体ݧした世代と
戦૪を知らない世代とが力を合わせ、ྺ࢙を෩化させることなく平和のେ੾さを఻えていくことが必
要です。
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人口ಈଶ
　本市の人口は、໿12ສ人をϐークに減少へ向かうとࠐݟΜでいたとこΖ、平成29年10月に12ສ人を超えてか
らも࿝年・生産年齢・年少人口の全ての年齢۠分が増܏向で推移しており、令和 7 年 4 月時点で125,349人になっ
ています。
　たͩし、この中で、࿝年人口の増加཰が໿24％と࠷もେきくなっており、高齢化཰は 2 割を上回っています。
ۙ年、合計ಛघ出生཰が௿下してきていることから、高齢化と少子化は更に進ߦしていくものと考えられます。
　また、人口の増加に൐い、世ଳ数が増加しており、中でも୯਎世ଳの増加がݦஶです。
　今後、生産年齢人口を維持するためには、ಛに転出入の人数が多い20代から30代までの転入維持と転出཈制
が課題です。

市のݱঢ়

˙小金井市の年齢 3 ۠分ผ人口の推移とൺ཰

˙ 5 歳֊ڃผ転出入数
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੓ࡒ
　本市は、豊かな自然、ؓ੩な住環境、େֶなどのڭ育・ػڀݚ関がूまり、交通アクηスもྑく、
暮らしやすい環境を強みとして発展してきたこともあり、歳入構造の໿൒分を市੫ऩ入が઎めていま
す。一方、歳出では、ැॿඅが長期的には増加܏向にあり、さらに、子育て環境の充実、࿝ٺ化した
公共施設の計画的な整備などの重要課題への対Ԡが必要であり、市民αーϏスを維持・向上するため
の経අが増加していくࠐݟみです。したがって、ґ然としてݫしいࡒ੓ঢ়گにあり、持続可能なࡒ੓
基൫の構ஙが課題です。

౔地ར用
　本市は、おおΉͶ 4 LN ࢛方で、面ੵは11.30Lᶷです。全体の໿ 6 割を୐地が઎めており、೶用地、
公園・྘地は合わせて 2 割ऑ、࢒りの 2 割ऑがಓ࿏などとなっています。ಛ௃として、୐地面ੵのう
ち住୐用地が໿ 8 割とඇৗに多く、ؓ੩な住୐地を形成しています。また、本市は、౦੢・ೆ๺のओ
要なಓ࿏が人と෺のಈઢとなるとともに、駅周辺には঎業施設がूੵし、࠶開発が進Ήなど、生活ར
ศ性の高い地域構造となっています。加えて、ೆ๺のେن໛な都立公園とۄ઒上ਫ・野઒が५いのۭ
間を形成しています。
　地域ݻ有のࢿ源である豊かな自然と都市がௐ和したྑ好な住環境の維持ٴび駅周辺ͩけでなく市内
各地域でも更なるརศ性の高いڌ点の整備が課題です。

˙ැॿඅ・経ৗऩ支ൺ཰の推移

出యɿ小金井市のࡒ੓ঢ়گ
ැॿඅ　　 経ৗऩ支ൺ཰
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6 年度



8

施ઃڞެ
　本市では、高度経済成長期の急ܹな人口増加を背景として、市立小中ֶߍや公共下ਫಓを始めとする多くの
公共施設などをൺֱ的୹期間のうちに整備してきました。現ࡏでは、໿ 7 割以上のݐஙܥ公共施設がங30年以
上を経過している΄か、ಓ࿏や公共下ਫಓなども࿝ٺ化が進Μでいます。
　本市の市民一人当たりの公共施設Ԇচ面ੵは、多ຎ26市で下ҐにҐஔしますが、将来、人口の減少がࠐݟま
れる中、このまま全ての公共施設を維持するには多ֹのࡒ源が必要であり、େ変೉しいঢ়گです。
　したがって、公共施設の総ྔ཈制、将来更新අ用ٴび維持؅理අのॖ減を基本に、公共施設の࠶ฤ、民間活
力の活用、多ػ能ෳ合化をؚΉࢿ産の有効活用による市民αーϏスの向上に向けた取組を推進することが課題
です。

（ 4）計画શମの目標
　後期基本計画の推進に当たっては、本市の将来૾を踏まえ、「住みやすい」「住み続けたい」と思う市民を一
人でも増やすことを目指します。

˙人口密度と市民一人当たりԆচ面ੵの関係

16

一人当たりのԆচ面ੵ（ᶷʗ人）

人口密度（ઍ人ʗὕ）

14

12

10

8

6

4

2

0
0 2 4 6 8 10

小金井市

12 14 16

出యɿԆচ面ੵは公共施設ঢ়گௐࠪ（令和 5 年度）、人口ٴび総面ੵはくらしと౷計2025۠市ொଜ౷計ද

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

「住みやすい」と思う市民の割合

「住み続けたい」と思う市民の割合

ÿÿ�Āˋ 1÷÷�÷ˋ

ÿ1�2ˋ 1÷÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標



9

第
5
次

小
金
井
市
後
期
基
本
計
画

第
1
部
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

第
2
部
施
策

1

2

3

4

5

6

第
3
部
小
金
井
市
地
方
創
生
総
合
戦
略

付
属
資
料

（ ü）計画ମܥਤ

基
本
ߏ
૝

ݸ
ผ
の
ߦ
੓
計
画

؀
ڥ
基
本
計
画

࢈
ۀ
ৼ
ڵ
ϓ
ϥ
ϯ

໌
೔
の
小
金
井
ڭ
ҭ
ϓ
ϥ
ϯ

உ
ঁ
ڞ
ಉ
ࢀ
画
ߦ
ಈ
計
画

生
֔
ֶ
श
ਪ
ਐ
計
画

อ
݈
෱
ࢱ
総
合
計
画

ߦ
ࡒ
੓
վ
ֵ
2
÷
3
÷

̙
̭
ਪ
ਐ
方
਑

の
ͼ
Ώ
͘
͜
Ͳ
΋
ϓ
ϥ
ϯ
小
金
井

͍͔ͦ͏ΈͲり 増΍ͦ͏সإ つなご͏人のྠ
小金井市

কདྷ૾

まちͮくりの基本࢟੎
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（ ý）市ຽҙ޲ௐࠪの֓ཁ

　後期基本計画の策定に当たり、市民のօさΜが市੓に対して、どのような要๬を持ち、Կを重要と考えてい
るのかを೺Ѳすることを目的とし、令和 6 年度（実施期間ɿ令和 6 年 7 月24日～ 8 月26日）にௐࠪを実施しま
した。
　ௐࠪは、市内にࡏ住するຬ18歳以上のஉ女2,000人（外国人をؚΉ）を無࡞ҝにந出し、ௐࠪථを༣ૹして、
༣ૹຢは 8&# にてご回౴をいたͩきました。ௐࠪථの有効回౴数は641人（回౴཰32.1�）でした。

ॅΈ΍す͞
　住みやすさについては、「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」を合わせて88.9� がߠ定的な回
౴をしています。前回（平成30年）のௐࠪにおいて「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」の合計
が84.5％であり、住みやすいと感じる市民の割合が4.4ϙインτ高くなっています。

定ॅҙ޲
　本市への定住ҙ向について、「住み続けたい」と「できれば住み続けたい」を合わせて81.2� が今後も住み
続けたいと回౴しています。前回（平成30年）のௐࠪにおいて「住み続けたい」と「できれば住み続けたい」
の合計は80.0％であり、今後も住み続けたいと感じる市民の割合が1.2ϙインτ高くなっています。

本市のྑ͍点・ࣗຫした͍点
　本市のྑい点や自ຫしたい点をฉいたとこΖ、「みどりやਫ辺などの自然」（56.6％）や「੩かでམちணいた
住環境」（50.7％）が高く、次いで「日ৗ生活にศརで暮らしやすい」（43.7％）が高くなっていました。

ௐࠪの֓ཁ

ௐࠪの֓ཁ

ճࠓ
ʦ36ʧʢ/�641ʣ

ʢ/ɿճ౴者数ʣ

ʢ/ɿճ౴者数ʣ

ճࠓ
ʦ3 6ʧʢ/�641ʣ

લճ
ʦ)30ʧʢ/�629ʣ

લճ
ʦ)30ʧʢ/�629ʣ
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住みやすい　 どちらかといえば住みやすい　 やや住みにくい　 住みにくい　 どちらともいえない　 無回౴

住み続けたい　 できれば住み続けたい　 できればҾっӽしたい　 Ҿっӽしたい　 わからない　 無回౴
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ॏཁ౓・ຬ଍౓の分ੳ図

施策に対するຬ଍౓とॏཁ౓
　市民の市੓に関するຬ足度を೺Ѳし、今後どの分野、施策を進めていく必要があるかをݕ౼するた
め、 6 つの分野の29߲目のຬ足度ٴび重要度を 5 ஈ֊で࣭໰しました。以下のάϥフでは、「ຬ足度」
の平均スコアを横࣠に、「重要度」の平均スコアをॎ࣠にとり、回౴を可視化したものです。

ʲ重ཁ౓・ຬ଍౓ϚτϦΫス図ʳ
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重ཁ౓高・ຬ଍౓௿

重ཁ౓௿・ຬ଍౓௿

重ཁ౓高・ຬ଍౓高

重ཁ౓௿・ຬ଍౓高

ᾭ計画的なࡒߦ੓運営

ᶌ産業・観ޫのৼڵ
ᶔ国ࡍ交流・都市間交流の推進

ᶃみどりとਫの環境整備
ᶄ循環ܕ社会の形成
ᶅ環境保全の推進
ᶆ市֗地の整備
ᶈ都市インフϥの整備
ᶉ交通環境の整備
ᶊ؅ػة理体制の構ங
ᶋ地域の安全・安心の向上

ᶇ住環境の整備
ᶍ都市೶業のৼڵ
ᶓܳ術จ化のৼڵ
ᶕ人ݖ・平和・உ女共同ࢀ画のଚ重
ᶖ生ֶ֔शのৼڵ

ᶎ子どもの育ちの支援
ᶏ子育て家ఉの支援
ᶐ子育て・子育ち環境の充実
ᶑֶڭߍ育の充実
ᶒֶߍ環境の整備
ᾦ෱ࢱのまちづくりの推進
ᾨ高齢者が暮らし続ける࢓組みの充実
ᾪ健康の維持・増進

ᾛスϙーπのৼڵ
ᾧ高齢者の生きがいの充実
ᾩ障がい者෱ࢱの充実
ᾫ市民ࢀ加・ڠ働の推進
ᾬੵۃ的な৘ใ発信
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（ þ）લ期基本計画の総ׅ
　前期基本計画では、基本構想で定める将来૾の実現に向けて、取り組Ή΂き੓策を 6 つに整理しています。
それぞれの੓策の総ׅは、次のとおりです。

と౎市基൫ڥ؀
　環境と都市基൫は、自然と都市がௐ和した人に༏しいまちを目指す取組です。
　本市では令和 4 年 1 月に「小金井市ީؾඇৗ事ଶએݴ」をද໌し、ީؾがػة的ঢ়گにあることを市民、事
業者などと共有し、地ٿԹஆ化対策にੵۃ的に取り組Μできました。また、୤୸素社会の実現に向けて、「2050
年までにೋࢎ化୸素ഉ出を実࣭θロ」にすることをද໌し、多様なओ体とڠ働して市域全体で地ٿԹஆ化対策
の取組を推進することにより、2050年までに「θロΧーϘンシティ」の実現を目指した取組を進めています。
本市の魅力であるඒしく࣭の高い自然環境が、本市の魅力であり続け、将来世代へと継ঝしていくためには、「一
人ひとりから始めるҙ識改ֵ」と「今す͙ߦಈする」ことがԿよりもେ੾であることから、更なる環境ܒ発と
ҙ識ৢ成に౒めています。
　駅周辺のまちづくりとして、෢ଂ小金井駅๺口においては、にぎわいのある魅力的な঎ళ֗に࠶生し、楽し
くาけるまちの実現を目指して、組合施ߦによる市֗地࠶開発事業が進められており、౦小金井駅๺口におい
ては、౦部地域の中心֩として;さわしい魅力あるまちを目指し、౔地۠画整理事業に取り組Μでいます。今
後も魅力的な市֗地実現のため、まちづくり৚例に基づき市民がओ体となったまちづくりとまちのإとなる駅
周辺の整備を計画的に推進していくことが求められています。
　さらに、公共交通の担い手が減少していることを踏まえ、持続可能な地域公共交通ωッτワークの構ஙに向
けて、交通ωッτワーク࠶ฤの取組を進めています。その΄か、ڮりΐうの長ण໋化や都市計画ಓ࿏の整備、
ಓ࿏の無ిப化など、都市インフϥのద੾な維持؅理と更なるརศ性の向上が課題となっています。

地域とࡁܦ
　地域と経済は、安心して過ごせる暮らしやすいまちを目指す取組です。
　ۙ年、日本各地ではେن໛な自然災害にݟ෣われており、େن໛災害に対する備えに向けた取組の強化はも
ちΖΜのこと、あわせて防災ҙ識の向上が؊要であり、総合防災܇࿅を「こがͶい防災フΣスタ」と改め、市
民のੵۃ的なࢀ加を促すことで、地域のつながりの中での災害対策力のৢ成を図り、「人のྠ」をつな͙ため
の取組を推進してきました。
　その΄か、ٗ࠮やফඅ者ඃ害対策、犯罪発生཈止を目的に౦ژ都や࡯ܯとの連携を強化するとともに、地域
におけるݟकり活ಈ支援により、市全体の防犯力の強化を図り、安心して暮らすことができるまちづくりへの
取組が必要です。
　コロφՒにおいて、地域のイϕンτやおࡇりなどが中止・ॖ小となる中、ۙॴでങい෺を楽しめるようにا
画されたൢച・交流・体ݧイϕンτが実施されるなど、まちのにぎわい創出に޻෉がなされてきました。コロ
φՒ前と同様にイϕンτなどが࠶開されてきているものの、コロφՒを踏まえ、数多くの魅力が生み出され、
日ࠒからその魅力に৮れることができるにぎわい創出に取り組Ήことが求められています。
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子Ͳ΋とڭ育
　子どもとڭ育は、心豊かにのびのびと子どもが育つまちを目指す取組です。
　「のびΏくこどもプϥン　小金井」にܝげるࣇಐ෱ࢱと฼子保健を一体的にߦうこども家ఉηンター
を設ஔするとともに、ٛ຿ڭ育बֶࣇҩྍඅॿ成制度の֦充に加え、高ߍ生などのҩྍඅॿ成をॴ得
制ݶなく実施しており、子どもを安心して産み育てられるαϙーτの֦充に౒めています。
　また、子どもΦンブζύーιン૬ஊࣨを設ஔし、子どものݖརの保障を図る取組を推進しています
が、更に認知度を高めるとともに、子どものݖརに関する理解を深める必要があります。加えて、子
どもの社会ࢀ画やҙ思のଚ重を目的に、子どもたちのҙݟを市੓運営に൓өさせる࢓組みづくりを進
めてきました。
　保育分野においては、଴ࣇػಐ解ফのために新ن園の開設などを進めてきたとこΖではありますが、
今後は定һのద正化をؚめたڭ育・保育の安定的なڅڙに౒めるとともに、市全体の保育の࣭の維持
向上に向けた࢓組みづくりが必要です。
　さらに、ֶߍ環境の整備として、ֶߍ施設長ण໋化計画に基づき、各ֶߍの࿝ٺ化対策ٴびֶڃ数
増加への対Ԡを図ってきました。Ҿき続き、安全・安心なֶश環境の整備と充実に取り組Ήとともに、
ओ体的・対࿩的で深いֶびの実現に向け、޻෉をڽらしたत業の展開と体ݧ的活ಈの充実に౒めてい
ます。その΄か、࣭の高いڭ育をఏڙするため、指ಋ力の高いڭһの確保と働き方改ֵにもੵۃ的に
取り組Μでいくことが課題となっています。

จ化と生ֶ֔श
　จ化と生ֶ֔शは、一人ひとりが自分らしく生きることができるまちを目指す取組です。
　市民がޓいに認め、支え合うҙ識を高め、誰もが個人として平等にଚ重されるまちの実現に向けて、
人ݖやඇ֩平和に関するイϕンτを開࠵し、人ݖ・平和ҙ識ܒ発の取組を推進してきました。また、
உ女共同ࢀ画に関連して、性ผにかかわりなく個性と能力を発揮できるػ会が確保される社会を目指
し、イϕンτを開࠵する΄か、多様な性への理解促進に向け、市民向け࠲ߨや৬һݚमなど各छܒ発
活ಈに取り組Μできました。Ҿき続き、「小金井市உ女平等基本৚例」の理೦に基づく、ジΣンダー
平等と多様性への理解の促進に向けた継続的な取組に౒めています。
　また、生ֶ֔शのৼڵでは、ֶߍと地域をつな͙取組を進めた΄か、地域で活ಈする社会ڭ育団体
への支援や市内のେֶなどのڭ育ػ関との連携強化など、市全体で生ֶ֔श環境の充実を図りました。
　その΄か、より一૚のスϙーπৼڵを目指し、新たな民間施設の市民開์、野઒駅఻େ会の活ಈ充
実、障がい者スϙーπの֦充に౒めています。
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෱ࢱと݈߁
　෱ࢱと健康は、誰もがいきいきと暮らすことのできるまちを目指す取組です。
　地域コミュニティのرബ化とݽಠ・ݽ立の課題に対しては、地域෱ࢱの担い手育成や૬ஊ૭口の充実に取り
組Ήことで、地域での課題解決の体制づくりがண実に推進されています。また、แׅ的支援体制の構ஙのため
の取組として、重૚的支援体制整備事業を進めています。Ҿき続き、世代やଐ性を超えたډ場ॴや交流の場の
整備と充実が求められています。
　高齢者෱ࢱについては、հ護・ҩྍ・հ護予防・住まい・自立した日ৗ生活の支援をแׅ的に確保する地域
แׅέアシステϜの深化と推進に取り組Μできました。加えて、地域共生社会の実現とհ護保ݥ制度の健全な
運営に向けた取組を推進しています。
　障がい者෱ࢱについては、「障害のある人もない人も共にֶび共に生きる社会を目指す小金井市৚例」の基
本理೦の下、全ての人が基本的人ݖを有する個人としてそのଚݫが重Μじられ、૬ޓにଚ重し合う社会の実現
に向けて取り組Μできました。また、ҩྍ的έアࣇコーディωーターを഑ஔするとともに、関係ػ関によるڠ
議の充実を図るなど、受入ଶ勢の整備に౒めています。
　その΄か、一部健਍（ݕ਍）については、コロφՒにおいて受਍߇えの܏向があったことから、健康ҙ識や
健康਍ࠪの受਍཰を向上させ、生活श׳පなどをૣいஈ֊から予防し、健康で࣭の高い生活をૹることができ
るよう、定期的に健਍を受਍する重要性を周知・ܒ発していく必要があります。

੓ӡӦߦ
。੓運営は、開かれた市੓で誰もが信པし合えるまちを目指す取組ですߦ　
　市民ࢀ加とڠ働に向けては、「知る」ことが全てのスターτ地点であるという考えの下、市੓の৘ใを市民
へద時ద੾にಧけるための取組や、若者などαイレンτ૚をؚΉ෯広い市民ࢀ加につながる方策のݕ౼や多様
なओ体と地域課題に取り組Ήڠ働事業など、市民ࢀ加・ڠ働にࢿする取組を推進してきました。
　まちづくりの推進を目指し、ࡒ੓ݐ࠶のために人һ・歳出࡟減を徹底してきた従来の「ྔ」の改ֵから、人
口減少社会においても持続可能な体制構ஙを目的とした「࣭」の改ֵへとେ୾な転׵をはかり、様々なࡒߦ੓
改ֵの取組を進めてきましたが、今後も、੫ऩの減少や৬һの確保が೉しくなるなど、ࡒߦ੓運営をとりまく
環境は一૚ݫしいものとなることが予想されています。
　そのため、Ҿき続きデジタル技術を活用したߦ੓αーϏスの効཰化により、市民と৬һのརศ性向上に取り
組Ήとともに、業຿のҕୗ化や民営化、更には公民連携や市民ڠ働など、多様なओ体による公的αーϏスの維
持向上を図る΄か、更新・維持؅理に多ֹのඅ用を要する公共施設については、将来世代へのෛ担やध要をݟ
能ごとにू໿を図るなど、総ྔ཈制を基本とした公共施設Ϛωジϝンτを推進していくことが求めらػ、めۃ
れています。
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੒Ռɾ׆ಈࢦ標のୡ੒ঢ়گ

੓
ࡦ 施　策

લ期基本計画に͓ける成Ռ・活ಈࢦ標 ୡ成ঢ়گ
標໊ࢦ ʣݩঢ়ʢ̧ݱ 目標ʢ̧7ʣ ̧6実੷

؀
ڥ
ͱ
౎
市
ج
൫

みどりとਫの
環境整備

みどりとਫの環境整備に対するຬ足度
（アンέーτ） 63.2� 80.0� 66.6�

公園環境ඒ化αϙーターのొ࿥者数 222人 280人 317人

循環ܕ社会の
形成

3 ̧に取り組Μでいる市民の割合（アンέーτ） 86.3� 90.0� 89.0�

市民 1 人 1 日当たりの家ఉܥごみഉ出ྔ 369̶ 355̶
（312目標） 344̶

環境保全の
推進

লΤωルΪʕに取り組Μでいる市民の割合
（アンέーτ） 70.1� 80.0� 68.9�

小金井市公共施設のԹࣨ効果Ψス総ഉ出ྔ 5,906̓ 5,457̓ 5,832̓

市֗地の整備

駅周辺などにおいて、小金井らしい魅力的な
市֗地が整備されていると感じる市民の割合

（アンέーτ）
32.8� 50.0� 39.2�

駅周辺整備の進௙཰ 69.4� 77.0� 72.1�

住環境の整備

自然とௐ和したշదで安全な住環境が整備され
ていると感じる市民の割合（アンέーτ） 52.3� 70.0� 64.1�

市内の住୐の଱਒化཰ 93.0�

଱਒性が
ෆे分な
住୐を

おおΉͶ解ফ

95.5�

؅理ঢ়گのಧ出をߦった要ಧ出Ϛンションの割合 ᴷ 80.0� 93.6�
住୐用新ΤωルΪーثػ等普ٴ促進のୡ成཰ 7.5� 11.6� 11.2�
高齢者自立支援住୐改मڅ෇の౸ୡ཰ 93.0� 100.0� 82.7�

都市インフϥ
の整備

市内のಓ࿏がշదに通ߦできていると感じる
市民の割合（アンέーτ） 32.9� 50.0� 40.0�

市内のಓ࿏がద੾に؅理されていると感じる
市民の割合（アンέーτ） 35.6� 50.0� 44.8�

無ిப化推進計画に基づく進௙཰ 0.6� 1.8� 1.1�

交通環境の
整備

市内を安全に移ಈできていると感じる市民の割合
（アンέーτ） 49.2� 60.0� 56.2�

市内の交通手ஈにおけるརศ性へのຬ足度
（アンέーτ） 46.7� 70.0� 46.3�

交通事ࢮނই者数 173人 121人 170人

஍
Ҭ
ͱ
ܦ
ࡁ

؅理体制ػة
の構ங

まち全体で災害などへの備えができていると
感じる市民の割合（アンέーτ） 17.0� 30.0� 23.0�

災害などのための備஝をߦっている市民の割合
（アンέーτ） 57.1� 70.0� 62.9�

௚ۙ 1 年間で防災܇࿅にࢀ加したことがある
市民の割合（アンέーτ） 21.0� 30.0� 13.9�

地域の安全・
安心の向上

犯罪などに対する取組や地域の体制に
安全・安心を感じる市民の割合（アンέーτ） 31.4� 50.0� 40.2�

犯罪発生݅数 758݅ 600݅ 709݅
ফඅ者ܒ発事業へのࢀ加人数 2,691人 3,000人 2,144人

産業・観ޫの
ৼڵ

まちに活ؾがあると感じる市民の割合
（アンέーτ） 32.2� 40.0� 45.2�

年間小ചൢചֹ 860ԯ
1,400ສԁ 維持 ᴷ

଺ࡏ人口཰ 0.86ഒ 0.90ഒ ᴷ

都市೶業の
ৼڵ

これまでに小金井市産೶産෺をߪ入したことが
ある市民の割合（アンέーτ） 78.1� 80.0� 73.2�

೶業産出ֹ 3.3ԯԁ 4.0ԯԁ ᴷ
೶業ৼڵ計画のୡ成཰ 70.6� 80.0� 76.6�
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੓
ࡦ 施　策

લ期基本計画に͓ける成Ռ・活ಈࢦ標 ୡ成ঢ়گ
標໊ࢦ ʣݩঢ়ʢ̧ݱ 目標ʢ̧7ʣ ̧6実੷

ࢠ
Ͳ
΋
ͱ
ڭ
ҭ

子どもの育ち
の支援

子どもが育ちやすい環境ͩと思う市民の割合
（アンέーτ） 62.6� 80.0� 65.1�

自分にはྑいとこΖがあると思う小ֶ生の割合
（全国ֶ力・ֶशঢ়گௐࠪʗจ部Պֶল） 85.8� 100.0� 88.1�

自分にはྑいとこΖがあると思う中ֶ生の割合
（全国ֶ力・ֶशঢ়گௐࠪʗจ部Պֶল） 71.0� 75.0� 83.3�

子育て家ఉの
支援

子育て家ఉへの支援が充実していると思う市民の割合
（アンέーτ） 24.6� 50.0� 30.3�

೛৷、出産、子育てのෆ安や೰みを周ғの人々やߦ੓の
૭口に૬ஊしやすい地域であると思う市民の割合

（アンέーτ）
19.8� 40.0� 23.7�

子育て・
子育ち環境の
充実

地域における子育て・子育ち環境が充実していると思う
市民の割合（アンέーτ） 29.5� 50.0� 35.1�

地域で子どもに関係するイϕンτ、交流、支援活ಈが
活発にߦわれていると思う市民の割合（アンέーτ） 32.2� 60.0� 38.6�

育のڭߍֶ
充実

ಐ生ెの割合ࣇが楽しいと思うߍֶ
（全国ֶ力・ֶशঢ়گௐࠪʗจ部Պֶল）

小ֶߍ
85.6％
中ֶߍ
75.4％

小ֶߍ
100.0％
中ֶߍ
100.0％

小ֶߍ
83.4％
中ֶߍ
84.5％

त業が分かると回౴したࣇಐ生ెの割合
（全国ֶ力・ֶशঢ়گௐࠪʗจ部Պֶল）

小ֶߍ
87.3％
中ֶߍ
72.7％

小ֶߍ
100.0％
中ֶߍ
100.0％

小ֶߍ
86.6％
中ֶߍ
85.1％

環境のߍֶ
整備

子どもがٛ຿ڭ育を受ける環境としてֶߍ施設が
充実していると思う市民の割合（アンέーτ） 36.4� 60.0� 39.6�

施設の長ण໋化計画のୡ成཰ߍֶ ᴷ 11.0� ᴷ
ि 1 回以上त業で I$5 ಐ・生ెの割合ࣇ用した࢖をثػ 30.6� 100.0� 94.2�

จ
Խ
ͱ
生
֔
学
श

ܳ術จ化の
ৼڵ

௚ۙ 1 年間でܳ術จ化のؑ৆や体ݧのػ会を得たことが
ある市民の割合（アンέーτ） 48.6� 55.0� 49.8�

ܳ術จ化ৼڵ計画のୡ成཰ ᴷ 80.0� 59.0�
国ࡍ交流・
都市間交流の
推進

௚ۙ 1 年間で異จ化に৮れるػ会が増えたと思う市民の
割合（アンέーτ） 11.2� 20.0� 20.7�

交流事業ࢀ加人数 285人 310人 178人

人ݖ・平和・
உ女共同ࢀ画
のଚ重

人ݖ・平和がଚ重されていると感じる市民の割合
（アンέーτ） 37.9� 45.0� 40.9�

日ৗ生活においてஉ女が平等であると感じる市民の割合
（アンέーτ） 36.6� 40.0� 37.3�

人ݖ・平和のイϕンτࢀ加཰ 66.3�
（)30実੷） 75.0� 52.9�

உ女共同ࢀ画ߦಈ計画のୡ成཰ ᴷ 80.0� 98.6�

生ֶ֔शの
ৼڵ

௚ۙ 1 年間で生ֶ֔शを実ફしたことがある市民の割合
（アンέーτ） 31.2� 40.0� 36.1�

生ֶ֔श推進計画のୡ成཰ ᴷ 80.0� 55.5�

スϙーπの
ৼڵ

िに 1 回以上スϙーπを実施している市民の割合
（アンέーτ） 52.6� 65.0� 54.6�

市スϙーπ施設のར用者数 536,458人
（)30実੷） 600,000人 407,445人
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੓
ࡦ 施　策

લ期基本計画に͓ける成Ռ・活ಈࢦ標 ୡ成ঢ়گ
標໊ࢦ ʣݩঢ়ʢ̧ݱ 目標ʢ̧7ʣ ̧6実੷

෱
ࢱ
ͱ
݈
߁

෱ࢱのまち
づくりの推進

った時に地域でॿけ合える関係性を持っているࠔ
市民の割合（アンέーτ） 46.1� 80.0� 39.4�

地域෱ࢱ計画のୡ成཰ 40.0� 80.0� 80.0�

高齢者の生き
がいの充実

௚ۙ 1 年間で社会活ಈ・Ϙϥンティア活ಈに
加したことがある高齢者の割合（アンέーτ）ࢀ 29.9� 35.0� 23.6�

հ護保ݥ・高齢者保健෱ࢱ総合事業計画のୡ成཰ ᴷ 80.0� 98.7�
高齢者が暮ら
し続ける࢓組
みの充実

高齢者が暮らしやすい地域であると思う市民の
割合（アンέーτ） 41.2� 50.0� 42.5�

認知঱αϙーターཆ成者数 6,751人 8,850人 10,112人

障がい者෱ࢱ
の充実

障がいのある人もない人も共に暮らしやすい
地域であると思う市民の割合（アンέーτ） 29.0� 55.0� 28.8�

障害෱ࢱ計画のୡ成཰ ᴷ 80.0� 57.0�

健康の維持・
増進

自਎は健康であり、日ৗ生活に支障はないと
感じる市民の割合（アンέーτ） 75.8� 80.0� 76.6�

৯育の取組で、ओ৯・ओࡊ・෭ࡊがそΖってい
るӫཆόϥンスの取れた৯事にؾを෇けている
市民の割合（アンέーτ）

80.8� 90.0� 76.1�

定期的に地域・৬場などの健康਍断を受けて
いる市民の割合（アンέーτ） 86.5� 90.0� 86.7�

ߦ
੓
ӡ
Ӧ

市民ࢀ加・
働の推進ڠ

「地域課題の解決に向けて、市民もまちづくりに
加している」と思う市民の割合（アンέーτ）ࢀ 21.0� 50.0� 24.1�

௚ۙ 1 年間で地域活ಈにࢀ加したことがある
市民の割合（アンέーτ） 26.1� 50.0� 20.7�

的な৘ใۃੵ
発信

市ใやホーϜϖージなどで必要なߦ੓৘ใが
入手できていると感じる市民の割合（アンέーτ） 52.8� 65.0� 58.1�

小金井市公ࣜ のフォロワー数（πイッターچ̭） 5,822人 7,569人 9,279人

計画的な
੓運営ࡒߦ

੓運営に対するຬ足度（アンέーτ）ࡒߦ 18.6� 25.0� 22.4�
前期基本計画のୡ成཰ ᴷ 80.0� 15.2�

（Ծশ）ࡒߦ੓改ֵ2025のୡ成཰ ᴷ 80.0� 60.0�
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（ ÿ）後期基本計画におけるॏ点ςʔϚ
　後期基本計画は、10年間の基本構想の後൒ 5 年間のҐஔ෇けであり、将来૾を実現するためには、前期基本
計画との継続性も考ྀしながら、この間の社会৘勢の変化や市の現ঢ়などを的確にଊえ、ະ来をݟਾえた上で
課題解決に取り組Μでいく必要があります。
　全施策を通してಛに஫力す΂き視点、ҙ識して取り組Μでいく΂き 2 つのテーϚを「重点テーϚ」としてҐ
ஔ෇け、それぞれに横断的な 5 つの視点をܝげ、将来૾のண実な実現に向けてੵۃ的な展開を図っていきます。

「重点テーϚ」と横断的な 5 つの視点の内༰は次のとおりです。

　持続可能な地域社会の構ஙは、環境、社会、経済、地域などのあらΏる分野がόϥンスよく発展し、将来に
わたって持続的に誰一人取り࢒されない地域社会を実現していくことを目指す取組です。持続可能な地域社会
を実現するためには、地ٿԹஆ化対策の取組を推進することにより、2050年までに「θロΧーϘンシティ」の
実現を目指すとともに、人口減少・少子高齢化や人材ෆ足といった社会的໰題への対Ԡ、地域コミュニティの
構ஙや地域経済の活性化などに横断的な視点で取り組Ή必要があります。地域全体で持続可能な社会を次世代
に継ঝしていけるように、次の 5 つの視点から取組を推進していきます。

࣋ଓՄೳ（αεςφϒル）な地域社会の構ங

持続Մೳʢαスςφϒϧʣな地域社会の構築

循環ܕ社会の形成、ΧーϘンニューτϥルの実現、
施設のলΤωルΪー化、環境ڭ育　など

担い手ෆ足への対Ԡ、若者世代にアプローνする取組、
外部からの人材確保　など

地域コミュニティの活性化にࢿする取組、
地域団体などとの連携・ڠ働　など

事業者支援、ब࿑支援、෺価高ಅ対策、࠶開発関連事業、
地域ࢿ源を活用した産業育成　など

子育て支援に関する取組、高齢者に関する取組、
όϦアフϦー化　など

環境保全

人材育成・人材確保

地域コミュニティ
の活性化

地域経済の活性化

人口減少・少子高齢化
への対応
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　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展とは、デジタル技術や AI
などを活用し、従来のαーϏスや業຿プロηスをൈ本的に変ֵすることで、市民の生活がよりศརで
շదに、そして安全・安心で豊かな地域社会を実現していくことを目指す取組です。ࢲたちの生活の
中にデジタル技術がਁಁし、更なる地域社会の発展を実現するため、次の 5 つの視点から %9 の取組
を推進していきます。

%9（デジタルτϥϯεフォーϝーγϣϯ）の推進による地域社会の発展

%9ʢσδλϧτランスフΥーϝーγϣンʣの推進による地域社会の発展

、੓手続きのΦンϥイン化ߦ
ϚイφンόーΧーυのར活用の推進　など

ターήッτに合わせた効果的な৘ใ発信、
様々な৘ใ発信πールの活用　など

AI や 31A などのデジタル技術のಋ入（業຿のݟ௚し）、
データར活用の推進、テレワークの推進　など

デジタルデόイυの解ফ、デジタルに関するڭ育、
৘ใηΩュϦティのܒ発、৬һのデジタルスΩル向上　など

公共ྉ金のΩϟッシュレス化、
Φンϥイン決済　など

行政サービスの
デジタル化

地域社会のデジタル
リテラシーの向上

キャッシュレスの
推進

情報発信の
強化・充実

業務の効率化





第 2部
施ɹ策
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（ 1）施策ମܥ

施策の֓ཁ

কདྷ૾ ੓ɹ策 施ɹ策

͍
͔
ͦ
͏
Έ
Ͳ
Γ

૿
΍
ͦ
͏
স
إ

ͭ
ͳ
͝
͏
ਓ
の
ྠ

小
金
井
市

1 ɹڥ؀と౎市基൫

2 ɹ地域とࡁܦ

3 ɹ子Ͳ΋とڭ育

û ɹจ化と生ֶ֔श

5 ɹ෱ࢱと݈߁

ý ɹߦ੓ӡӦ 施策27　市民参加・協働の推進

施策28　積極的な情報発信

施策29　計画的な行財政運営

施策 1　みどりと水の環境整備

施策 6　都市インフラの整備

施策 2　循環型社会の形成

施策 7　交通環境の整備

施策 3　環境保全の推進

施策 4　市街地の整備

施策 5　住環境の整備

施策16　学校環境の整備

施策12　子どもの育ちの支援

施策13　子育て家庭の支援

施策14　子育て・子育ち環境の充実

施策15　学校教育の充実

施策26　健康の維持・増進

施策22　福祉のまちづくりの推進

施策23　高齢者の生きがいの充実

施策24　高齢者が暮らし続ける仕組みの充実

施策25　障がい者福祉の充実

施策11　都市農業の振興

施策 8　危機管理体制の構築

施策 9　地域の安全・安心の向上

施策10　産業・観光の振興

施策21　スポーツの振興

施策17　芸術文化の振興

施策18　国際交流・都市間交流の推進

施策19　人権・平和・男女共同参画の尊重

施策20　生涯学習の振興
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（ 2）施策のߏ੒
　本計画では、基本構想でࣔした 6 つの੓策に基づき、29の施策をࣔしています。各施策は、以下の
内༰で構成されます。

˙目࢟͢ࢦ
　施策を通じて実現を目指す姿であり、施策個々における目標です。

標ࢦ˙
　施策の進௙や成果をଌる「ものさし」で、現ঢ়値と目標値とともにࣔします。なお、現ঢ়値はݪଇ
として令和 6 年度時点での࠷新の値としています。アンέーτとࡌهのある指標については、ຖ年度、
無࡞ҝந出された市民2,000人を対象にアンέーτௐࠪをߦい、進௙ঢ়گを確認します。

ঢ়と՝୊ݱ˙
　各施策における、ݪଇとして令和 7 年 4 月時点の取組ঢ়گと、現ঢ়にଈして取り組Ή΂き課題です。

˙施策の方ੑ޲
　課題に取り組み、目指す姿を実現するための方向性をࣔします。

˙ॏ点ςʔϚ
　後期基本計画において、重点テーϚとしてҐஔ෇けている「持続可能（αステφブル）な地域社会
の構ங」と「%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展」について、
それぞれ 5 つの視点を設定し、各視点との関連をࣔします。
　重点テーϚについて、ৄࡉは 1.18をごཡくͩさい。

˙関࿈͢るݸผ計画なͲ
　各施策に関連した個ผ計画をࣔします。

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

○○のୡ成཰

○○に取り組Μでいる市民の割合

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）

˓˓ˋ

˓˓ˋ

˓˓ˋ

˓˓ˋ
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1 ɹڥ؀と౎市基൫

施策 1 ΈͲりとਫのڥ؀੔උ

ඒしく࣭の͍ߴΈͲりとਫをࢲたちΈΜなの力でద੾にอ全・活
用し、๛͔なࣗવと౎市がௐ࿨した次ੈ代にތれるまち

　みどりのྔ（྘ඃ཰）は平成21年から10年間で໿40IB（小金井公園の面ੵのおよそ൒分）が減少しており、
みどりの保全による減少ྔを཈制するとともに、みどりとਫのద੾な保全と活用が課題となっています。
　保全྘地制度による民有地を対象とした支援や、྘化指ಋ、生産྘地の௥加指定の推進などを実施していま
す。また、公園、೶地、国分֑ࣉઢ（はけ）、֗࿏थなどのద੾な維持؅理を進めるとともに、地下ਫ・༙ਫ
のϞニタϦンά、環境ඒ化αϙーターによる公園のඒ化活ಈの推進ٴび年齢や障がいの有無に関わらず、誰も
が一ॹに遊Ϳことができる公園づくりを進めています。
　高齢化や後継者ෆ足による生産྘地の減少への対Ԡ、若者・子育て世代のみどりの保全活ಈの促進、環境保
全྘地の指定、地下ਫ・༙ਫの保全、指定؅理者による公園のద੾な維持؅理ٴびインクルーシブ公園の活用
が必要です。

ঢ়と՝୊ݱ

公園でのワークショップ 公園Ֆஃ২えସえイϕンτ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

みどりとਫの環境整備に対するຬ足度
（アンέーτ）

環境ඒ化αϙーターのొ࿥者数

公園Ֆஃ২えସえイϕンτの若者・子育て
世ଳのࢀ加者数

ýý�ýˋ ÿ÷�÷ˋ

3ÿý人 û1÷人

121人 1û÷人

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ 多様な関Θりによるڠ働の࢓組Έͮくり
働によるඒ化活ಈが、持続的に推進できるように、若者や子育て世代を対象としたՖの২ସえڠ　
イϕンτや環境ֶशのػ会を持つことで、活ಈへのࢀ加が増える࢓組みを構ஙします。このࡍ、環
境ඒ化αϙーターに加え、多様な関わり方によるڠ働の場の創出をݕ౼します。また、団体同࢜の
交流を促進することで、Ϙϥンティア同࢜のつながりを深め、環境ඒ化に対するҙ識の向上を図る
ことによって、ࢲたちが一体となって取り組Ή体制をより強ݻにします。

˔ ੍౓の活用・प஌によるΈͲりとਫのอ全
　国分֑ࣉઢ（はけ）、野઒、都市公園などのみどりとਫは、本市のେきな魅力です。みどりを保
全する取組をより進めるため、環境保全྘地制度の周知に౒めるとともに、開発時のみどりの保全
として、指定開発事業がߦわれるࡍの྘化指ಋに加え、指定開発事業に֘当しないن໛のݐஙߦҝ
に対しても྘化指ಋをߦうことで、྘化を促進します。
　また、೶業者の高齢化、後継者ෆ足のঢ়گを೺Ѳするとともに、ಛ定生産྘地制度や生産྘地の
ିआ制度を活用した生産྘地の保全ٴび市民೶園による活用につなげる取組などを推進します。さ
らに、みどりの保全により地下ਫのᔻཆྔを確保するとともに、ϞニタϦンά結果の公දや市民ࢀ
加ܕのイϕンτ開࠵などによる普ܒٴ発に౒め、健全なਫ循環の保全につなげます。

˔ ଘެԂ・྘地の৽たな活用ط
　現ࡏあるみどりの総ྔを維持しつつ、多世代にわたる活用の促進を図り、਎ۙなみどりにより਌
しΜでもらうための取組を進めます。また、より活用していくために、持続的な公園؅理を進める
必要があり、公園等整備基本方਑の公園ධ価にԠじた選୒とू中によるద正な公園整備、指定؅理
者の知ݟをいかしたద੾な維持؅理を進めます。また、多様なニーζに対Ԡした遊۩やࡊ園などの
活用により、ޓいのҧいを理解し、支えあう「共生社会の実現」を図る取組を進めます。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　環境基本計画、みどりの基本計画、೶業ৼڵ計画、都市計画Ϛスタープϥン、住୐Ϛスタープϥン

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

環境保全 人口減少・少子高齢化
への対応 人材育成・人材確保 地域コミュニティ

の活性化

情報発信の
強化・充実 業務の効率化

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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1 ɹڥ؀と౎市基൫

施策 2 ॥ܕ؀社会のܗ成

ごΈの発生཈੍を࠷༏ઌとしたߋなる 3 3（Ϧデϡーε・ϦϢーε・
ϦαΠΫル）の推進による॥ܕ؀౎市ʮごΈθロタ΢ϯ小金井ʯ

　令和 2 年（2020年） 4 月から、日野市、国分ࣉ市とともに設立したઙ઒ਗ਼流環境組合可೩ごみॲ理施設での
共同ॲ理を開始し、令和 4 年（2022年） 8 月、ෆ೩・ૈ େごみのੵସえ・保؅施設である「小金井市野઒クϦー
ンηンター」、令和 7 年（2025年） 3 月、プϥスνックごみ・ϖッτϘτル・ۭき؈・びΜなどのࢿ源෺ॲ理
施設である「ϝタウォーターαステφブルύークこがͶい（小金井市ࢿ源ॲ理施設）」がՔ働を開始したこと
により、本市のഇغ෺ॲ理体制は、େきなઅ目をܴえました。各施設でのద正ॲ理の徹底を図るとともに、Ҿ
き続き「循環ܕ都市ʰごみθロタウン小金井ʱの実現に向けて、ߦ੓・事業者・市民が一体となって「ごみの
発生཈制」を࠷༏ઌとした更なるごみの減ྔ、ࢿ源化ٴび環境ඒ化ҙ識の向上に取り組Ή必要があります。

ঢ়と՝୊ݱ

小金井市野઒クϦーンηンター ϝタウォーターαステφブルύークこがͶい

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

3 ̧に取り組Μでいる市民の割合
（アンέーτ）

市民 1 人 1 日当たりのごみഉ出ྔ

ÿĀ�÷ˋ Ā÷�÷ˋ

5Āû̶ 5ÿû̶

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標

3 3 と͸（出యɿ平成30年 3 月15日߸市ใこがͶいごみ・Ϧαイクルಛू߸）
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˔ 発生཈੍を࠷༏ઌとした 3 3 の推進
　持続可能な循環ܕ社会の形成に向けて、ࢲたちが一体となり、発生཈制を࠷༏ઌとした 3 3 を推
進します。

˔ 安全・安心・安定的なごΈのదਖ਼ॲཧの推進
　安全・安心・安定的にごみをॲ理するため、地域と連携したऩू・運ൖ体制や、各施設における
ద正なॲ理・ॲ分体制の確立を推進します。また、災害発生時の対Ԡに向けた体制の整備、市がऩ
ू・ॲ理しないഇغ෺をద正ॲ理するためのॲ理ルーτの確立や回ऩ・ॲ理方法についての৘ใఏ
。を推進しますڙ

˔ ඒし͍まちͮくりの推進
　市内におけるごみのϙイࣺて・ෆ法౤غの防止に向けた取組などにより、環境ඒ化ҙ識の定ணを
促進し、ࢲたちみΜなでඒ化活ಈを推進します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　一ൠഇغ෺ॲ理基本計画、৯඼ロス࡟減推進計画、災害ഇغ෺ॲ理計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

環境保全 人口減少・少子高齢化
への対応 人材育成・人材確保 地域コミュニティ

の活性化 地域経済の活性化

行政サービスの
デジタル化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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1 ɹڥ؀と౎市基൫

施策 3 อ全の推進ڥ؀

ಈを実ફし、Τωߦอ全ڥたち一人ひとりがࣗओ・ࣗ཯的に؀ࢲ
ルΪー࢖用の཈੍΍ڥ؀ෛՙܰݮなͲの地ٿԹஆ化対策を推進す
ることによる、ެ֐がগなく、ڥ؀に΍͞し͍まち

　ۙྡ市や環境団体、ڭ育ػ関、市民、事業者などとωッτワークを形成し、環境保全をڠ働で推進していま
す。定期的な環境ҙ識ܒ発やਫ࣭・૽Ի・ৼಈなどのଌ定をߦい、市民に安心して生活してもらうため、公害
のະ然防止に౒めるとともに、減少܏向にあるみどりの減少ྔを཈制するための保全の取組によりώーτアイ
ϥンυ現象の؇和を図っています。また、住୐における࠶生可能ΤωルΪーثػやӍਫஷཹ施設のಋ入をิॿ
金の活用により支援しています。
　୤୸素社会の実現に向けた地ٿԹஆ化対策が急຿となっており、公害のະ然防止に向けた一人ひとりの環境
഑ྀҙ識の向上や、環境ܒ発事業の推進と市民ڠ働の充実が必要です。

ঢ়と՝୊ݱ

市民会議（άループワーク）ީؾ 環境࠲ߨ「小金井の地下ਫをֶͿ」

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

লΤωルΪーに取り組Μでいる市民の割合
（アンέーτ）

小金井市公共施設のԹࣨ効果Ψス総ഉ出ྔ

ýÿ�Āˋ þ5�÷ˋ

5
ÿ32̓ 2
Ā53̓

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ 組Έͮくり࢓けた޲อ全にڥ؀
　市民・市民団体・事業者・ڭ育ػ関などの各ओ体と連携・ڠ働するため、各ओ体の੹຿などのҙ
識ܒ発と۩体的ߦಈに向けたػ運ৢ成をߦうとともに、環境基本計画に基づき市が実施する事業に
ついての取組指標を設定して点ݕ・ධ価するなど、計画の進؅ߦ理をద੾にߦう࢓組みづくりと۩
体的なߦಈを後押しする支援策を推進します。

˔ 地ڥ؀ٿ΁のෛՙのܰݮ
　市域からഉ出されるԹࣨ効果Ψスの൒分以上が一ൠ家ఉからとなっている地域ಛ性にؑみ、令和
4 年 1 月に発出したީؾඇৗ事ଶએݴの普ܒ・ٴ発を図り、ީؾ市民会議などからのҙݟを基にೋ
すݙߩ実施し、୤୸素社会づくりに・౼ݕ減に結び෇ける効果的な対策について࡟化୸素ഉ出ྔࢎ
るとともに地ٿԹஆ化対策を推進します。

˔ ମ੍のॆ実ࢭ発生๷֐ެ
　市内のେؾԚછ෺࣭や૽Իなどの環境ௐࠪを継続的にଌ定・公දすることで、؂視の目による཈
止効果を発揮するとともに、市民の環境に഑ྀするҙ識をৢ成することで、公害をະ然に防止し、
安全・安心な環境を確保します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　環境基本計画、地ٿԹஆ化対策地域推進計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

環境保全 人材育成・人材確保

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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1 ɹڥ؀と౎市基൫

施策 û 市֗地の੔උ

魅力的な市֗地、まちのإとなるӺपลの੔උを進め、ࣗવڥ؀
とརศ性が͍ߴϨϕルでௐ࿨した、շదで人に΍͞し͍まち

　地۠計画の決定やまちづくり৚例の施ߦを通じてڠ働のまちづくりを進めています。交通面の環境整備とし
ては、平成25年度に +3 中ԝ本ઢ連続立体交差事業をྃ׬し、平成26年度に市内全てのమಓ駅におけるόϦア
フϦー化をྃ׬しました。また、෢ଂ小金井駅周辺の࠶開発では令和 2 年 5 月に෢ଂ小金井駅ೆ口ୈೋ地۠が
ॡ޻しました。同駅๺口駅前౦地۠では令和 6 年12月に都市計画決定し、令和 7 年に市֗地࠶開発組合を設立、
令和11年度のॡ޻を予定しており、「にぎわいのある魅力的な঎ళ֗に࠶生し、楽しくาけるまち」の実現を
目指しています。౦小金井駅๺口では、地ݖ者とのஸೡな࿩し合いをୈ一に౔地۠画整理事業を進めておりま
す。なお、事業期間については令和16年度までԆ৳しています。
　རศ性のあるڌ点整備、࠶開発・౔地۠画整理事業の計画的推進と合わせ、շదで暮らしやすい市֗地の形
成が求められています。

ঢ়と՝୊ݱ

෢ଂ小金井駅๺口駅前౦地۠ୈ一छ市֗地࠶開発
事業の׬成イϝージ

౦小金井駅๺口交通広場

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

駅周辺などにおいて、魅力的な市֗地が
整備されていると感じる市民の割合

（アンέーτ）

駅周辺整備の進௙཰

3Ā�2ˋ 5÷�÷ˋ

þ2�1ˋ ÿþ�2ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ 魅力的な市֗地の実ݱ
　まちづくり৚例に基づき市民がओ体となったまちづくりを推進するとともに、าಓٴび広場の྘
化などにより、みどりのྔを維持し、市内にあるみどり・ਫを結び、みどりのωッτワークの形成
を推進します。また、རศ性の高いڌ点からόϦアフϦー化ٴびϢニόーαルデβインに഑ྀした
整備を進め、誰もが住み׳れた地域で暮らし続けることができるように、าいて暮らせるまちづく
りを推進し、住୐地・঎業地などの計画的な発展による健全な市֗地の形成を図ります。これらに
より、豊かなਫやみどり、ؓ੩な住୐地、ֶ園都市といった、魅力を備えた、市民一人ひとりが安
全、安心、豊かさٴびتびなどを実感できる都市ۭ間の整備を目指します。

˔ まちのإとなるӺपลの੔උ
　෢ଂ小金井駅周辺は、本市のݰ関口に;さわしいまちとするため、ೆ口の࠶開発事業に続き、๺
口においても࠶開発などによる施設更新を支援し、঎業、業຿ػ能ٴび住୐のௐ和のとれた、みど
りのある中心ڌ点として整備します。また、౦小金井駅周辺は、本市における෭次ڌ点ٴび౦部地
۠の中心として、๺口の౔地۠画整理事業を推進し、交通広場・都市計画ಓ࿏・公園などの整備を
能などの༠ಋを図ります。新小金井駅周辺は、みどりあ;れる෢ଂ野公園、野ػい、঎業、業຿ߦ
઒公園のݰ関口とするため、ਫとみどりのωッτワーク形成を進めるなど自然環境をいかした市֗
地を目指します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　都市計画Ϛスタープϥン

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

環境保全 人口減少・少子高齢化
への対応 地域経済の活性化

行政サービスの
デジタル化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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1 ɹڥ؀と౎市基൫

施策 5 の੔උڥ؀ॅ

୐地಺の྘化推進、ྑ࣭なॅ୐のڅڙ、施ઃの଱਒化΍௕ण໋化、
όϦアフϦー化の推進なͲによる、ࣗવとௐ࿨した、安全͔つշ
దでॅΈ心地のྑ͍まち

　շదな住環境の整備のため、まちづくり৚例による୐地ࡉ分化防止や公園྘地の整備、྘地保全ٴび྘化推
進৚例による྘化推進に取り組Μでいます。また、೶地の保全を図り、ډ住環境と営೶環境がௐ和した市֗地
形成を進めています。住୐・ݐங෺のෆ೩化・଱਒化や災害時に生活継続可能な性能を持つ住୐の普ٴ、ආ೉
࿏・ආ೉場ॴの確保、地域防災力の向上、Ӎਫਁಁ施設設ஔの推進、֗࿏थのద正؅理により、安全な住環境
の整備を進めています。また、࿝ٺϚンションのݐてସえԁ׈化支援、住୐ځࠔ者への住୐確保の΄か、安全
でྑ࣭な住୐スτック形成も進めています。
　շదでྑ好な住環境の整備・保全、安全で安心な住環境の確保、住୐څڙの促進と有効活用、高齢者や障が
い者などに対Ԡした住୐のఏڙ、Ϛンションのద੾な維持؅理が必要です。

ঢ়と՝୊ݱ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

自然とௐ和したշదで安全な住環境が整備
されていると感じる市民の割合（アンέーτ）

市内の住୐の଱਒化཰

؅理ঢ়گのಧ出をߦった要ಧ出Ϛンション
の割合

ýû�1ˋ þ÷�÷ˋ

Ā1�ûˋ Ā5�÷ˋ

Ā3�ýˋ 1÷÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標

Ӎਫਁಁますのイϝージ
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˔ ࣗવとௐ࿨したշదなॅڥ؀の੔උとอ全
　環境保全྘地制度を活用し、みどりの保全を進めつつ、自然とௐ和した住環境の整備に向けて、
まちづくり৚例による୐地化のࡍのࡉ分化防止や公園྘地などの整備に౒めます。
また、用్地域のద੾な運用や地۠計画などにより、生活རศ性を維持し、都市における住環境の
保全を図るとともに、防災ػ能や環境保全などの多面的ػ能を有する೶地を保全し、住環境の整備
に౒めます。

˔ 安全な暮らしを͑ࢧるॅڥ؀のܗ成
　災害に備え、ॴ有者に向けたඅ用ॿ成やܒ発活ಈにより住୐・ݐங෺のෆ೩化・଱਒化やブロッ
クญなどのఫڈの促進などを図るとともに、公共施設を始めとしたආ೉場ॴやආ೉࿏を確保します。
　また、地下ਫ・༙ਫの保全にも寄༩するӍਫਁಁ施設の設ஔを推進していくことで、ਁਫඃ害の
防止・ܰ減を図ります。加えて、地域の安全性の確保と向上のため、֗࿏౮のద੾な維持؅理に౒
め、֗࿏थの২࠿がݟ通しを๦げないようద正なथछの選定や؅理を進めます。

˔ ॅ୐施策のଅ進
　安くて住みやすい住୐のڅڙを促進するため、公社住୐などの改ஙにࡍしては、地域の環境整備
化を׈てସえのԁݐびٴび住୐のྔと࣭の向上を図るとともに、民間Ϛンションの؅理のద正化ٴ
支援します。
　また、住୐確保に഑ྀを要する市民に対する住୐確保施策、ۭ家などのར活用をݕ౼する΄か、
高齢者・障がいのある人の生活ঢ়گに対Ԡした住୐施策として、όϦアフϦー化などにより、地域
の中での安心した暮らしを支援します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　住୐Ϛスタープϥン、଱਒改म促進計画、下ਫಓ総合計画、ۭ家等対策計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

環境保全 人口減少・少子高齢化
への対応 地域経済の活性化

業務の効率化

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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1 ɹڥ؀と౎市基൫

施策 ý ౎市Πϯフϥの੔උ

རศ性の͍ߴಓ࿏ωッτϫーΫの構ஙと֐ࡂに͍ڧ安全で安心な
౎市基൫を੔උし、ద੾にҡ࣋؅ཧして͍くշదなまち

　市ಓについては、෯һ 4 ̼ະຬのڱあいಓ࿏がະͩ多く、ݐସえや୐地開発時に֦෯し改ળを進めています。
また、ద੾なิम޻事を実施する΄か、景観の形成、交通安全の確保ٴび環境保全などのػ能をもつ২࠿ଳの
維持をߦうなど、ద੾な؅理に౒めています。都市計画ಓ࿏（װઢ֗࿏）の整備進௙཰は、令和 5 年度຤で໿
48.8％であり、事業中࿏ઢの整備を進めています。ڮりΐうやาಓڮは予防保全؅ܕ理への転׵による長ण໋
化とमસඅ࡟減を図っています。また、安全でշదなาۭߦ間の確保、防災ٴび景観の向上のため、無ిப化
を推進しています。さらに、౔地境քがෆ໌確なՕॴやଌྔがෆ正確な౔地もଘࡏしているため、災害෮ڵに
寄༩する地籍ௐࠪをߦっています。下ਫಓ施設については、地਒対策や長ण໋化への取組と؅きΐ維持؅理の
充実を図っています。また、下ਫಓ؅きΐの予防保全をߦうための؅内のௐࠪをߦっており、今後も継続的に
実施していきます。
　課題として、市ಓの෯һ確保、計画的ิमٴび২࠿ଳのద正؅理、都市計画ಓ࿏の整備、ڮりΐう・าಓڮ
の保全、ిઢྨの地中化、境ք確定・ௐࠪの推進、下ਫಓ施設の計画的؅理が求められています。

ঢ়と՝୊ݱ

小金井֗ಓ 無ిப化޻事

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

市内のಓ࿏がշదに通ߦできていると
感じる市民の割合（アンέーτ）

市内のಓ࿏がద੾に؅理されていると
感じる市民の割合（アンέーτ）

無ిப化推進計画に基づく༏ઌ整備࿏ઢに
対する進௙཰

û÷�÷ˋ 5÷�÷ˋ

ûû�ÿˋ 55�÷ˋ

15�5ˋ 2÷�ûˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ 生活ಓ࿏の੔උ
　෯һ 4 ̼ະຬのಓ࿏では、ಓ࿏のద੾な෯һを確保します。また、าߦ者やं྆などが安全でշ
దに通ߦできるよう、ิम޻事によりద੾な維持؅理に౒めるとともに、ిபなどは࿏外に設ஔす
るようا業者などに要๬します。

˔ ౎市計画ಓ࿏の੔උ
　都市計画ಓ࿏の整備に当たり、շదな市民生活、ԁ׈な交通の確保ٴび安全性の確保のため、า
ंಓ分཭や֗࿏थの২࠿などの整備を推進します。また、環境面の向上を図るため、௿૽Իฮ装や
ಁਫ性ฮ装などを活用したಓ࿏の整備を推進します。

˔ りΐ͏のҡ࣋؅ཧと௕ण໋化ڮ
　Սڮから൒世ل΄ど経過し、࿝ٺ化が進Μでいるڮりΐうٴびาಓڮについて、ར用者の安全確
保のため、଱ٱ性などに関する法定の定期点ݕやิमなどをߦい、ڮりΐう長ण໋化計画に基づい
たద正な維持؅理、長ण໋化を図ります。

˔ ແిப化の推進
　ྑ好な都市景観の創出、安全でշదなาۭߦ間の確保、災害時における都市防災ػ能の強化を図
るため、無ిப化推進計画に基づいて無ిப化を推進します。

˔ 地੶ௐࠪの推進
　౔地の実ଶやঢ়گが໌確になり、災害時にਝ速な෮چ・෮ڵ活ಈが可能となることや、౔地境ք
ฆ૪のະ然防止とొه手続の؆素化につながることから、地籍ௐࠪ事業を更に推進します。

˔ ࣋ଓՄೳなԼਫಓۀࣄの実ݱ
　暮らしに必要な下ਫಓを将来にわたって安定的に維持؅理するため、合理的な経営戦略、スτッ
クϚωジϝンτ計画を࣠とした経営をߦい、下ਫಓ事業の効཰的・安定的な長期経営をߦいます。
また、更なる効཰化をݟਾえ、下ਫಓの広域化 ŋ 共同化施策のݕ౼を進めます。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　無ిப化推進計画、ڮりΐう長ण໋化計画、都市計画Ϛスタープϥン、下ਫಓ総合計画、下ਫಓスτッ
クϚωジϝンτ計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

環境保全 人口減少・少子高齢化
への対応

行政サービスの
デジタル化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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1 ɹڥ؀と౎市基൫

施策 þ 交௨ڥ؀の੔උ

ԁ׈でརศ性の͍ߴҠಈखஈを構ஙし、௨্ߦの安全性を֬อす
ることにより、安全͔つշదに人がߦき交͏まち

　όϦアフϦーのまちづくり基本構想における生活関連施設や生活関連経࿏に係るόϦアフϦー化の対Ԡ策の
。びಓ࿏؅理者と連携しながら維持؅理を継続していますٴを進めています。交通安全施設は、交通؅理者౼ݕ
์ஔ自転ंは、これまでの周知・ܒ発活ಈにより減少しています。駅周辺の自転ंறं場について民間活用や
高Ս下を中心とした整備をおこなっています。自転ं事ނ防止のため、スタンτϚンを活用した中ֶ生向け自
転ं安全ڭ育をຖ年度実施しています。また、地域公共交通計画に基づく交通ωッτワーク࠶ฤ事業を推進し
ています。
　課題としては、όϦアフϦー化の継続や交通安全施設の࿝ٺ化対策、์ஔ自転ं対策の強化、自転ंறं場
のٱ߃的活用手法のݕ౼、自転ं事ނ防止、駅前環境整備とアクηスの改ળ、交通ωッτワーク࠶ฤへの対Ԡ
が求められています。

ঢ়と՝୊ݱ

෢ଂ小金井駅ೆ口駅前ロータϦー ౦小金井駅๺口と $P$P όス

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

市内を安全に移ಈできていると感じる
市民の割合（アンέーτ）

市内の交通手ஈにおけるརศ性へのຬ足度

5ý�2ˋ þ÷�÷ˋ

ûý�3ˋ ý÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ όϦアフϦーに഑ྀした੔උ
　子どもや高齢者、障がいのある人などが安心して࢖えるよう、駅などの公共交通ٴびओ要民間施
設とそれらを結Ϳาۭߦ間のόϦアフϦーについて഑ྀした整備を進めます。

˔ 交௨安全の推進
　交通安全の推進を図るため、ಓ࿏൓ࣹڸなどの交通安全施設のద正な維持؅理に౒めます。また、
市内交通事ނの多くを઎める自転ंの安全ར用を推進するため、「੨੾ූ」ಋ入などの法改正も踏
まえ、交通؅理者である࡯ܯなどの関係ػ関と連携し、周知・ܒ発を継続的に実施します。

˔ ์置ࣗసंの཈੍
　景観や通ߦの๦げにならないよう、์ஔ自転ंఫڈを効果的に実施するとともに、自転ंの์ஔ
防止と自転ंறं場ར用促進のܒ発活ಈをߦい、自転ंར用者のҙ識向上を図ります。

˔ ࣗసं活用の推進
　自転ं活用推進法に基づき、૸ۭߦ間や自転ंறं場などの自転ंར用環境の整備を推進し、自
転ंの活用方法について、総合的にݕ౼します。また、多様化するϞϏϦティのಈ向に஫視し、ற
ंスϖースなどもؚめݕ౼します。

˔ Ӻ前ڥ؀の੔උ
　౦小金井駅๺口౔地۠画整理事業などによる、まちの変化に൐う交通ঢ়گや市民ニーζの変化を
ଊえ、交通広場や駅周辺ಓ࿏などを整備し、乗り継ぎなどమಓとόスの効཰的な接続を確保します。

˔ 交௨ωッτϫーΫ࠶ฤۀࣄ
活用しながら効཰化とརศ性を図るため、持続可能な交通ωッτワークのݶେ࠷源をࢿられたݶ　
構ஙに取り組みます。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　交通安全計画、「$P$P όス」࠶ฤ計画、地域公共交通計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

環境保全 人口減少・少子高齢化
への対応

地域コミュニティ
の活性化 地域経済の活性化

行政サービスの
デジタル化

キャッシュレスの
推進

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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2 ɹ地域とࡁܦ

施策 ÿ ؅ཧମ੍の構ஙػة

にॿけ合͏こ͍ޓ、છ঱なͲにඋ͑ײ΍֐ࡂたち一人ひとりがࢲ
とのできるʮ人のྠʯをつな͛る、様々なػةに͍ڧまち

　災害や感છ঱などに対しては、「自ॿ」「共ॿ」「公ॿ」が連携することが重要です。
　自ॿに関しては、防災ڭ育や܇࿅、防災Ϛップの広ใ活ಈを通じて防災ҙ識・備஝のܒ発に加え、各家ఉに
おける家۩のݻ定など転౗・མ下防止策のܒ発や、଱਒ॿ成、ブロックญఫڈॿ成をߦうことで԰内・外にお
ける安全確保を促しています。共ॿに関しては、自ओ防災組৫の結成を推進し、ආ೉ॴの整備やফ防団への支
援をߦい、関係ػ関が連携した体制づくりを進めています。公ॿに関しては、ਫ・৯ྐの備஝、ؼ୐ࠔ೉者対
Ԡや৘ใ連བྷ໢の整備、さらに災害ڠ定のక結を進めています。෢力ܸ߈災害への対策として、防災ߦ੓無ઢ
の整備や全国ॠ時ܯใシステϜ（+�A-&35）の一੪์ૹ܇࿅を実施し、感છ঱対策として、感છ֦େを཈制
するため、新ܕインフルΤンβ等対策ߦಈ計画を策定しています。
　また、೤中঱対策の取組として、クーϦンάシΣルター・ྋみॲの開設や予防のための஫ҙש起をߦっています。
　課題として、防災ҙ識の向上、防災・災害෮ڵを担う人材育成、地域の災害対Ԡ力強化、感છ঱のେ流ߦへ
のద੾な対Ԡがڍげられています。

ঢ়と՝୊ݱ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

まち全体で災害などへの備えができている
と感じる市民の割合（アンέーτ）

災害などのための備஝をߦっている市民の
割合（アンέーτ）

௚ۙ 1 年間で防災܇࿅にࢀ加したことが
ある市民の割合（アンέーτ）

23�÷ˋ 35�÷ˋ

ý2�Āˋ þ5�÷ˋ

13�Āˋ 3÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標

一੪์ਫ出ॳࣜ
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˔ ๷܇ࡂ࿅のॆ実
　自ॿと共ॿの強化を目指した総合防災܇࿅の内༰のݟ௚しをߦうとともに、災害対策本部設ஔ܇
࿅、ॳಈଶ勢܇࿅、ҩྍٹ護܇࿅、感છ঱防護܇࿅ٴび #$1 。࿅など、公ॿの強化を進めます܇ূݕ

˔ ࣗओ๷ࡂ組৫のॆ実
　地域の自ओ的な防災活ಈに取り組Ή人材を広く市民から育成するため、自ओ防災組৫のないொ会
や自治会への組৫化を中心とした呼びかけをੵۃ的にߦうとともに、طଘ自ओ防災組৫の活性化や
組৫の人һ増加、活ಈ環境の整備を図ります。

˔ 連ڠܞ力ମ੍のڧ化
　同時ඃ災をආけるҙຯから、ԕִ地の自治体とҾき続き災害時૬ޓԠ援に関するڠ定のక結に౒
めるとともに、ۙྡ自治体や関係防災ػ関、事業ॴをؚめたڠ力ػ関との連携を推進します。また、
災害時受援計画ٴびԠ援計画を策定し、災害対Ԡ力の底上げを図ります。

˔ なͲ΁のඋ͑のॆ実֐ࡂ
　౦日本େ਒災を始め、そのଞ災害などの経ݧや܇ڭを踏まえ、地域防災力の充実強化のため、活
ಈに必要なٹॿػࢿ材や安全確保のための装備ٴび৘ใ఻ୡが可能な装備など、ফ防団の装備の基
४にద合したػࢿ材を഑備します。また、ඃ災者のニーζにదԠした備஝඼を備えることのできる
備஝૔ݿ・防災૔ݿの整備やආ೉ॴの指定、ফ防ਫརの確保に౒め、災害対策෺ࢿ・ආ೉ॴ・環境
整備の充実を図ります。あわせて、感છ঱のେ流ߦ発生などを想定した෺ࢿや設備の備えをߦいま
す。また、災害時における৘ใ఻ୡ能力の強化を図り、ιーシϟルϝディアなど多様な৘ใ఻ୡ・
ऩू手ஈの整備を進めます。

˔ ΁のඋ͑ߦછ঱のେ流ײ
　新ܕコロφウイルス感છ঱対策においてੵみ重Ͷた知ݟや経ݧを踏まえ、新ܕインフルΤンβ等
対策ߦಈ計画を改定し、感છ঱のେ流ߦが発生したࡍ、感છ֦େを可能なݶり཈制し、市民の生໋
とするよう、感છ঱対策をݶ小࠷をڹすӨ΅ٴび経済活ಈにٴび健康をकるとともに、市民生活ٴ
ண実に推進します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　地域防災計画、新ܕインフルΤンβ等対策ߦಈ計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人材育成・人材確保 地域コミュニティ
の活性化

行政サービスの
デジタル化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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2 ɹ地域とࡁܦ

施策 Ā 地域の安全・安心の্޲

๷൜ҙࣝの্޲、൜ࡑ΍ফඅऀඃ֐のະવ๷ࢭなͲの推進、関܎
力ମ੍の構ஙにより、安全で安心して暮らすことڠ関との๷൜ػ
ができるまち

力体制の構ஙを進めています。地域の安全活ಈとして、こきΜちΌΜあいさつڠや地域と連携し、防犯࡯ܯ　
運ಈやݟकり活ಈ、こがͶい安全・安心ϝールによる広ใを促進し、体感治安の向上に౒めています。また、
防犯の視点から、高齢者世ଳに対する自ಈ通࿩࿥Իػのି༩によるৼりࠐめٗ࠮対策や、犯罪を起こさせない
まちづくりを推進するとともに、増加がݒ೦されるۭ家対策（ෆ法৵入や઄౪、์Ր、ٗ࠮などの犯罪ߦҝの
対象となるϦスクがあります）ではॴ有者へద੾な؅理をߦうためのҙ識ܒ発や؅理指ಋ、૬ஊ体制の構ஙを
進めています。ফඅ者ඃ害防止の取組として、ܖ໿や੡඼৘ใなどのফඅ生活໰題に関する஫ҙש起、࠲ߨの
開࠵、۩体的な૬ஊ対Ԡを実施しています。
　課題として、新しい犯罪の周知、ۭ家対策の促進、ফඅ者ඃ害のະ然防止がڍげられます。

ঢ়と՝୊ݱ

こきΜちΌΜあいさつ運ಈ ফඅ者࠲ߨ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

犯罪などに対する取組や地域の体制に安
全・安心を感じる市民の割合（アンέーτ）

犯罪発生݅数

û÷�2ˋ 5÷�÷ˋ

þ÷Ā݅ ý÷÷݅

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ 人・地域の๷൜対策の推進ݸ
　犯罪の手口が日々多様化する中、犯罪に関する৘ใをదٓ発信し、また、様々なݚम会や防犯に
関する࠵しなどを通じて、ࢲたち一人ひとりの防犯に対するҙ識を高めます。また、ߦ੓ػ関はも
とより、事業者や自治会・民生ҕһなどの地域の方々とも໾割を໌確にした上で、ԁ׈で効果的な
防犯ڠ力体制を充実させるとともに、犯罪を起こさせないまちづくりを進めます。

˔ ۭՈ等対策の推進
　؅理がߦきಧいていないۭ家等をద੾に؅理するため、ॴ有者ຢは؅理者に؅理の徹底を促すよ
うに౒めます。同時に、௞ି用でも転ച用でもないۭ家等を減少させるため、ॴ有者などに対する
૬ஊػ会の充実を図ります。

˔ ফඅऀඃ֐のະવ๷ࢭ
　ෳࡶ、多様化するফඅ生活໰題に対して、今後も継続して৘ใఏڙをߦうことで市民の関心を高
めていきます。ಛに成年年齢のҾ下げにより18歳から਌の同ҙを得なくてもܖ໿ߦҝができるよう
になったため、若年૚を対象としたܒ発事業をੵۃ的に推進するとともに、ѱ࣭঎法などによるඃ
害をະ然に防止するため、高齢者や障がいのある人の૬ஊ受෇体制を、෱ࢱ分野と連携して推進し
ます。また、ফඅ生活૬ஊに安定的に対Ԡできる体制を維持するとともに、૬ஊ૭口であるফඅ生
活૬ஊࣨの認知度向上を図ります。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　ۭ家等対策計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

地域コミュニティ
の活性化 地域経済の活性化

情報発信の
強化・充実

地域社会のデジタル
リテラシーの向上

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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2 ɹ地域とࡁܦ

施策1÷ 産ޫ؍・ۀのৼڵ

多様で๛͔な市ຽ力͋;れる生活౎市に;͞Θし͍産ޫ؍・ۀの
創出・育成にܧଓ的に取り組Έ、地域の付加Ձ஋をߴめる、;れ
͍͋と活力の͋るまち

　イϕンτのॿ成など、঎޻会や঎ళ会への支援を通じて地域の঎業・޻業のৼڵ・安定を図っています。౦
小金井事業創造ηンターや೶޻େ・多ຎ小金井ϕンνϟーϙーτへの支援を通じて創業・起業ػ運を高め、地
域産業の持続可能性が高まるよう、市内事業者の増加・市内定ணに取り組Μでいます。Φフィスや交流・ֶश
っています。また、ハローߦ金支援などもࢿあっせΜなどのࢿ金の༥ࢿなどの人的支援や小口事業ڙ会のఏػ
ワークや市ಠ自にこがͶい࢓事ωッτを通じた求人৘ใをఏڙするなど、ब業ػ会の充実にも取り組Μでいま
す。市の観ޫৼٴڵびจ化向上や産業発展のため、観ޫまちおこしڠ会の活ಈを支援し、観ޫࢿ源の創出と魅
力発信を進めています。
　課題として、観ޫまちおこしڠ会の中間支援ػ能強化、インΩュϕーション施設入اډ業の市内定ண促進、
産業担い手への支援事業の活用促進、ब࿑支援策の充実、観ޫࢿ源の創出と魅力発信がڍげられます。

ঢ়と՝୊ݱ

౦小金井事業創造ηンター ,0ô50 ೶޻େ・多ຎ小金井ϕンνϟーϙーτ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

まちに活ؾがあると感じる市民の割合
（アンέーτ）

ಛ定創業支援事業等による創業者数

û5�2ˋ 5÷�÷ˋ

12人 1ý人

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ ঎ۀ޻・ۀの活性化
　駅周辺の市֗地࠶開発事業や౔地۠画整理事業などによる住環境基൫の整備の΄か、঎޻会や観
ޫまちおこしڠ会、+A などの関係ػ関と連携し、঎ళ会や事業者が自発的に取り組Ή活ಈを様々
な面から支援し、まちの活ؾを生み出します。

˔ 創ऀۀى・ऀۀをத心とした市಺ऀۀࣄの育成・ࢧԉ
　市内における創業・起業݅数の増加のため、౦小金井事業創造ηンターを中心に創業・起業ػ運
のৢ成を図り、創業者・起業者の市内定ணを促進し、地域産業の持続可能性を高めます。また、小
口事業ࢿ金༥ࢿあっせΜ制度や経営指ಋの充実を図ることで、事業者の経営安定化と成長を支援し
ます。

˔ ब࿑ࢧԉのॆ実
　関係課、ハローワーク、障害者ब࿑支援ηンター、シルόー人材ηンターなどの関係ػ関との連
携によるब࿑に関する各छ支援やこがͶい࢓事ωッτによる求人৘ใなどのఏڙをߦい、ब࿑支援
の充実とޏ用の֦େを図ります。

˔ 推進ڵのৼޫ؍
　観ޫまちおこしڠ会との連携や;るさとೲ੫の活用などにより、地域の魅力づくり・ຏき上げ・
発信に取り組Ήことで、観ޫৼڵを図ります。本市を訪れる交流人口を増やし、地域経済を循環さ
せるとともに、市民ຬ足度の向上、定住促進にもつなげていきます。また、ۙྡ自治体と連携し、
ΤϦアでの回遊性を高める事業を進めます。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　産業ৼڵプϥン

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人口減少・少子高齢化
への対応 人材育成・人材確保 地域コミュニティ

の活性化 地域経済の活性化

キャッシュレスの
推進

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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2 ɹ地域とࡁܦ

施策11 ౎市೶ۀのৼڵ

多໘的ػೳを࣋つ೶地のదਖ਼なอ全を図り、༗ޮ活用することに
より、౎市と೶地がڞଘし、市ຽ生活を๛͔にするまち

　認定೶業者・認ূ೶業者や女性・高齢೶業者のࢀ画ػ会の支援、援೶Ϙϥンティアのཆ成を通じて、都市೶
業の担い手の育成・確保に取り組Μでいます。また、೶業ࡇなどのイϕンτやఉઌൢചॴの 13、市民೶園の
整備、ֶڅߍ৯に地場産೶産෺をར用するなど、市民が本市の೶業に৮れるػ会をఏڙしています。さらに、
計画的な೶地ύτロールで೶業者へのॿݴや指ಋをߦい、ద正な೶地؅理を促しています。೶産෺の生産をは
じめ、景観保全、防災、৯育など都市೶地の多面的ػ能をいかし、市民が೶業に৮れるػ会づくりに取り組Μ
でいます。
　担い手の確保・育成、都市೶業への理解・関心の向上、৯の安全・安心の確保が課題です。

ঢ়と՝୊ݱ

高齢者೶園 ೶業ࡇ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

これまでに小金井市産೶産෺をߪ入した
ことがある市民の割合（アンέーτ）

೶業産出ֹ

೶業ৼڵ計画のୡ成཰

þ3�2ˋ þ5�÷ˋ

3�÷ԯԁ ҡ࣋

þý�ýˋ ÿ2�ÿˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ ୲͍खの֬อ・育成と力͍ڧ೶ܦۀӦの展開
　小金井೶業の担い手として、೶業者やその後継者を支援するとともに、都市೶地のିआ制度の活
用を促すことで新ࢀن入者やا業などの新たな担い手を確保・育成します。また、女性೶業者にண
目した取組をߦいます。同時に、೶業経営のऩӹ性の向上のため、೶࡞業のল力化などを目的とし
た新技術・設備などのಋ入に向けた取組に対する支援を関係ػ関と連携しながらߦうことにより、
。られた೶地における生産性の向上を後押ししますݶ

˔ 多໘的ػೳを͍͔した೶地อ全
　೶産෺の生産ͩけでなく、景観の保全や防災、৯育など、都市における೶地が有する多面的ػ能
を発揮することを支援し、೶地の保全を目指します。そのため、市民೶園、ֶಐ೶園などの活用や、
わくわく都民೶園小金井などの取組もؚめ、෱ࢱや地域のコミュニティ形成を目的とした೶঎෱連
携などの取組を推進していきます。

˔ ࣋ଓՄೳな೶ۀ生産の推進
　安全な೶産෺の生産と環境に഑ྀした持続的な೶業の推進に向けて生産؅理手法の普ٴを図りま
す。また、環境保全ܕ೶業に対するҙ識ܒ発を図ることで、持続可能性を高めていきます。それと
同時に、ֶڅߍ৯や市内ҿ৯ళでの地場産೶産෺のར用を促すことで地産地ফを進め、೶業経営の
効཰性を高めます。

˔ 小金井೶ۀの魅力発信
　小金井市産೶産෺を࢖用したྉ理ࣨڭやऩ֭体ݧなどの各छイϕンτ、新઱で安全な೶産෺をߪ
入できるఉઌൢചॴや共同௚ചॴなどの広ใ、地域コミュニティ活ಈの「場」として೶地を活用し
た新たな取組の঺հなどを通じて小金井೶業の魅力を発信します。これにより、市民の都市೶業に
対する理解や関心を高めるとともに、持続可能な都市೶業の確立を目指します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　೶業ৼڵ計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

環境保全 人材育成・人材確保 地域コミュニティ
の活性化 地域経済の活性化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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3 ɹ子Ͳ΋とڭ育

施策12 子Ͳ΋の育ちのࢧԉ

子Ͳ΋のݖརをอোし、安心してաごせるډ৔ॴ΍様々なମݧの
ӈ͞れͣ、全ての子ࠨにڥすることで、生まれ育つ؀ڙ会をఏػ
Ͳ΋が͍き͍きと݈΍͔に安心して暮らせるまち

　子どもの健やかな成長とݖར保障を目的に、平成21年に子どものݖརに関する৚例を制定し、令和 4 年には
「子どもΦンブζύーιン」を設ஔし子どものݖརが広く保障されるよう取り組Μでいます。また、ࣇಐؗや
公園、プレーύーク、ߍఉ開์、์課後子どもࣨڭなど、子どもが安心して過ごせる環境の整備を市民団体と
連携して推進しています。さらに、子どもが๊えるࠔ೉に対Ԡするため、関係ػ関と連携した૬ஊ体制の充実
にも力を入れています。
　課題として、中高生のニーζをؚΉ多様なډ場ॴの整備、自己ߠ定感を高める経ݧのఏڙ、૬ஊしやすくਝ
速に対Ԡできる体制づくり、子どものݖརに対するҙ識ܒ発が求められています。

ঢ়と՝୊ݱ

子どもΦンブζύーιン じどうかΜフΣスティόル

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

子どもが育ちやすい環境ͩと思う市民の割合
（アンέーτ）

自分にはྑいとこΖがあると思う小ֶ生の
割合（全国ֶ力・ֶ शঢ়گௐࠪʗจ部Պֶল）

自分にはྑいとこΖがあると思う中ֶ生の
割合（全国ֶ力・ֶ शঢ়گௐࠪʗจ部Պֶল）

ý5�1ˋ ÿ÷�÷ˋ

ÿÿ�1ˋ 1÷÷�÷ˋ

ÿ3�3ˋ 1÷÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ 子Ͳ΋のډ৔ॴのఏڙ
　子どものݖརを保障しながら、子どもがのびのびと過ごせ、஥間や多世代がܰؾにूまり؇やか
に交流でき、安全・安心なډ場ॴづくりについて、子どものډ場ॴを運営する団体に対してิॿを
いながら、多様なߦなどを౼ݕಐؗのあり方をؚめたࣇの充実やࣨڭうとともに、์課後子どもߦ
ݕ場ॴづくりについてډします。ಛに中高生に対しては、世代ಛ有のニーζをଊえたڙ場ॴをఏډ
౼します。また、子どものډ場ॴの推進体制を整備するため、子どものډ場ॴに関するωッτワー
クづくりを進めるとともに、関係ػ関と連携しながら子どものډ場ॴのあり方について継続的にݕ
౼します。

˔ ๛͔なମݧ΍஥間ͮくりのࢧԉ
　子どもがそれぞれの個性を৳ばし、自分らしく成長し、将来、社会の中で自己実現していくため
には、子どものࠒに多छ多様な出会いや体ݧを得ることがେ੾です。自然環境にܙまれた地域ࢿ源
を࠷େݶにいかし、自然との;れあいや共同࡞業、ڷ౔・จ化・ܳ術に৮れるなどの経ݧの中で、
自立に必要な力を਎に෇けられるよう、ࣇಐؗや公民ؗなどがߦう体ݧ事業や๯ݥ遊び場事業（プ
レーύーク事業）を充実していくとともに、公園の活用推進を進めることで、豊かな体ݧや஥間づ
くりができるػ会をఏڙします。

˔ 子Ͳ΋のݖརのอো
　子どものݖརで一൪େ੾なことは、その໋と心をकることです。ଞػ関とも૬ޓ連携したਝ速で
ద੾なٹ済を図れるよう、子どもの੠に寄りఴい、子どもが安心して૬ஊできる૬ஊ・ٹ済体制の
更なる充実を図ります。
　また、子どものݖརを保障して、育ちを支えるため、市民一人ひとりが子どものݖརをେ੾に思
い、子どものݖརがいかされる社会環境づくりを進め、いじめやٮ଴・体േなどによる子どものݖ
ར৵害を防͙ため、ະ然防止とૣ期発ݟに౒めるとともに、子どもの育ちを支えるための۩体的な
。ಈができるように促していきますߦ

˔ 子Ͳ΋の社会ࢀ画とҙࢥのଚॏ
　子どもは自分に関係のある事ฑについてࢀ加して自༝にҙݟをදすことができるݖརがあります。
社会の中で、自分のҙ思がଚ重され、ଘࡏが認められることで、ੵۃ的に௅戦しようという自信が
਎に෇きます。自分で考え、あるいはߦಈしたことが現実に൓өされた体ݧは、ະ来を創造する子
どもが、能ಈ的に考え、ߦಈするためのݪಈ力となります。子どものҙݟද໌の場やϘϥンティア
活ಈを通して、社会ࢀ加やҙݟ൓өのػ会をఏڙします。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　のびΏくこどもプϥン　小金井、໌日の小金井ڭ育プϥン

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

環境保全 人材育成・人材確保 地域コミュニティ
の活性化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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3 ɹ子Ͳ΋とڭ育

施策13 子育てՈఉのࢧԉ

子育てՈఉを͑ࢧる施ઃ、ମ੍を֬อし、様々なχーζにԠ͡た
΍͔ࡉとと΋に、ಛผな഑ྀをཁするՈఉに΋、きめ͏ߦԉをࢧ
なࢧԉを推進することで、Ոఉが安ら͗とসإにຬち、子育ての
ָし͞、تͼを実ײできるまち

　༮ڭࣇ育・保育の無ঈ化などによりར用者ෛ担のܰ減が図られるとともに、令和 5 年度から 4 月入園の଴ػ
会の創出事ػ保育事業、多様なଞ者との関わりのࣇප後・ࣇ向にあります。一時༬かり事業、ප܏ಐは解ফࣇ
業などで保育αーϏスの֦充が進Μでいますが、市内༮ஓ園のར用者数は減少܏向にあります。ֶಐ保育では
女性のब業཰上ঢに൐いध要が֦େしており、民設民営のֶಐ保育ॴ設ஔや公共施設活用など受入れ環境の整
備に౒めています。さらに、ࣇಐ手当、ҩྍඅॿ成の֦充や、こども家ఉηンターの΄か、ࣇಐؗなどを活用
した子育て支援事業を展開しています。令和 5 年 7 月よりҩྍ的έアࣇコーディωーターを഑ஔし、対象ࣇや
保護者への支援ٴび関係ػ関との連携をߦいながら地域での体制整備を推進しています。
　一方で、ద正な保育定һの維持、公設ֶಐ保育ॴにおけるେن໛化の解ফ、保育の࣭の維持・向上などが必
要です。

ঢ়と՝୊ݱ

あかͶֶಐ保育ॴ ਌子あそびひΖば「Ώりかご」

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

子育て家ఉへの支援が充実していると思う
市民の割合（アンέーτ）

೛৷、出産、子育てのෆ安や೰みを周ғの
人々やߦ੓の૭口に૬ஊしやすい地域であ
ると思う市民の割合（アンέーτ）

3÷�3ˋ 5÷�÷ˋ

23�þˋ û÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ อ育αーϏεの֦ॆ
　बֶ前ࣇಐ人口の減少がࠐݟまれる中でも、共働き家ఉの増加などにより、今後も一定の保育ニー
ζがࠐݟまれます。࠶び଴ࣇػಐが発生しないよう保育定һをద正なਫ४で維持していく必要があ
ります。また、ෳࡶ化・多様化する保育ニーζに対Ԡするため、保育園などにおいて様々な視点か
ら保育αーϏスの֦充を進めるとともに、保育の࣭の維持・向上に向けて、すこやか保育Ϗジョン
に基づいた取組の推進を図ります。ֶಐ保育ॴの運営・整備に当たっては、ࣇಐの安全性、保育の
࣭にཹҙしつつ、ۓ急対Ԡの必要なとこΖから༏ઌ的に保育環境の整備を進めます。

˔ ༮ஓԂなͲ΁のࢧԉ
　༮ஓ園ࣇの保護者に係る経済的ෛ担のܰ減を図り、ద੾な༮ڭࣇ育を受けるػ会の確保に取り組
Ήとともに、༮ஓ園の安定的なଘ続を支援する取組を進めてߦきます。また、子ども・子育て支援
新制度移ߦのر๬に対してੵۃ的に対Ԡします。

˔ ੾れ目のな͍ࢧԉମ੍のॆ実
　全ての೛産්ٴび子育て家ఉが、子どもを産み育てることへのෆ安をܰ減することができるよう
に、૬ஊ体制・৘ใఏڙなどを充実します。฼子保健ٴび家ఉ支援αーϏスを充実させることで、
地域で安心して育ࣇができ、子どもの健やかな成長を育Ήことを目指します。

˔ ԉのॆ実ࢧ೉を๊͑るՈఉ΁のࠔ
　ひとり਌家ఉなどへの૬ஊや生活支援、ಛผな഑ྀが必要な子ども（障がいࣇ・ҩྍ的έアࣇな
ど）のڭ育・保育ニーζへの対Ԡ、外国籍の子どもと家ఉの支援など、きめࡉやかな対Ԡが求めら
れる子どもや家ఉへの支援を充実させます。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　のびΏくこどもプϥン　小金井

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人口減少・少子高齢化
への対応

行政サービスの
デジタル化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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3 ɹ子Ͳ΋とڭ育

施策1û 子育て・子育ちڥ؀のॆ実

次ੈ代の小金井市ຽを育てて͍くための地域ڥ؀を੔උすること
によって、地域の様々な人々の関Θりにより、安心して、ָしく、
๛͔な子育て・子育ちができるまち

　子どもの体ݧ活ಈの充実を図るため、ֶߍと地域が連携し、中高生の৬場体ݧやϘϥンティア活ಈに取り組
Μでいます。また、ࣇಐؗをڌ点とした自ओ活ಈάループの育成や੨少年健全育成地۠ҕһ会・子ども会育成
連合会事業などへのॿ成を通じて、子どもが育つ環境づくりを進めています。਌子や子ども同࢜がつながれる
場の整備のため、小金井子育て・子育ち支援ωッτワークڠ議会の加入促進をߦい、令和 7 年 3 月には116団
体と増加しています。
　今後も、地域におけるֶशと交流の場の充実、子どもの育ちを支援するωッτワークの充実が必要です。

ঢ়と՝୊ݱ

Ωッζ・Χーニόル ,0(A/&I 若者ワークショップ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

地域における子育て・子育ち環境が充実
していると思う市民の割合（アンέーτ）

地域で子どもに関係するイϕンτ、交流、
支援活ಈが活発にߦわれていると思う市民
の割合（アンέーτ）

35�1ˋ 5÷�÷ˋ

3ÿ�ýˋ ý÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ 地域の子育ちڥ؀の੔උ
　子どもが生きる力を育Μでいくためには、地域社会の中で多छ多様な人たちと交流し、様々な生
活体ݧ、社会体ݧ、自然体ݧを豊෋にੵみ重Ͷることがେ੾です。そのために、地域社会における
子どもの体ݧ活ಈや交流の場の整備を推進します。

˔ 地域での連ڧܞ化
　多様な人々と地域で交わることを通じて子どもが育っていくために、また子育ち、子育てにࠔ೉
を๊える家ఉに支援がಧくよう、子育て活ಈ団体などの間で૬ޓの連携強化を図り、地域で子ども
の育ちを支える体制を充実させます。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　のびΏくこどもプϥン　小金井

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人口減少・少子高齢化
への対応

地域コミュニティ
の活性化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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3 ɹ子Ͳ΋とڭ育

施策15 育のॆ実ڭߍֶ

全ての子Ͳ΋が、ओମ的にֶͼ合͍、多様性をแઁし、創造力๛
͔にະདྷを੾り୓くڭ育を推進するまち

　令和 2 年度から実施しているֶश指ಋ要ྖに基づき、ओ体的にֶび、考え、ߦಈし、自らの޾せと社会の޾
せを実現する「創り手」を育成することを目指しています。ڭһのत業力を一૚向上させるとともに、ओ体的・
対࿩的で深いֶびを実現するためのत業改ળに取り組Μでいます。I$5 、を効果的に活用することに加えثػ
地域の方々やઐ໳家のڠ力による多様な社会的課題に対するֶशや体ݧ活ಈの充実に取り組Μでいます。
などの支援環境のࣨڭ育૬ஊॴやもくせいڭ、化した課題に対Ԡするためࡶಐ・生ెが๊える多様化・ෳࣇ　
充実に取り組Ήとともに、スクールΧウンηϥー、スクールιーシϟルワーΧー、ಡみॻきࠔ೉等支援һを഑
ஔしています。बֶ૬ஊが増加している中、ಛผ支援ڭ育支援һの഑ஔやҩྍ的έアの実施に加え、ઐ໳૬ஊ
һの設ஔなど、૬ஊ体制の充実を図り、関係ػ関との連携強化にも౒めています。
　一方で、ओ体的にֶび、考え、ߦಈする力の育成、一人ひとりのࠔり感、ڭһの働き方の改ળへの更なる対
Ԡが課題となっています。

ঢ়と՝୊ݱ

৿ྛ体ݧ 小・中ֶߍ連合࡞඼展

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

ಐ生ెの割合ࣇが楽しいと思うߍֶ
（全国ֶ力・ֶशঢ়گௐࠪʗจ部Պֶল）

त業が分かると回౴したࣇಐ生ెの割合
（全国ֶ力・ֶशঢ়گௐࠪʗจ部Պֶল）

小ֶߍ ÿ3�ûˋ
தֶߍ ÿû�5ˋ

小ֶߍ ÿý�ýˋ
தֶߍ ÿ5�1ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標

小ֶߍ 1÷÷�÷ˋ

小ֶߍ 1÷÷�÷ˋ

தֶߍ 1÷÷�÷ˋ

தֶߍ 1÷÷�÷ˋ
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˔ ະདྷを創造する力の育成
　ֶश指ಋ要ྖにおいて、ڭһݚमやڀݚत業の実施などにより、ڭһのत業力の向上を継続的に
図り、त業の࣭の維持・向上を目指します。また、日本ݻ有の఻౷จ化やάローόル社会、৘ใ社
会への理解を踏まえ、I$5 ར活用の推進を図るとともに、॓ധߦ事やӳֶޠशにおける豊かな体ݧ
活ಈの充実を図ります。

˔ ࣗଞの人ݖをେ੾にして、ڞに生きる人の育成
ಐ・生ెに対Ԡࣇ向܏ߍり感にԠじた支援を実施するとともに、ෆొࠔಐ・生ె一人ひとりのࣇ　
するため、ߍ内ڭ育支援ηンターなどのෆొߍ関連事業を֦充し、また、フϦースクールなどとの
連携を進める΄か、ڭ育૬ஊ、ෆొߍ支援、ಛผ支援ڭ育、बֶ૬ஊ業຿を総合的にߦう（Ծশ）
小金井ڭ育支援ηンターを設ஔし、一人ひとりの子どものその子らしさを࠷େݶに৳ばすことを目
的にνーϜとして継続した支援をすることができる環境を整備します。また、いじめ防止対策推進
৚例ٴび市とֶߍそれぞれのいじめ防止基本方਑に基づき、いじめをしない・させない・ݟಀさな
いように、ࣇಐ・生ె、ڭһや保護者などのҙ識を高めるとともに、安心してใࠂ・૬ஊがしやす
い環境を整え、組৫的に対Ԡします。また、ಓಙڭ育の充実を図るとともに、子どもの੠をௌき、
子どものݖརをଚ重する取組を推進します。

˔ 地域・Ոఉ・ֶߍがڠ働し、ͦの子らし͞をҾき出すڭ育の推進
　コミュニティ・スクールの࢓組みをいかしながら、Ϙϥンティアを始めとする地域のڭ育ࢿ源を
のߍと地域住民などが力を合わせてֶߍֶ、һの働き方改ֵを推進しڭ的に活用するとともにۃੵ
運営に取り組Ή「地域とともにあるֶߍ」を目指します。また、地域とڠ働した৯育、健康ڭ育、
安全ڭ育を推進します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　໌日の小金井ڭ育プϥン

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人材育成・人材確保 地域コミュニティ
の活性化

業務の効率化 地域社会のデジタル
リテラシーの向上

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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3 ɹ子Ͳ΋とڭ育

施策1ý の੔උڥ؀ߍֶ

安全で安心なֶशڥ؀の੔උ・ॆ実に取り組むことで、ࣇಐ・生
ెがֶशにूதすることができ、๛͔なֶͼと育ちを͑ࢧるまち

ಐ・生ెがར用するۭ間ͩけでなくόックϠーυもؚめて計画的な維ࣇ、化に対Ԡするためٺ施設の࿝ߍֶ　
持؅理・更新をߦい、環境改ળを進めています。令和 8 年 3 月にはֶߍ施設長ण໋化計画を改訂し、効཰的か
つ効果的な࿝ٺ施設の࠶生方法をݕ౼し、コスτのॖ減・平४化を図っています。また、通ֶ࿏の防犯Χϝϥ
設ஔなど安全対策を強化しています。さらに、I$5 ৬һのڭを活用したत業改ળを推進し、ֶびの充実とثػ
働き方の支援を進めています。
　一方、ֶߍ施設の࿝ٺ化対策、I$5 環境整備の更なる充実、ࣇಐ・生ె数の推移への対Ԡなどが必要です。

ঢ়と՝୊ݱ

I$5 を活用したत業ثػ 小金井ୈ一小ֶߍ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

子どもがٛ຿ڭ育を受ける環境としてֶߍ
施設が充実していると思う市民の割合

（アンέーτ）

長ण໋化計画に基づくֶߍ施設のݐସえ

ि 1 回以上त業で I$5 用した࢖をثػ
ಐ・生ెの割合ࣇ

3Ā�ýˋ ý÷�÷ˋ

Āû�2ˋ 1÷÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標

ઃ計 1�þߍ
ࣄ޻ ÷�þߍ

ઃ計 2�þߍ
ࣄ޻ 1�þߍ
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˔ のշద性、安全・安心の֬อڥ؀ߍֶ
施設長ण໋化計画に基づく࿝ߍֶ、ಐ・生ెの安全かつ安心なֶश・生活環境を確保するためࣇ　
৯ௐ理設備のڅ໛改म、τイレやྫྷஆ๪などの設備やنସえやେݐ化対策として計画的な施設のٺ
改ળなどを図ります。

˔ ৽しֶ͍श活ಈにԠ͡たڥ؀੔උ・活用
　(I(A スクール構想によってࣇಐ・生ె 1 人 1 ୆のコンϐュータと高速インターωッτ環境を整
備し、これまでのڭ育実ફに I$5 దな࠷を活用していくことで、ԕִत業を可能とし、「個ผثػ
ֶび」と「ڠ働的なֶび」の一体的な充実を図ります。

˔ ಐ・生ె਺の推Ҡ΁の対Ԡࣇ
。の整備の΄か、様々な方策で対Ԡしますࣨڭ௚し、普通ݟಐ・生ె数の推移を定期的にࣇ　
　また、ֶ۠域ݟ௚しについての議࿦を深め、これまでֶߍがஙいてきた地域との関わりについて、
合ҙ形成を図った上でݟ௚しを目指します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　໌日の小金井ڭ育プϥン、ֶߍ施設長ण໋化計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

環境保全

地域社会のデジタル
リテラシーの向上

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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û ɹจ化と生ֶ֔श

施策1þ ܳज़จ化のৼڵ

೔ৗのதでܳज़จ化のؑ৆΍ମݧのػ会をಘて、一人ひとりが
性でܳज़จ化をओମ的にָしΈ、心๛͔に暮らして͍けײ々のݸ
るまち

　市民交流ηンターやはけの৿ඒ術ؗなどをڌ点に、市、アーτ̣̥̤、େֶなど多様なओ体が連携した体制
を構ஙし、ڠ働でのܳ術จ化事業を実施しています。市民交流ηンターでは、ホールで開࠵される公ԋなどに
市民が௚接৮れられるインϦーν事業やアウτϦーν事業を実施しています。はけの৿ඒ術ؗでは、ॴଂ展や
連携事業や市民を対象としたඒ術ؗワークショップをߍするֶݧうとともに、小ֶ生がඒ術ؗを体ߦ画展をا
通じてܳ術จ化に਌しΉػ会をఏڙしています。また、ܳ術จ化施設の安定的な運営や施設間連携を深めなが
ら、ܳ術จ化に係る地域の担い手の発۷に取り組Μでいます。
　一方で、市内施設や地域の担い手との更に広ൣな連携の推進や、はけの৿ඒ術ؗの運営体制の充実といった
課題も๊えています。

ঢ়と՝୊ݱ

ܳ術จ化ৼڵフォーϥϜ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

௚ۙ 1 年間でܳ術จ化のؑ৆や体ݧのػ会
を得たことがある市民の割合（アンέーτ）

ܳ術จ化ৼڵ計画のୡ成཰

ûĀ�ÿˋ ý÷�÷ˋ

5Ā�÷ˋ ÿ÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ ܳज़จ化ۀࣄのܧଓ的な推進
　これまで取り組Μできた事業やஙいてきた体制を基൫として、ڠ働・ڭ育・แઁの視点を重視し
たܳ術จ化事業の推進に取り組みます。インϦーν事業、アウτϦーν事業をߦうことで、ܳ術と
市民をつな͙ػ会を整備しܳ術จ化に৮れるػ会を広くఏڙします。

˔ ܳज़จ化施ઃ間の連ܞ・基൫ͮくり
　ܳ術จ化ৼڵ計画にҐஔ෇けられた事業、市民交流ηンターでの事業、はけの৿ඒ術ؗの事業な
どの૬ޓ連携を図ります。また、طଘの体制を維持しつつ、ܳ術จ化活ಈの更なる活発化を目指し、
新たな連携ઌを開୓し基൫の整備をߦいます。

˔ ઐ໳性を背景とした展ཡ会の開࠵
　はけの৿ඒ術ؗにおいては、ॴଂ࡞඼ٴびओ要なॴଂ࡞඼の࡞家である中ଜݚ一、中ଜと同時代
に活躍した࡞家、また、本市をؚΉ多ຎ地域にΏかりの深い࡞家と、その࡞඼などについて継続的
にௐࠪ・ڀݚをߦい、その成果に基づき、様々な視点から࡞඼をݟる展ཡ会を継続して開࠵します。
そのため、ઐ໳的な知識を持つ৬һの഑ஔや外部のઐ໳ػ関との連携をݕ౼します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　ܳ術จ化ৼڵ計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人材育成・人材確保 地域コミュニティ
の活性化

行政サービスの
デジタル化

キャッシュレスの
推進

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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û ɹจ化と生ֶ֔श

施策1ÿ 国ࡍ交流・౎市間交流の推進

国ࡍ交流ۀࣄ΍、༑޷౎市ࡾ୐ଜを࢝めとしたଞ࣏ࣗମとの交流
を௨͡て、多จ化ڞ生社会΁のཧ解をਂめるとと΋に、交流のྠ
を͛޿て͍くまち

　異จ化理解を通じた多จ化共生社会の実現に向け、市民団体とڠ働し、日本ޠスϐーνコンテスτや、国ࡍ
交流ミニ運ಈ会などの国ࡍ交流事業に取り組Μでいます。市内では市民団体と定期的に৘ใ交׵をߦい、連携
を深めながら事業を展開しています。市内େֶのཹֶ生へ交流事業へのࢀ加の呼びかけなども実施しています。
また、都市間交流として、༑好都市であるࡾ୐ଜとの交流を推進し、子どもから高齢者まで෯広い世代がࢀ加
できる交流のػ会をఏڙしています。
　一方で、社会৘勢にԠじた事業展開や担い手育成が課題となっており、国ࡍ交流や都市間交流への関心を高
めるための取組も必要です。

ঢ়と՝୊ݱ

国ࡍ交流ミニ運ಈ会 小金井市日本ޠスϐーνコンテスτ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

௚ۙ 1 年間で異จ化に৮れるػ会が増えた
と思う市民の割合（アンέーτ）

交流事業ࢀ加人数

2÷�þˋ 25�÷ˋ

1þÿ人 25÷人

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ 多様な人々がࢀ加するۀࣄの実施
　෯広い国籍・世代の人々が担い手となり、また、事業ࢀ加者として交流ができるよう、関係する
市民団体と連携し、本市の環境に合わせた交流事業を実施します。

˔ 国ࡍ交流・౎市間交流΁の関心ىש
　多くの市民の国ࡍ交流や都市間交流への関心をש起するため、本市の事業ͩけでなく、市民やଞ
の自治体などがߦう交流活ಈもؚめ、広く交流ػ会をఏڙします。ಛに都市間交流においてࡾ୐ଜ
との交流については、૬ޓに਌しみを持ってもらえるように、市民団体がߦう交流活ಈを支援しま
す。また、市民の国ࡍ的な理解を促すための࠲ߨなどの充実を図り、国ࡍ交流を推進します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人材育成・人材確保 地域コミュニティ
の活性化

行政サービスの
デジタル化

情報発信の
強化・充実

੨少年自然・จ化体ݧ交流事業 JO ୐ࡾ

4%(T の取り組み
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û ɹจ化と生ֶ֔श

施策1Ā 人ݖ・ฏ࿨・உঁڞಉࢀ画のଚॏ

人ݖ΍ฏ࿨に対するҙࣝ΍、உঁが͍ޓにೝめ͑ࢧ合͏ҙࣝをߴ
め、୭΋がݸ人としてଚॏ͞れฏ等に暮らせる、一人ひとりがً
͍て生きることができるまち

　市民ݑষに基づき、市民対象の人࠲ߨݖや市৬һ向け人ݚݖमを実施し、人ݖҙ識の向上に取り組Μでいま
す。また、世ք連๜平和都市એݴやඇ֩平和都市એݴ、平和の日৚例に基づき、平和ҙ識のܒ発を進めていま
す。さらに、உ女平等都市એݴやஉ女平等基本৚例に基づき、人ݖと多様性がଚ重される社会づくりに向け、
உ女平等ҙ識のܒ発やஉ女共同ࢀ画の推進を図っています。உ女共同ࢀ画ߦಈ計画に基づき、働く場や家ఉに
おけるஉ女平等を促進するため、ワーク・ϥイフ・όϥンスの理解促進に஫力しています。
　課題としては、人ݖଚ重のҙ識のৢ成や平和ҙ識の世代継ঝ、உ女共同ࢀ画施策の総合的な推進、そして自
分らしい生き方を実現するための環境整備が必要です。

ঢ়と՝୊ݱ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

人ݖ・平和がଚ重されていると感じる
市民の割合（アンέーτ） û÷�Āˋ 5÷�÷ˋ

日ৗ生活においてஉ女が平等であると
感じる市民の割合（アンέーτ） 3þ�3ˋ 5÷�÷ˋ

人ݖ・平和のイϕンτでのҙ識の向上཰ ÿ1�ýˋ Ā÷�÷ˋ

உ女共同ࢀ画ߦಈ計画のୡ成཰ ôˋ ÿ÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標

こがͶいύレッτ உ女共同ࢀ画৘ใࢽ「かたらい」
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˔ 人ݖଚॏҙࣝとฏ࿨ҙࣝのߋなるܒ発
　人ݖଚ重ҙ識を高め誰もが個人としてଚ重される社会に向けて、これまでの事業を継続させつつ、
世代を超えて్੾れることのないҙ識ܒ発の取組を推進します。平和ҙ識のܒ発に関しても、平和
の日৚例やඇ֩平和都市એݴのझࢫを踏まえ、次世代においても平和がҾき継がれていくよう、平
和ҙ識の高༲を図ります。

˔ உঁڞಉࢀ画の推進
　誰もが個人としてଚ重され、個性と能力を発揮するػ会が確保されるよう、あらΏる分野でのஉ
女共同ࢀ画の推進や多様性を認め合う社会の実現に向けた取組に౒めていきます。各छܒ発活ಈの
実施、৘ใࢽの࡞成、ύーτφーシップએ੤制度の周知、૬ஊ・各छ支援事業の充実、உ女共同ࢀ
画やジΣンダー平等に対する知識のश得や理解促進を図ります。
　あわせて、உ女共同ࢀ画を推進するための活ಈڌ点として、市の施設の有効活用をؚめ（Ծশ）
உ女平等推進ηンターの整備についてݕ౼していきます。

˔ ϫーΫ・ϥΠフ・όϥϯεの実ݱ
　உ女がともに自分らしい生き方をओ体的に選୒できる環境の整備を図ります。また、地域や৬場
で活躍する女性を増やしていくために、৘ใఏڙや૬ஊ支援など様々な支援をߦっていきます。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　உ女共同ࢀ画ߦಈ計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人口減少・少子高齢化
への対応

地域コミュニティ
の活性化

行政サービスの
デジタル化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み

性の多様性への理解促進ύωル展
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û ɹจ化と生ֶ֔श

施策2÷ 生ֶ֔शのৼڵ

୭΋が生֔を௨͡てֶͿことができるڥ؀΍ػ会を࣋ち、人生
1÷÷೥時代に޲けて、地域ίϛϡχςΟとのつながりを͍͔しࣗ
ができるまちݙߩと地域ݱ実ݾ

　本市では、誰もが生ֶ֔शに਌しΉことができる環境の整備に౒めています。また、図ॻؗや公民ؗなどの
社会ڭ育施設において市民による自ओ活ಈを支援するとともに、市民ࢀ加とڠ働による事業を実施しています。
加えて地域全体で子どもを育Ήためֶߍと地域が連携する地域ֶڠߍ働活ಈを推進しています。さらに、市࢙
の活用や出版、໊ উ小金井（αクϥ）などのྺ࢙的จ化Ҩ産の保全・継ঝを通じてڷ౔ҙ識を高める活ಈをߦっ
ています。
　課題として、誰もがֶびたいと思えるػ会の充実、関係ػ関の連携によるֶびのための環境整備、ֶびの成
果をいかすػ会の֦充、より一૚のڷ౔ҙ識のৢ成などがڍげられます。

ঢ়と՝୊ݱ

Նٳみ子ども࡞޻会 ໊উ小金井（αクϥ）෮活プロジΣクτ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

௚ۙ 1 年間で生ֶ֔शを実ફしたことが
ある市民の割合（アンέーτ）

生ֶ֔श推進計画のୡ成཰

3ý�1ˋ û÷�÷ˋ

ôˋ ÿ÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ 全市的な生ֶ֔श活ಈػ会の推進
　誰もが生ֶ֔शに਌しΉことのできる環境づくりに向けて、図ॻؗや公民ؗなどの社会ڭ育施設
に加え関係ػ関と連携し、市民による生ֶ֔श活ಈを支援します。

˔ 生ֶ֔शを௨͡た地域ͮくりの推進
　生ֶ֔श支援の更なるωッτワークづくりのため、これまでഓわれた地域の力を結ूし小金井ら
しい生ֶ֔श活ಈの展開を図ります。また、ֶびによって得た知識や経ݧを豊かなまちづくりにい
かすことができるよう、関係ػ関と連携し、魅力ある࢓組みづくりを推進します。さらに、ֶびを
止めないための環境整備を進めるとともに、ֶߍと地域が連携・ڠ働し、地域全体でະ来を担う子
どもの成長を支える地域社会の活性化を目指します。

˔ ෯ڷ͍޿౔ҙࣝのىש
　多くの市民、ಛに若い世代におけるڷ౔に対する理解とѪ৘を深め、ڷ౔ҙ識をש起していくた
め、จ化ࡒηンター（چཋԸؗ）の活用をؚめたจ化ࡒの保護・ܒ発事業ٴび市࢙ฤさΜ事業を充
実させます。それとともに、国指定จ化ࡒとして指定されている໊উ小金井（αクϥ）や国ొ࿥有
形จ化ࡒであるچ中ଜݚ一ఛओ԰ٴび஡ࣨ（Ֆ৵҇）などの整備・活用を推進していきます。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　生ֶ֔श推進計画、໌日の小金井ڭ育プϥン

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人材育成・人材確保 地域コミュニティ
の活性化

行政サービスの
デジタル化

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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û ɹจ化と生ֶ֔श

施策21 εϙーπのৼڵ

ʮ๛͔な生֔をӡಈ・εϙーπとと΋にʯを基本ཧ೦に、εϙー
πにܰؾに਌しむことができるڥ؀΍ػ会が多く͋り、୭΋がָ
しくؾݩに、஥間ͮくりを௨して、生活の๛͔͞が্͞޲れて͍
くまち

　子どもから高齢者までϥイフステージにԠじたスϙーπ活ಈを推進し、౦2020ژΦϦンϐック・ύϥϦンϐッ
クڝ技େ会をػܖとした障がい者スϙーπの普ܒٴ発や運ಈ支援をߦっています。また、ϙールウォーΩンά
など健康づくりを目的とした運ಈプロάϥϜやジュニアαッΧーフΣスティόルなどでτップνーϜ・アࣨڭ
スϦーτによる指ಋを実施しています。総合体育ؗやࢁ܀公園健康運ಈηンターなどの施設のमસ・改मをߦ
い、継続的な運営を図っています。
　課題として、運ಈ・スϙーπにڵຯがない人への普ٴ活ಈ、時間や体力にෆ安がある方へのウォーΩンάな
どのܰい運ಈのܒ発などの取組強化、τップνーϜ・アスϦーτとڠ力したスϙーπへの関心ৢ成やڝ技力向
上の支援、さらに公共・民間施設を有効活用し運ಈ環境を充実させる必要があります。

ঢ়と՝୊ݱ

小金井市総合体育ؗ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

िに 1 回以上スϙーπを実施している
市民の割合（アンέーτ）

市スϙーπ施設のར用者数

5û�ýˋ þ÷�÷ˋ

û÷þ
ûû5人 ý÷÷
÷÷÷人

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ ୭΋が਌しめるӡಈ・εϙーπ活ಈの推進
　子どもから高齢者までのϥイフステージのҧい、また、障がいの有無などによって、運ಈ・スϙー
π実施におけるঢ়گ、期଴すること（健康、ؾ分転ڝ、׵技力向上など）は様々です。市民一人ひ
とりをଚ重し、市民がओ体的に、生֔を通じて運ಈ・スϙーπを楽しΉことができる環境づくりに
౒めます。また、スϙーπ指ಋһの人材育成も図ります。

˔ ӡಈ・εϙーπを௨した݈ͮ߁くり
　生活श׳පやհ護（フレイル）を予防し、健康を保持・増進することは、健康ण໋のԆ৳や、生
きがいを持った暮らしにつながります。日ࠒから定期的に運ಈ・スϙーπをするश׳෇けを図りま
す。

˔ ӡಈ・εϙーπڥ؀のॆ実
議し、スϙーπ環境がよڠ体育施設、民間やେֶなどが有する施設を市民に開์できるようߍֶ　
り一૚充実することを目指します。また、本市の強みである豊かなコミュニティが育Μͩ地域の多
様な団体・人材と連携し、運ಈ・スϙーπを支える体制の充実を図ります。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　スϙーπ推進計画、生ֶ֔श推進計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人材育成・人材確保 地域コミュニティ
の活性化

行政サービスの
デジタル化

キャッシュレスの
推進

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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5 ɹ෱ࢱと݈߁

施策22 ෱ࢱのまちͮくりの推進

෱ࢱにおける੍౓の࿮組Έを௒͑、地域のऀྸߴ、োが͍の͋る
人、子Ͳ΋なͲ全ての人々が͑ࢧ合͏ମ੍・ڥ؀を実ݱすること
で、͍ޓにॿけ合͍ながら安全・安心な生活をૹることができる
まち

　όϦアフϦーの推進やආ೉ߦಈ要支援者への支援、ݖར༴護事業の促進、෱ࢱΦンブζϚン制度や෱ࢱαー
Ϗスୈࡾ者ධ価を活用し、෱ࢱαーϏスのద正化と৘ใ発信に取り組Μでいます。また、民生ҕһ・ࣇಐҕһ、
社会෱ࢱ法人などと連携しแׅ的支援体制を整えています。自立を支援する෱ࢱの取組では、生活保護制度に
基づき市民の健康でจ化的な生活を支え、生活ځࠔ者には個々人のঢ়گにԠじた（合った）ब࿑のػ会や૬ஊ
体制を整備して自立に向けた支援をߦっています。
　一方で、民生ҕһ・ࣇಐҕһの担い手ෆ足やආ೉ߦಈ要支援者の支援体制構ங、成年後ݟ制度のར用促進、
生活保護制度のద੾な運用、生活ځࠔ者支援の強化が課題となっています。

ঢ়と՝୊ݱ

民生ҕһ・ࣇಐҕһ 13 イϕンτ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

った時に地域でॿけ合える関係性をࠔ
持っている市民の割合（アンέーτ）

地域෱ࢱ計画のୡ成཰

3Ā�ûˋ ÿ÷�÷ˋ

32�þˋ ÿ÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ ຽ生ҕһࣇಐҕһٞڠ会との連ܞ
　地域෱ࢱのまちづくりに向けて、民生ҕһࣇಐҕһڠ議会への支援をߦいます。また、民生ҕһ・
ಐҕһの໾割をࣇ・ಐҕһ制度や活ಈ内༰の周知を図るとともに、ܽһิ充に஫力し、民生ҕһࣇ
ద正化して、ෛ担ܰ減を図ります。

˔ ආ೉ߦಈཁࢧԉऀࢧԉ
　ආ೉ߦಈ要支援者৘ใのద正な؅理・更新をߦうとともに、地域でڠ力してݟकりや安൱確認を
。い、ආ೉支援体制の整備を推進しますߦ

˔ 成೥後੍ݟ౓のར用ଅ進
　法令に基づいて成年後ݟ制度ར用促進基本計画を策定し、更なる成年後ݟ制度のར用促進のため
の体制づくりに取り組みます。

˔ 生活のอো
　全ての市民が健康でจ化的な生活をૹることができるよう、生活保護制度に基づいて、支援が必
要な方を対象に、࠷௿ݶ度の生活を保障するとともに、自立に向けた支援をߦっていきます。

˔ 地域生活課題の೺Ѳと৘ใڞ༗の࢓組Έڧ化
　生活ځࠔ者の支援に関し、関係課、関係ػ関ٴび地域との৘ใ共有に౒め、現ঢ়೺Ѳとそれに対
Ԡした支援体制の連携強化を進めます。

˔ แׅ的ࢧԉମ੍の੔උ
　෱ࢱ総合૬ஊ૭口などにおいて、全ての方を対象に、แׅ的に૬ஊを受け止め、ෳࡶ化・ෳ合化
した課題については、支援関係ػ関の連携により支援をߦいます。また、社会とのつながりをつく
るࢀ加支援や地域づくりに向けた支援を一体的にߦうことで、แׅ的な支援体制の整備を進め、地
域共生社会の実現を目指します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　保健෱ࢱ総合計画、成年後ݟ制度ར用促進基本計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人口減少・少子高齢化
への対応 人材育成・人材確保 地域コミュニティ

の活性化

行政サービスの
デジタル化 業務の効率化

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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5 ɹ෱ࢱと݈߁

施策23 の生きが͍のॆ実ऀྸߴ

加をଅ進することで、生きが͍を࣋ちଓࢀの地域での社会ऀྸߴ
け、安心して暮らせるまち

　高齢者が生きがいを持ち、健康の維持・増進とհ護予防の推進を図るため、それまでഓった技能や技術を発
揮し、社会の中で໾割を担いながら地域共生社会の一һとして活躍できる、健康長णの社会づくりを目指して
います。۩体的な取組として、シルόー人材ηンターと連携し、高齢者のద性と能力にԠじたब࿑ػ会をఏڙ
できるよう支援しています。また、༔༑クϥブ（࿝人クϥブ）へのॿ成を通じ、生きがいを高める活ಈや健康
づくり事業を推進するとともに、高齢者が知識や経ݧをいかしてଞ世代と交流できる場やػ会を充実させてい
ます。さらに、心਎ػ能の௿下を཈制し、生活श׳පや要հ護ঢ়ଶにならないように、հ護予防事業やհ護予
防・日ৗ生活支援総合事業と一体的に取組を進めています。
　一方の課題として、高齢者のध要をҙ識したब࿑ػ会の創出や༔༑クϥブの会һ数確保などを通じた生きが
いを高める環境整備、հ護予防のニーζに対Ԡするため、հ護予防施策のさらなる充実が必要です。

ঢ়と՝୊ݱ

༔༑クϥブے力τレーニンάߨश会 シルόー人材ηンター২໦Ⴉ定൝活ಈ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

௚ۙ 1 年間で社会活ಈ・Ϙϥンティア活ಈ
にࢀ加したことがある高齢者の割合

（アンέーτ）

հ護保ݥ・高齢者保健෱ࢱ総合事業計画の
ୡ成཰

23�ýˋ 35�÷ˋ

Āÿ�þˋ 1÷÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ ༧๷の一ମ的推進ޢくり・հͮ߁݈
　「健康ण໋のԆ৳」に向けて、高齢者が生きがいを持ち、健康の維持・増進と、հ護予防の推進
を図るため、健康ڭ育、小金井さくら体ૢを始めとした通いの場へのࢀ加促進や内༰の充実を図る
とともに、հ護予防・日ৗ生活支援総合事業を推進します。

˔ 加ଅ進ࢀの社会ऀྸߴ
　高齢者が生きがいを持って生活ができるよう、༔༑クϥブへのॿ成を継続実施することでॾ活ಈ
を支援します。また、高齢者いきいき活ಈの一૚の充実により、超高齢社会において高齢者が໌る
く、豊かに、前向きに過ごせるような環境づくりを支援します。加えて、地域のϘϥンティアとし
て活ಈできる場ॴや生きがいのための活ಈػ会を֦େします。

˔ ԉࢧのब࿑ऀྸߴ
　高齢者のब࿑ٴび地域ݙߩ活ಈによる社会ࢀ加、生きがいづくりを促すとともに、高齢者の知ݟ・
経ݧを地域づくりにより活用できるよう、シルόー人材ηンターやこがͶい࢓事ωッτなどを活用
した支援をߦいます。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　հ護保ݥ・高齢者保健෱ࢱ総合事業計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人口減少・少子高齢化
への対応 人材育成・人材確保 地域コミュニティ

の活性化

情報発信の
強化・充実

地域社会のデジタル
リテラシーの向上

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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5 ɹ෱ࢱと݈߁

施策2û 組Έのॆ実࢓が暮らしଓけるऀྸߴ

ҩྍ΍հޢのઐ໳৬ͩけで͸なく市ຽओମの生活ࢧԉの取組なͲ
΋ࢧԉすることで、ऀྸߴがॅΈ׳れた৔ॴでཱࣗした生活がଓ
けられ、͍つまで΋ࣗ分らしく暮らすことができるまち

　高齢者ݖར༴護のため、関係ػ関と連携し、高齢者ٮ଴の防止に取り組Μでいます。また、地域แׅ支援η
ンターを基൫にࡏ୐生活支援を強化し、ࡏ୐ҩྍとհ護の連携も推進しています。さらに、認知঱の方とその
հ護者に対する支援にも౒めており、地域で連携し安心して生活できるまちづくりを目指しています。また、
生活支援体制の強化も進め、地域課題のந出や解決策のݕ౼をߦい、高齢者のډ場ॴづくりと活ಈ支援にも力
を入れています。
　一方の課題として、市民への事業認知度向上や高齢者施策の分野横断的な取組強化、2040年໰題をݟਾえた
地域แׅέアシステϜの深化、家ఉにおけるհ護ෛ担のܰ減を図るためのհ護者の支援への取組が求められて
います。

ঢ়と՝୊ݱ

認知঱αϙーターཆ成࠲ߨ

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

高齢者が暮らしやすい地域であると思う
市民の割合（アンέーτ）

認知঱αϙーターཆ成者数（ྦྷ計）

û2�5ˋ 5÷�÷ˋ

1÷
112人 13
÷÷÷人

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ ԉのॆ実ࢧ୐生活ࡏ
　ひとり暮らしの高齢者が増加する中で、住み׳れた地域で安心して自立した生活をૹることがで
きるよう、ࡏ୐生活支援やݟकりαーϏスのఏ֦ڙେに取り組Ήとともに、ԁ׈にར用できるよう
支援します。8050໰題などෳࡶ化・ෳ合的した課題に対Ԡするため、ଞػ関と連携した૬ஊ体制の
充実を図り、地域แׅ支援ηンターのػ能強化を推進します。

˔ ೝ஌঱施策のߋなる推進
　認知঱高齢者のଚݫがकられ、安心して生活できる地域づくりを目指し、認知঱に対する知識と
理解促進のため、認知঱に関する普ܒ・ٴ発を推進します。また、認知঱のૣ期発ݟ・ૣ期対Ԡと
հ護者のෛ担ܰ減などを推進します。

˔ の推進ܞの連ޢ୐ҩྍとհࡏ
　ҩྍとհ護の྆方を必要とするঢ়ଶの高齢者が、住み׳れた地域での暮らしを安心して継続でき
るようにするため、市ҩࢣ会などのڠ力を得てデジタル技術の活用や多৬छ連携ݚमなどの実施に
より、ҩྍ・հ護連携を推進します。

˔ 生活ࢧԉମ੍੔උの推進
　生活支援体制を整備するため、地域แׅ支援ηンターに഑ஔされた生活支援コーディωーターを
中心に、地域課題をந出し、課題に対する解決に向けて支援をߦっていきます。

˔ հऀޢ΁のࢧԉの推進
　հ護者が安心してհ護ができるよう、հ護保ݥ制度やհ護事業ॴに関する৘ใఏڙを強化すると
ともに、਎体的・ਫ਼ਆ的なෛ担のܰ減に向けた支援を推進します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　հ護保ݥ・高齢者保健෱ࢱ総合事業計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人口減少・少子高齢化
への対応 人材育成・人材確保 地域コミュニティ

の活性化

情報発信の
強化・充実 業務の効率化 地域社会のデジタル

リテラシーの向上

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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5 ɹ෱ࢱと݈߁

施策25 োが͍ऀ෱ࢱのॆ実

োが͍ऀの生活・ब࿑ࢧԉ、地域における交流の৔をઃけること
΁のࢧԉを௨͡、োが͍の͋る人΋な͍人΋ͦれͧれがଚ͋ݫる
一人の市ຽとしてཱࣗし、ॅΈ׳れた地域でڞに͑ࢧ合͏ことに
より、生֔安心して暮らして͍けるまち

　共生社会の実現を目指し、障がいのある人もない人も共にֶび共に生きる社会を目指す小金井市৚例を施ߦ
し、そのద正な運用に౒めているとこΖですが、障害を理༝とする差ผの解ফの推進に関する法཯の改正をػ
に、৚例の施ߦঢ়گや社会৘勢の推移などを勘案したݟ௚しをݕ౼しています。障害者計画策定のためのアン
έーτௐࠪのうち、障がいのある人向けのௐࠪ結果では、「࢓事をしていない」とする回౴が໿൒数を઎める
一方、ब࿑ر๬者が໿ 3 割であるなどब࿑支援の課題がුきூりとなっています。また、災害時に一人でආ೉
できない人が໿ 4 割、手ॿけをཔめる人がいない人が໿ 1 割いることも൑໌し、ආ೉支援の強化が求められて
います。現ࡏ、本市ではܒ発活ಈを通じた市民理解の促進や障がいのある人とない人が交流するػ会の֦େを
進める΄か、子どものڭ育૬ஊ体制を充実させています。また、ब࿑支援や生活基൫の充実、防災ҙ識向上に
向けた取組を推進しています。
　Ҿき続き、共生社会実現に向けたܒ発強化、障がい者ब࿑支援の֦充、障がいのある子どもが地域で暮らせ
る環境整備や災害発生時の支援体制の強化が課題となっています。

ঢ়と՝୊ݱ

障害者ि間ܳ術展 障害者ि間෺඼ൢച

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

障がいのある人もない人も共に暮らしやす
い地域であると思う市民の割合

（アンέーτ）

障害෱ࢱ計画のୡ成཰

2ÿ�ÿˋ 55�÷ˋ

5þ�÷ˋ ÿ÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ 市ຽ一人ひとりのཧ解と交流を育むҙࣝͮくり
　地域に住Ή全ての人が住みやすく暮らしやすい社会をஙいていくため、障がいのಛ性や障がいの
ある人を理解し交流できる෱ࢱのҙ識づくりを推進します。

˔ োが͍の͋る人の社会ࢀ加΍ब࿑に޲けたཱࣗの基൫ͮくり
　障がいのある子どもが、その心਎のঢ়گなどにԠじたద੾な支援を受け、それぞれのಛ性を踏ま
えたे分な保育やڭ育を受けることができるよう、関係ػ関と連携した支援体制の構ஙを図ります。
また、障がいのある人自਎が社会活ಈやब࿑へੵۃ的にࢀ加でき、一人ひとりの能力とҙ思がいか
されるよう、本人の立場に立ったओ体性・自立性をଚ重する自立の基൫づくりを目指します。

˔ োが͍の͋る人が安心して暮らして͍くための࢓組Έͮくり
　障がいのある人やそのհ護者の高齢化や重度化そして「਌๢き後」をݟਾえた地域生活支援ڌ点
などの整備をߦう一方で、障がいの発生時期やݪҼは様々であるため、ҩྍ・保健とも連携し、࣬
පや障がいのૣ期発ݟ、ద੾な治ྍ・ϦハϏϦテーションをߦうことで、障がいの予防やܰ減を目
指します。

˔ ୭΋が࣋ؾちྑくڞに暮らせるͮڥ؀くり
　障がいのある人を取りרく෺理的障น・制度的障น・৘ใ面の障น・ҙ識上の障นを取りআき、
誰もが自༝に社会ࢀ加できる、障がいのある人にやさしいόϦアフϦーのまちづくりを進めます。
また、障がいのある人が地域で安全に暮らせるよう、地域全体で防災・生活安全対策に取り組み、
全ての人が住みやすいと思えるまちを目指します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　障害者計画・障害෱ࢱ計画・障害ࣇ෱ࢱ計画

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人口減少・少子高齢化
への対応 人材育成・人材確保 地域コミュニティ

の活性化 地域経済の活性化

行政サービスの
デジタル化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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5 ɹ෱ࢱと݈߁

施策2ý のҡ࣋・増進߁݈

生活श׳පと݈ͮ߁くりに関するਖ਼し͍৘ใのීٴとڞ༗΍、ҩ
ྍମ੍をڧ化することにより、ࢲたちが生֔を௨͡て݈߁的で࣭
の͍ߴ生活をૹることができるまち

　がΜや౶೘පなどの生活श׳පに対ॲできるよう、ಛ定健康਍ࠪやがΜݕ਍の受਍促進、ૣ期発ݟ、発঱・
重঱化予防を重点として取り組Μでいます。また、正しい健康知識の普ٴや健康श׳の実ફと継続を支援する
ため、ಠ自健਍、健康づくりフォローアップ指ಋ、健康૬ஊ、ߨԋ会などを実施しています。෯広い世代に向
けては、ೕ༮ࣇから高齢者まで歯の健康をकるための健਍や૬ஊ、೛৷中や出産後の฼子支援、ೕ༮ࣇ健਍を
日਍ྍ体制を維持しています。また、保健事業や後期高齢者ҩྍٳ急ҩྍやٹ関と連携したػい、地域ҩྍߦ
制度を通じて健康増進や生活श׳ප予防を推進しています。
　課題としては健਍ࢀ加者増加のための周知や体制強化、関係ػ関との連携強化、保健事業のར用促進、฼子
保健活ಈの充実、国民健康保ݥ・後期高齢者ҩྍ制度の安定的運営がڍげられます。

ঢ়と՝୊ݱ

「小金井市民の歯と口の健康」イϕンτ 小金井市保健ηンター

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

自਎は健康であり、日ৗ生活に支障はない
と感じる市民の割合（アンέーτ）

৯育の取組で、ओ৯・ओࡊ・෭ࡊがそΖっ
ているӫཆόϥンスの取れた৯事にؾを෇
けている市民の割合（アンέーτ）

定期的に地域・৬場などの健康਍断を
受けている市民の割合（アンέーτ）

þý�ýˋ ÿ÷�÷ˋ

þý�1ˋ Ā÷�÷ˋ

ÿý�þˋ Ā÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標



75

第
5
次

小
金
井
市
後
期
基
本
計
画

第
1
部
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

第
2
部
施
策

1

2

3

4

5

6

第
3
部
小
金
井
市
地
方
創
生
総
合
戦
略

付
属
資
料

˔ ݈਍（ݕ਍）৘ใの発信
　健康਍断などの更なる受਍につなげるため、より効果的でػ会をଊえた周知・ק঑を実施します。

˔ ҩྍମ੍ٴͼ૬ஊମ੍のॆ実
　誰もが安心してҩྍを受けることができるようҩྍ体制を充実させます。また、関係ػ関との連
携による૬ஊ体制の充実を図ります。

˔ อ݈ۀࣄのॆ実
　生活श׳ප予防と重঱化予防のため、各छ健康਍ࠪ・保健指ಋ、がΜݕ਍、৯育やそのଞ保健事
業の充実に౒めるとともに、予防接छ事業など感છ঱予防を進めます。

˔ ฼子อ݈活ಈのॆ実
　市民の健康づくりを推進するとともに、฼子保健分野においては安心して育ࣇができ、子どもの
健やかな成長を育Ήことを目指すために保健活ಈを充実させます。

˔ ҩྍอো੍౓のॆ実
　安心してҩྍを受けることができるように、国民健康保ݥ制度ٴび後期高齢者ҩྍ制度の健全で
安定したࡒ੓運営に౒めます。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　健康増進計画、自ࡴ対策計画、৯育推進計画、国民健康保ݥデータϔルス計画、国民健康保ݥಛ定健
康਍ࠪ等実施計画、のびΏくこどもプϥン　小金井

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人口減少・少子高齢化
への対応

行政サービスの
デジタル化 業務の効率化

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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ý ɹߦ੓ӡӦ

施策2þ 市ຽࢀ加・ڠ働の推進

多様な市ຽのҙࢥを市੓に取りೖれることで、ࢲたちΈΜなの力
で地域課題を解決するまち

　市੓への市民ࢀ加促進に向け、෯広い世代、ಛに若者世代を対象とした市民ࢀ加手法をݕ౼しています。市
民ニーζのऩूにおいては、ύブϦックコϝンτや市民ҙ向ௐࠪを通じてҙݟをௌ取する΄か、市民と市長が
対࿩する場や市長にҙݟ・要๬が出せる「市民の੠」を実施しています。市民ڠ働では、ڠ働事業ఏ案制度を
通じて団体の強みをいかしながら地域課題に取り組み、成果をຖ年度公දしています。また、市民ڠ働支援η
ンターの開設に向けたݕ౼を進めています。
　課題としては、෯広い世代のࢀ加を促す࢓組みづくり、ொ会・自治会をはじめとする地域活ಈへのࢀ加促進、
市民ڠ働支援ηンターの開設、ڠ働を進めるための֩となる人材育成や৘ใ発信の充実が求められています。

ঢ়と՝୊ݱ

ԋ会ߨ働ڠ 若者 .I3AI τーク

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

「地域課題の解決に向けて、市民もまち
づくりにࢀ加している」と思う市民の割合

（アンέーτ）

௚ۙ 1 年間で地域活ಈにࢀ加したことが
ある市民の割合（アンέーτ）

2û�1ˋ 5÷�÷ˋ

2÷�þˋ 5÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ ෯ੈ͍޿代がࢀ加できる࢓組Έͮくり
　市民への৘ใ発信をద੾にߦい、市民の市੓への関心を高めるとともに、෯広い世代が市民ࢀ加
しやすい࢓組みをݕ౼します。ಛに若者世代が市੓に関わりやすくなるような方策のݕ౼を進めます。
　෯広い市民の੠を様々な分野の取組に൓өしていく「市民ࢀ加」ٴび「ڠ働」の推進に౒めます。

˔ 市ຽڠ働ࢧԉηϯターの開ઃ
　市民ڠ働の担い手となる人材・団体の発۷や支援、人々の交流を生み出すڌ点として、市民ڠ働
支援ηンターの開設を目指します。

˔ 2 つのڠ働ۀࣄఏ案੍౓の取組
のܕ੓ఏ案ߦ、ܕ加するきっかけとなるよう、市民ఏ案ࢀ、働について関心を持ちڠ　 2 つのڠ働
事業ఏ案制度を推進し、市民と市が対等な立場で地域課題の解決に取り組みます。

˔ 地域活ಈ΁のࢀ加ଅ進
　地域で活ಈするओな団体の 1 つであるொ会・自治会をはじめ、市民が地域活ಈへࢀ加するなど地
域課題に関わることができるような働きかけに取り組みます。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

働推進基本指਑ڠ　

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

人材育成・人材確保 地域コミュニティ
の活性化

行政サービスの
デジタル化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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ý ɹߦ੓ӡӦ

施策2ÿ 的な৘ใ発信ۃੵ

開͔れた市੓を実ݱし、ࢲたちが暮らす小金井市の魅力を޿く発
信することで実ݱする、多くの人͔らબ͹れるʮॅΈ΍す͍ʯʮॅ
Έଓけた͍ʯʮॅΜでΈた͍ʯまち

　本市では、਌しみやすく分かりやすい৘ใ発信を目指し、令和 6 年度に市ใ、令和 7 年度にホーϜϖージを
Ϧニューアルし、市ใ、ホーϜϖージ、̭、-I/& など各πールのಛ性をいかした৘ใ発信を推進しています。
また、シティプロϞーション基本方਑に基づき、本市の魅力を広く発信し、市民にѪணとތりを持ってもらう
ための取組を進めています。さらに、個人৘ใ保護制度や৘ใ公開制度のద正な運用に౒めるとともに、Φー
プンデータのར活用を進めています。
　課題としては、৘ใ発信へのҙ識向上、発信πールのಛ性をいかした運用、市民や関係ػ関と連携したシティ
プロϞーションの推進、ར用者目ઢに立ったΦープンデータ化が求められています。

ঢ়と՝୊ݱ

市ใのϦニューアル ホーϜϖージのϦニューアル

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

市ใやホーϜϖージなどで必要なߦ੓৘ใ
が入手できていると感じる市民の割合

（アンέーτ）

小金井市公ࣜ -I/& の༑ୡొ࿥者数

5ÿ�1ˋ ý5�÷ˋ

Ā
2÷1人 12
÷÷÷人

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標
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˔ ใ活ಈのॆ実޿
　市民生活の向上にࢿするよう、正確で分かりやすく、発信πールのಛ性をいかしたタイϜϦーな
৘ใ発信を進めます。

˔ γςΟプロϞーγϣϯの推進
　本市の魅力を市内外へੵۃ的に発信し、認知度の向上を図るとともに、市民のシϏックプϥイυ

（市へのѪண）ৢ成に寄༩するような方策を推進します。
　また、本市の魅力発信を市民と市が連携して継続的に運用できる࢓組みを構ஙし、一体となった
取組を進めるなど、シティプロϞーションの連携の方策をݕ౼します。

˔ 人৘ใのదਖ਼な؅ཧと৘ใެ開の推進ݸ
　市৬һへのݚमの充実などにより、Ҿき続き個人৘ใ保護制度と৘ใ公開制度のద正な運用に౒
めます。

˔ Φープϯデータެ開݅਺のॆ実
　Φープンデータ公開݅数の充実により、本市の課題解決に向けた市民や民間とのڠ働などのػܖ
の増加を図るとともに、開かれた市੓を推進します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

　シティプロϞーション基本方਑

施策の方ੑ޲

ॏ点ςʔϚ

地域コミュニティ
の活性化 地域経済の活性化

行政サービスの
デジタル化

情報発信の
強化・充実

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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ý ɹߦ੓ӡӦ

施策2Ā 計画的なࡒߦ੓ӡӦ

௕期総合計画に基ͮく施策をண実に実施し、࣋ଓՄೳなࡒߦ੓ӡ
Ӧと市ຽαーϏεのҡ࣋・্޲を実ݱするまち

˔ 計画的な࣏ࣗମܦӦの推進
　前年度に実施した市のߦ੓活ಈを৬һ自らがධ価することによって、後期基本計画に定める29施策と事຿
事業の໰題点・課題を໌らかにして継続的な改ળに取り組Ήため、市議会とともに構ஙしたシステϜを用い
たߦ੓ධ価を推進し、より計画的・効果的・効཰的な自治体経営を推進します。また、個ผのߦ੓計画にお
いても、ద੾な進؅ߦ理を進めます。感છ঱のେ流ߦなど社会環境の急ܹな変化にもਝ速に対Ԡします。

施策の方ੑ޲

目࢟͢ࢦ

目 標 ஋（ྩ࿨12೥౓）

੓運営に対するຬ足度（アンέーτ）ࡒߦ

後期基本計画のୡ成཰

੓改ֵ2030のୡ成཰ࡒߦ

22�ûˋ 3÷�÷ˋ

�ˋ ÿ÷�÷ˋ

�ˋ ÿ÷�÷ˋ

ݱ ঢ় ஋（ྩ࿨ ý ೥౓）ࢦɹ標

　本市では、計画的かつ持続可能なࡒߦ੓運営を目指し、ߦ੓ධ価を通じた施策の進௙؅理や市民αーϏスを
持続的かつ安定的にఏڙしていくための૭口業຿などの民間ҕୗ、働き方改ֵや人材育成基本方਑に基づく人
材育成、多様な連携による広域ߦ੓の推進など、人口減少社会への対Ԡを図っています。施設整備では、新ி
ࣷ・（Ծশ）新෱ࢱ会ؗݐ設事業を進め、公共施設等総合؅理計画に基づく࠶ฤを推進しています。さらに、
%9 推進方਑の策定により、市民αーϏスの高度化や業຿改ֵを目指しています。
　課題としては計画のద੾な進௙؅理、社会変化へのਝ速対Ԡ、公民連携の推進、%9（デジタルτϥンスフォー
ϝーション）の推進、人材高度化と組৫のݟ௚し、公共施設Ϛωジϝンτの推進がڍげられます。

ঢ়と՝୊ݱ
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˔ ࣋ଓՄೳなࡒ੓ӡӦの実ݱ
　持続可能なࡒ੓運営を実現するため、長期的なࡒ੓をݟ通しつつ、ن཯ある計画的なࡒߦ੓運営
を推進します。これに向けて更なる歳入の確保ٴび歳出のద正化を図り、୯なるҕୗ・外部化ͩけ
ではなく民間の強みをいかして市民ຬ足度向上を図る公民連携アウτιーシンάの推進などを始め
としたࡒߦ੓改ֵを推進します。

˔ ੓ߦ %9（デジタルτϥϯεフォーϝーγϣϯ）の推進
　市民αーϏスのརศ性、շద性を向上させるため、デジタルによる新たな価値、新たなつながり、
新たなαーϏスを創り出していきます。また、効཰的なߦ੓運営を進めるため、業຿や組৫のあり
方の変ֵを進めます。市民一人ひとりがニーζに合ったαーϏスをいつでもどこでもར用でき、誰
一人取り࢒されない、人に༏しいデジタル社会の実現への取組を推進します。

˔ 活力͋るػೳ的な組৫ͮくり
　本市の将来૾の実現に向けた組৫づくりのため、コンプϥイアンスの推進とともに、人材育成や
働き方改ֵ、組৫改ֵによる組৫の活性化を進めます。

˔ 連ܞを͍͔したߦ੓ӡӦの実ݱ
　一部事຿組合や広域連合、公共施設の૬ޓར用、災害ڠ定などの広域連携、ڭ育ػ関や事業者と
の各छ連携など、これまでߦってきた様々な形ଶでの連携をҾき続き活用して、効果的・効཰的な
してい౼ݕっていきます。また、自治体クϥウυなど新たな分野での連携についてもߦ੓運営をߦ
きます。

˔ ৽ிࣷ・（Ծশ）৽෱ࢱ会ؗのݐઃ
　新ிࣷݐ設基本計画ٴび（Ծশ）新෱ࢱ会ؗݐ設基本計画の基本理೦の実現を図り、市の総合的
αーϏスのఏڙ基൫をஙくため、施設を整備し、ڙ用開始に向けた४備を進めます。

˔ 施ઃϚωジϝϯτの推進ڞެ
　市民αーϏスの維持・向上ٴび持続可能なࡒ੓基൫の確立につなげるため、公共施設の今後のࡏ
り方・࠶ฤの考え方に基づき、公共施設の࠶ฤをݕ౼する公共施設Ϛωジϝンτを推進するととも
に、新ிࣷ・（Ծশ）新෱ࢱ会ؗݐ設に൐う੻地活用ٴび౦小金井駅๺口まちづくり事業用地整備
活用事業を推進します。

　˔　持続可能（αステφブル）な地域社会の構ங
　　

　˔　%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展
　　

੓改ֵ2030、公共施設等総合؅理計画、%9ࡒߦ　 推進方਑

ॏ点ςʔϚ

環境保全 人口減少・少子高齢化
への対応 人材育成・人材確保 地域コミュニティ

の活性化 地域経済の活性化

行政サービスの
デジタル化

キャッシュレスの
推進

情報発信の
強化・充実 業務の効率化 地域社会のデジタル

リテラシーの向上

関࿈͢るݸผ計画なͲ

4%(T の取り組み
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（ 1）地方創生総合戦略とは

　国では、2014年に「地方創生」を開始して以降、まち・ひと・しごと創生法の下で、様々な取組を展開して
きました。これらの取組により、一定の成果を確認できたものの、人口減少に歯止めをかけるには至っていな
いなどの背景を踏まえ、今後も地方創生に係る取組を推進する必要があります。
　こうした中、これまでの地方創生の取組をフォローアップするとともに、地方創生施策の推進戦略を取りま
とめたものとして、「デジタル田園都市国家構想総合戦略（2023年改訂版）」を変更した「地方創生に関する総
合戦略 ～これまでの地方創生の取組のフォローアップと推進戦略～」が令和 7 年12月に閣議決定されました。
地方公共団体においては、国の総合戦略を勘案して地方版総合戦略を策定することが求められています。
　これを踏まえ、「小金井市地方創生総合戦略」は、国が策定した「地方創生に関する総合戦略 ～これまでの
地方創生の取組のフォローアップと推進戦略～」を勘案し、地域の個性や魅力をいかした戦略として策定して
います。

小金井市地方創生総合戦略

策定の背景

国

小
金
井
市

地方創生に関する総合戦略 ～これまでの地方創生の取組のフォローアップと推進戦略～

地方創生総合戦略
これまでの取組を発展・加速化させ、地域の魅力をいかしながら社会課題の解決を図る

目標達成のために一定のまとまりの分野ごとに関連施策を展開

【目標】
　　①「強い」経済
　　②「豊かな」生活環境
　　③「新しい日本・楽しい日本」

【 3 つの基本目標】
　①小金井の魅力を発信し、交流人口等の増加を図ることにより、地域の活性化につ

ながるまち
　②多様な働き方ができ、安心して結婚・出産・子育てできるまち
　③時代に合った地域をつくり、安全・安心に暮らせるまち

【施策展開に当たっての基本姿勢・視点】
　　①人口減少を正面から受け止めた上での施策展開
　　②若者や女性にも選ばれる地域づくり
　　③異なる要素の連携と「新結合」
　　④AI・デジタルなどの新技術の徹底活用と社会実装
　　⑤都市・地方の共生関係の強化と人材循環の促進
　　⑥好事例の普遍化（点から面へ、地域の多様なステークホルダーの連携）

国の総合戦略を勘案し策定
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　長期的には本市においても人口が減少に転じると予想される中、魅力的なまちづくりを推進し定住
人口の維持を図るとともに、地域産業の活性化などによる交流人口・関係人口の増加を図り、持続的
な自治体運営を可能にしていくことが求められます。
　これらの取組は基本構想・基本計画による取組の一部と関連が強いことから、総合戦略を一体的に
策定して進めていくことが有効であるという認識の下、前期基本計画より総合戦略を一体的に策定し
ており、後期基本計画においても継続して一体的なつくりとしています。

　前期基本計画より総合戦略を一体的に策定していた背景も踏まえ、本対象期間においても後期基本
計画の対象期間と同様に、令和 8 年度から令和12年度までの 5 年間とします。

後期基本計画における位置付け

対象期間

令和
3 年度

令和
4 年度

令和
5 年度

令和
6 年度

令和
7 年度

令和
8 年度

令和
9 年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

第 5 次基本構想

実施計画 実施計画

実施計画 実施計画

前期基本計画
（まち・ひと・しごと創生総合戦略（第 2 期）を含む。）

後期基本計画
（地方創生総合戦略を含む。）
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　総合戦略の構造について、国の「地方創生に関する総合戦略 ～これまでの地方創生の取組のフォローアッ
プと推進戦略～」を踏まえ、 3 つの基本目標とそれぞれの目標の共通の考え方となる 2 つの横断的な視点を設
定します。
　横断的な視点については、地方創生の担い手である人に焦点を当て、多様な人々がつながり、活躍を後押し
する視点を持つとともに、AI・デジタルなどの新技術の徹底活用により 3 つの基本目標を推進していくこと
が求められていることから、デジタルの力を活用し、社会課題を解決する視点を持つことが重要であるととら
え、 2 つの視点を設定しています。

総合戦略の構造

総合戦略の構造

小金井の魅力を発信し、
交流人口等の増加を図ることにより、
地域の活性化につながるまち

基本目標

1
多様な働き方ができ、
安心して結婚・出産・子育て
できるまち

基本目標

2
時代に合った地域をつくり、
安全・安心に暮らせるまち

基本目標

3

横断的な
視点 1

ଟ
༷
ͳ
ਓ
ʑ
͕
ͭ
ͳ
͕
Γ
ỏ
׆
༂
Λ
後
ԡ
͠
͢
Δ

横断的な
視点 2

σ
δ
λ
ϧ
の
ྗ
Λ
׆
༻
͠
ỏ
ࣾ
ձ
՝
୊
Λ
ղ
ܾ
͢
Δ
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（ 2） 3つの基本目標と数値目標

小金井の魅力を発信し、交流人口等の増加を図ることにより、
地域の活性化につながるまち

基本目標 1

数値目標

　自然環境・住環境という従来の強みをいかしながら、駅周辺を中心としたまちのにぎわいの
創出や回遊性の向上、小金井らしい地域産業の育成を通じて地域を活性化し、小金井の魅力を
形成します。さらにその魅力を市内外に広く発信することで、市外から人を呼び寄せるととも
に、徐々に地域とのつながりを深めていく関係人口の増加へつなげ、住民の地域への関心も高
めていきます。また、地域の担い手を増やしながら、更なる地域活性化を図るとともに長期的
には移住・定住につなげます。こうした地域の魅力の形成・発信や人の流れをつくる一連の取
組を推進し、理想とするまちの実現を目指します。

○「住み続けたい」と思う市民の割合の増加
　　81.2％（令和 6 年度）
○市内 3 駅の 1 日平均の乗客数の増加
　　86,298人（令和 5 年度）

多様な働き方ができ、安心して結婚・出産・子育てできるまち基本目標 2

数値目標

　将来にわたって安定した人口構成を維持するためのまちづくりを推進するため、若い世代が
安心して結婚・出産・子育てができるような支援や環境の整備を図ります。さらに、子育て・
子育ちの観点からのみならず、保護者が子育てをしながら働きやすいワークスタイルをとるこ
とができるよう、長期的な視野に立ち、多様な働き方を実現できる社会の実現を目指します。

○若者・子育て世代（15歳～39歳）の転入超過数の増加
　　646人（令和 6 年度）
○地域における子育て・子育ち環境が充実していると思う市民の割合の増加
　　35.1％（令和 6 年度）

時代に合った地域をつくり、安全・安心に暮らせるまち基本目標 3

数値目標

　デジタルの力を活用するなど時代に合った地域をつくり、安全・安心を暮らしの基礎ととら
え、生活環境の整備や防災・防犯の取組を進めます。それとともに、市民一人ひとりが自己充
足を得る場としても、時代に合わせた地域における人と人とのつながりに根差した地域コミュ
ニティの形成を図ります。それを通じて、誰もがいきいきと健康で、安全・安心に暮らすこと
のできるまちを目指します。

○まち全体で災害への備えができていると感じる市民の割合の増加
　　23.0％（令和 6 年度）
○犯罪等に対する取組や地域の体制に安全・安心を感じる市民の割合の増加
　　40.2％（令和 6 年度）
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（ 3） 2つの横断的な視点

多様な人々がつながり、活躍を後押しする横断的な視点 1

　小金井に住み、働き、訪れる人たち、間接的でも地域との関わりを持ってアクションを起こす人々、
そして団体や事業者が、小金井における地方創生の担い手です。年齢や国籍、障がいの有無にとらわれ
ることなく、様々な分野の人々がつながり、知識やノウハウを持ち寄って、まちを活性化し、地域課題
を解決していくことこそが求められる姿です。そのため本市は、多様な人々がつながり、個々の力を発
揮し、活躍することを後押しします。

デジタルの力を活用し、社会課題を解決する横断的な視点 2

　デジタル技術が急速に発展する中、デジタルは社会課題を解決する鍵であり、新たな価値を生み出す
源泉となっています。地域の活性化を実現するためには、経済や社会に密接に関係する様々な分野にお
いて、デジタルの力を活用し、社会課題の解決や魅力向上を図ることが必要です。そのため本市は、小
金井の個性をいかしながらデジタルの力を活用することにより、社会課題を解決し、魅力向上のブレイ
クスルーを実現することで、地方創生を推進していきます。
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（ 4）総合戦略の基本目標と後期基本計画における各施策との関係
総合戦略における各基本目標と後期基本計画における各施策を整理すると次のようになります。 

総合戦略
後期基本計画

基本目標
1

基本目標
2

基本目標
3

施策 1　みどりと水の環境整備 ●

施策 2　循環型社会の形成 ●

施策 3　環境保全の推進 ●

施策 4　市街地の整備 ●

施策 5　住環境の整備 ●

施策 6　都市インフラの整備 ●

施策 7　交通環境の整備 ●

施策 8　危機管理体制の構築 ●

施策 9　地域の安全・安心の向上 ●

施策10　産業・観光の振興 ● ●

施策11　都市農業の振興 ●

施策12　子どもの育ちの支援 ●

施策13　子育て家庭の支援 ●

施策14　子育て・子育ち環境の充実 ●

施策15　学校教育の充実 ●

施策16　学校環境の整備 ●

施策17　芸術文化の振興 ●

施策18　国際交流・都市間交流の推進 ●

施策19　人権・平和・男女共同参画の尊重 ●

施策20　生涯学習の振興 ●

施策21　スポーツの振興 ●

施策22　福祉のまちづくりの推進 ●

施策23　高齢者の生きがいの充実 ●

施策24　高齢者が暮らし続ける仕組みの充実 ●

施策25　障がい者福祉の充実 ●

施策26　健康の維持・増進 ●

施策27　市民参加・協働の推進 ● ● ●

施策28　積極的な情報発信 ● ● ●

施策29　計画的な行財政運営 ● ● ●
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（ 1）基本ߏ૝の目的と策ఆҙٛɾ໾ׂ
　本市では、平成23年度からの10年間を計画期間とする「ୈ 4 次基本構想」において、将来૾「みどりが๖え
る・子どもが育つ・きずなを結Ϳ　小金井市」をܝげ、まちづくりのओ体を、市民、団体ٴび事業者、そして
にのっとり、市民のしあわࢫ法に保障された地方自治の本ݑ、としてҐஔ෇け「たちࢲ」੓である市をؚΉߦ
せ（住民෱ࢱ）の増進を図ることを目的とし、その実現に向けてੵۃ的にまちづくりを進めてきました。
　この間、本市の人口はඍ増܏向にありますが、更なる少子高齢化、公共施設等の࿝ٺ化の΄か、令和ݩ年度
から世ք的にେ流ߦしている新ܕコロφウイルス感છ঱への対Ԡなど様々な課題に向き合ってきました。そし
て、市民ニーζの一૚の多様化や高度化など、地方公共団体を取りרく環境はେきく変化していく中で、ߦ੓
経営ࢿ源を計画的かつ有効に活用することは、次世代に੹೚を持ち持続可能なまちづくりを進める上で、更に
重要になってきています。また、平成23年、地方自治法にن定されていた総合計画（基本構想）の策定ٛ຿が
なくなり、それぞれの地方公共団体が地域の実৘に合わせて、ओ体的に計画を策定する時代をܴえました。
　このような社会ை流の下、ࢲたちは現ঢ়の課題に対して将来をݟਾえ、市民の෱ࢱの増進を図るためには、
市民ニーζを的確にଊえ、目指す΂き将来૾を共有し、一૚の市民ࢀ加とڠ働によってまちづくりを進めてい
かなければなりませΜ。そして、更なる少子高齢化・人口減少に対して、まちへのތりとѪண（シϏックプϥ
イυ）をৢ成し、選ばれるまちづくりを進める必要があります。ここに、ୈ 4 次基本構想の目標年次の౸来を
。に、新たな基本構想を策定する目的とҙٛがありますػ

第 5 次小金井市基本構想（֓ཁ）1

ʮࢲたちʯと͸
੓である市をؚΉ、本市のまちづくりを担うߦびٴとは、市民を始め、団体、事業者「たちࢲ」　
ओ体となる人たち全体を指すݴ༿として用いています。

ʮ市民ʯと͸
住する人ͩけでなく、市内にࡏ、にؚまれる「市民」には、市੓に関わるओ体として「たちࢲ」　
通ۈ・通ֶする人をؚΜで考えます。

ʮまちづくりʯと͸
　市֗地やインフϥの整備ͩけでなく、ιフτ面をؚΉ෯広いҙຯで用いています。

ʲ基本構想の໾ׂʳ

●ୈ 4࣍基本構૝でࣔした理೦をܧঝし、発展させることを基本として策ఆ͢るもので͢ɻ
●市政活ಈの総合的かつ計画的な取組のࢦ਑となるもので͢ɻ
●市民、ஂ体ٴͼࣄ業者の地域社会に͓ける活ಈをଅ進͢るたΊに策ఆ͢るもので͢ɻ
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（ 2）基本ߏ૝のҐஔ෇け
ᶃ計画期間
　基本構想は、令和 3 年度から令和12年度までの10年間を計画期間とします。さらに、この基本構想
を۩体化するために、前期基本計画（令和 3 ～ 7 年度）、後期基本計画（令和 8 ～12年度）ٴび実施
計画を策定します。

ᶄ௕期総合計画の構成

今後10年にわたる本市の将来૾をࣔします。また、その実現に向けた基本姿
勢や੓策の取組方਑をࣔすものです。基本構想

基本構想で定める将来૾の実現に向けて、۩体的な施策とその取組の方向性
をࣔすものです。基本計画

基本構想・基本計画に基づいて、施策を計画的に実施するため、ࡒ੓的ཪ෇
けとओな事業の計画年度をࣔすものです。実施計画

令和
3 年度

令和
4 年度

令和
5 年度

令和
6 年度

令和
7 年度

令和
8 年度

令和
9 年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

第 5 次基本構想

実施計画 実施計画

実施計画 実施計画

前期基本計画 後期基本計画
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（ 3）小金井市のকདྷ૾

ʮ͍͔ͦ͏ΈͲりɹ増΍ͦ͏সإɹつなご͏人のྠɹ小金井市ʯ
本市の魅力の一つは、国分֑ࣉઢ（はけ）に代දされるみどりとਫにܙまれた豊かな自然です。

それらの自然は、地理的・ྺ࢙的に形成されたものではありますが、
まちが発展する中でもकられてきたのは市民の౒力のたまものです。
これからもࢲたちは、豊かな自然をѪし、कり、いかしていきます。

一人ひとりが๊える課題、そしてますますෳࡶ化する地域の課題を解ফするためには、
市民ࢀ加とڠ働の、より一૚の活性化が必要です。

多様な市民のҙݟを市੓に取り入れ、子どもから高齢者まで、そして、あらΏる市民の
誰もがসإになれるまちづくりに取り組みます。

地域における多様なつながりは、ࢲたち一人ひとりにとってେ੾なࡒ産です。
それぞれを認め合い、ଚ重し、また支え合いながら、心地よく暮らしていけるよう、

様々な「人のྠ」をつないでいきます。

住みやすく、そして住み続けたいと思える小金井市でずっとあり続けるため、
みどりとਫのある環境の中で、誰もがসإで暮らすことができ、また地域で人のྠが生まれ、

自分らしい豊かな暮らしを実感できるまちを目指します。

͍͔ͦ͏ΈͲりɹ増΍ͦ͏সإɹつなご͏人のྠɹ小金井市কདྷ૾

みΜなの暮らしをେ੾に͢る まちづくり
みΜなで進Ίる まちづくり
ະདྷにつな͛る まちづくり

まちͮくりの基本࢟੎

੓策

とڥ؀
౎市基൫

地域と
ࡁܦ

子Ͳ΋と
育ڭ

จ化と
生ֶ֔श

෱ࢱと
߁݈

੓ӡӦߦ
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（ 4）·ͪͮ͘Γの基本࢟੎
　将来૾の実現に向けたまちづくりに取り組Ήに当たってのࢲたちの基本的な姿勢を໌らかにしたも
のです。これらを೦಄にஔいて、基本構想・基本計画にࣔす੓策・施策を進めます。

ΈΜなの暮らしをେ੾にする まちͮくり（市ຽ生活の༏ઌ）
　市民一人ひとりをଚ重し、市民の生活をकり、向上させることを࠷༏ઌとしたまちづくりに取り組
みます。

ΈΜなで進める まちͮくり（ࢀ加とڠ働）
　市民、団体、事業者ٴびߦ੓である市が、おޓいを認め合い、ॿけ合いながら、市民自治のҙ識に
よるࢀ加とڠ働に基づくまちづくりに取り組みます。

ະདྷにつな͛る まちͮくり（࣋ଓՄೳなまち）
　ະ来を担う子どもたちにとっても、豊かなみどりにғまれたศརで暮らしやすいまちであり続ける
ため、持続可能で活力あるまちづくりに取り組みます。

市民参加と協働
　本市では、多様な市民のҙ思を市੓にいかし、市民本Ґの市੓運営を進めることを目的とし
た「市民ࢀ加৚例」を定めています。そして、ύブϦックコϝンτ、市民アンέーτ、ワーク
ショップなどを通じて、෯広い市民の੠を様々な分野の取組に൓өしていく「市民ࢀ加」ٴび

。の推進に౒めています「働ڠ」
　市੓の運営に当たり、市がେきな໾割を果たしていくことはݴうまでもありませΜが、市民
にとって、よりきめࡉやかなαーϏスをఏڙしていくためには、「まち」の担い手である市民、
団体、事業者による自ओ的な取組や市との連携・ڠ力がܽかせませΜ。
　これまでも、「市民ࢀ加」と「ڠ働」の推進を図ってまいりましたが、その更なる活性化に
向けて取り組Μでいきます。
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ࣗવと౎市がௐ࿨した人に༏し͍まち

安心してաごせる暮らし΍す͍まち

　国分֑ࣉઢ（はけ）、野઒、都市公園などのඒしく࣭の高いみどりとਫ、੩かでམちணいた住୐地、そし
て子どもや若者たちの໌るい੠がฉこえる多くのֶ園があることは本市の魅力です。これからもこれらの魅
力のௐ和した、ศརで暮らしやすく訪れたくなるまちをつくります。

˔ ๛͔なΈͲりとਫのอ全と活用
　一人ひとりがकり育てたみどりとਫを、これからの世代にもҾき継ぎます。そして、みどりとਫが今後も
本市の魅力であり続け、େ都会のܜいとなるよう、公園や೶地、ਫ辺などの自然や景観を豊かに保つととも
にద੾に؅理し、みどりの多様なػ能を活用します。

˔ 成ܗに഑ྀした社会のڥ؀
　将来にわたってྑ好な環境をकるため、ݶりあるࢿ源の有効活用、ごみ分ผの徹底、লΤωルΪーの取組
など、਎ۙな活ಈから、環境へのෛՙの少ない持続可能な循環ܕ社会をつくります。また、Թࣨ効果Ψスഉ
出཈制のための「؇和策」と、ީؾ変ಈによるѱӨڹに備えるための「దԠ策」に取り組みます。

˔ 魅力的でշదな、人に༏し͍まちͮくりの推進
　自然と都市がௐ和しながらརศ性が高く、災害への備えやϢニόーαルデβインに഑ྀした都市基൫を整
備し、みどりとਫの魅力を求めて多くの人が訪れ、誰もが安心して暮らせる、人に༏しいշదなまちづくり
を進めます。

　地域でॿけ合い、安心して暮らすことができるとともに、多様な市民力や地域性をいかした、生活都市に
;さわしい産業のৼڵに取り組み、;れあいと活力のあるまちを実現します。

˔ ࣗॿ・ڞॿ・ެॿのόϥϯεが取れた地域社会の構ங
　େن໛な災害や感છ঱、多様な犯罪などから生໋やࡒ産がकられ、安心して生活できるまちを目指し、公
的ػ関からのٹॿ・援ॿ活ಈをண実にߦうとともに、自分自਎の安全をकり、ޓいにॿけ合い、寄りఴい合
える地域づくりを進めます。

˔ ศརで暮らし΍すく、;れ͍͋と活力の͋るまちの実ݱ
　ศརで暮らしやすいまちであるとともに、訪れる人にとっても魅力的なまちであるよう、঎業、޻業、都
市೶業ٴびڭ育・ػڀݚ関などの地域ࢿ源をकり育ていかします。そして、更なる魅力の創出・育成により、
地域の෇加価値を高める、;れあいと活力のあるまちにします。

（ ü）੓策のऔ૊方਑
　将来૾の実現に向け、ࢲたちが取り組Ή੓策を 6 つに整理し、その取組方਑をࣔします。

ʲڥ؀と౎市基൫ʳ

ʲ地域とࡁܦʳ
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心๛͔にのͼのͼと子Ͳ΋が育つまち

一人ひとりがࣗ分らしく生きることができるまち

　ະ来を担う全ての子どもたちが自らの人生をଞ者とڠ力し合ってओ体的に生きていけるように、
出生前後、बֶ前、बֶ期などの様々なஈ֊にԠじて、また地域との関わり、家ఉ、ֶߍなど様々
な場面に合わせて、子育て・子育ち支援を総合的に進めます。

˔ 子Ͳ΋の݈΍͔な育ちの実ݱ
　あらΏる子どもにとって࠷ળのརӹが実現されることを目指します。一人ひとりの子どもがओ体
的にֶびながら、豊かな体ݧを通して、自己ߠ定感やଞ者への思いやりを育Ήとともに、子どもたち
が安心してډられる場ॴを保障し、社会ࢀ加や自己実現ができる力を਎につけられるよう支えます。

˔ 子育てڥ؀のॆ実
　多様化していく社会において、௚面する課題を受け止めて、子育て家ఉを支えます。あらΏる子
どもが健やかに育つために関係者の連携を深め、きめࡉやかで੾れ目のない支援に取り組Ήととも
に、地域全体で子どもをݟकり、育てていける環境を整えます。

˔ 生きる力の育成とֶशڥ؀の੔උ・ॆ実
　子どもたちが活発な好ح心を持ち、創造的な課題発ݟ・解決力を਎に෇けるとともに、健康で人
間性豊かに成長できるよう、ओ体的に生きる力を育みます。そのために安全で安心なֶश環境の整
備・充実に取り組みます。

　一人ひとりがおޓいにଚ重され、認め合い、平等に暮らせるまちにします。そして、ޓいに交流
を深めながらܳ術จ化やスϙーπに਌しみ、多様なֶびのػ会を持つことで、誰もが心豊かに暮ら
すことのできるまちを実現します。

˔ ฏ࿨、人ݖ、ฏ等をଚͿҙࣝのڞ༗
　国籍、性、年齢、障がいの有無などにかかわらず、誰もが個人のଚݫと多様性をଚ重し、おޓい
に認め合うことをେ੾にします。そのために、人ݖや平等に関する知識や理解を深め、ҙ識を高め
るとともに、一人ひとりの໋や平和をଚͿ姿勢を育みます。

˔ ࣗ分らしくֶͼをָしむまちの実ݱ
　誰もが生֔にわたって豊かな創造性を発揮し、人と人とのつながりの中で、自分らしくֶͿこと
ができるまちを実現します。そのために、झຯやڭཆを深め、健康増進を図り、஥間づくりや生活
にも໾立つような、ܳ術จ化などの様々なֶびのػ会をつくります。また、誰もがスϙーπを楽し
み、ܰؾに਌しΉことができるよう、環境の整備・充実を図ります。

˔ 地域におけるֶͼの活用の推進
を広く地域にいݧいに支え合うまちづくりを目指し、一人ひとりのֶびの成果である知識や経ޓ　
かせるよう、ֶび合える環境を整えます。また、఻౷จ化やܳ能を継ঝし、ڷ౔จ化に਌しΉػ会
づくりを進めます。

ʲ子Ͳ΋とڭ育ʳ

ʲจ化と生ֶ֔शʳ
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୭΋が͍き͍きと暮らすことのできるまち

開͔れた市੓で୭΋が信པし合͑るまち

　保健・ҩྍ・෱ࢱの体制を充実させます。高齢者や障がい者はもとより、あらΏる個人がଚ重され、おޓ
いに支え合い、ॿけ合う࢓組みづくりを推進し、支援策を充実させ、いつまでも健康で自分らしく暮らすこ
とのできる地域෱ࢱを実現します。

˔ ͍き͍きとした暮らしのॆ実
　年齢や障がいの有無、経済的なঢ়گなどにかかわらず、誰もが生きがいを持ち、自分らしい充実した暮ら
しがૹれる社会を実現します。そのためにډ場ॴづくり、世代間交流、ब࿑などの社会ࢀ加・地域交流を支
援するとともに、Ϣニόーαルデβインの普ܒٴ発に౒めます。

˔ ཱࣗした暮らしのࢧԉと実ݱ
　市民一人ひとりが自立した暮らしを続けるために、必要な支援を必要なときに受けられる社会を実現しま
す。そのために、保健・ҩྍ・෱ࢱの各分野で体制や支援策を充実させるとともに、地域におけるڠ力と、
。कり・支え合いの環境を整えますݟ

˔ ݱԉと実ࢧな暮らしの߁݈
　あらΏる市民の਎体とここΖが共に健康であるために、地域の保健・ҩྍ体制を充実させます。පؾの予
防・健康づくりを促進し、健康ण໋をԆばしていくための対策や環境整備を推進します。また、感છ঱のେ
流ߦに備えます。

　多様化するニーζやෳࡶ化する課題に対ॲし、信པ関係に基づいたڠ働を通じて、持続可能で安定的な自
治体運営をߦいます。そして、コンプϥイアンスҙ識のਁಁの下、市民ຬ足度を高め、一人ひとりがތりや
Ѫணの持てるまちづくりを展開します。

˔ ࣋ଓՄೳなࡒߦ੓ӡӦ
ߦ減の取組、あらΏる事業におけるデジタル技術のར活用などの࡟源の確保、人݅අ等のద正化、歳出ࡒ　
੓改ֵの一૚の推進を図り、市民αーϏスの維持・向上に向けて、長期的展๬に立った計画的かつ持続可ࡒ
能なࡒ੓運営を推進します。
　また、長期総合計画と個ผのߦ੓計画の一体的な推進ٴび̥̙̘̖αイクルの強化に౒めるとともに、組
৫の࠷ద化、広域連携の強化ٴび新ிࣷݐ設を始めとした公共施設Ϛωジϝンτを進め、より効果的・効཰
的な自治体運営を図ります。

˔ ݱ੓の実ߦにาむΦープϯなڞ
　৘ใの発信・公開に取り組み、ಁ໌で公正なߦ੓運営をߦいます。また、多くの人とのコミュニέーショ
ンを図ることで、これまで進めてきた市民ࢀ加とڠ働を更に活性化させ、多様な市民のҙ思を市੓にいかし
ていきます。

˔ બ͹れるまちͮくり
　本市に対するシϏックプϥイυをৢ成し、「住みやすい」「住み続けたい」と思われるまちを目指します。
また、本市の魅力を۷り起こし、アϐールするなど、シティプロϞーションを推進します。

ʲ෱ࢱと݈߁ʳ

ʲߦ੓ӡӦʳ
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小金井市の基ૅࢿྉ2
人口分෍

࿝年人口ൺ཰

ຌྫ
ɿ3,000人以上
ɿ1,000～2,999人
ɿ999人ະຬ

ຌྫ ࿝年人口（65歳以上）
ɿ20％以上
ɿ15～20％ະຬ
ɿ10～15％ະຬ

出యɿこがͶいデータブック2024

出యɿこがͶいデータブック2024
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年少人口ൺ཰

世ଳ数の推移

出యɿこがͶいデータブック2024

出యɿこがͶいデータブック2024

˞そのଞ（世ଳ）ɿ「ࡾ世代世ଳ」や「ඇ਌଒世ଳ」をؚΉ。

ຌྫ　年少人口（ 0 ～14歳）
ɿ20％以上
ɿ15～20％ະຬ
ɿ10～15％ະຬ
ɿ10％ະຬ

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
) 7 )12 )17 )22 )27 3 2

19,747 21,937 24,008 26,737 28,111 30,485

30,618
29,263

2,318
2,037

28,018

2,858

27,152

2,988

26,111

3,023

25,149

3,080

（世ଳ）

（年）

୯਎（世ଳ）　　 ֩家଒（世ଳ）　　 そのଞ（世ଳ）
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高齢者世ଳ数・ひとり暮らし高齢者世ଳ数等の推移

市民੫（個人）ॴ得۠分ผೲ੫ٛ຿者数割合

課੫標४ֹஈ֊ผೲ੫ٛ຿者数割合

出యɿこがͶいデータブック2024

出యɿ令和 6 年度市੫֓要

出యɿ令和 6 年度市੫֓要

18,000

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

4,000

6,000

2,000

0
) 7 )12 )17 )22 )27 3 2

（世ଳ）

高齢෉්のみの世ଳ　　 ひとり暮らし高齢者世ଳ　　 そのଞの高齢者のいる世ଳ

༩ॴ得者څ

営業等ॴ得者

೶業ॴ得者

そのଞのॴ得者

10ສԁ以下

10～100ສԁ以下

100～200ສԁ以下

200～300ສԁ以下

300～400ສԁ以下

400～550ສԁ以下

550～700ສԁ以下

700～1,000ສԁ以下

1,000ສԁ以上

（年）

2,932 3,635 4,136 4,701 5,204 5,493
2,099

2,969
4,218

4,937
5,590 6,111

4,639

4,926

5,138
5,366

5,606
5,586

9,670

11,530

13,492
15,004

16,400
17,190

81.4�

21.6�

26.0�
17.8�

11.0�

9.9�

4.8�
4.6� 4.0� 0.2�

15.1�3.5�
0.0�
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　ୈ 5 次基本構想・後期基本計画の取組をண実に推進していくため、計画的なࡒߦ੓運営ٴび予ࢉฤ成の指਑
として活用するものです。

த期ࡒ੓計画3

ྩ࿨ ÿ ೥౓～ྩ࿨12೥౓ࡒ੓計画ද（ࡀೖ・ࡀ出）
೥ɹɹ౓

߲ɹɹ目

ྩ࿨ ý ೥౓
（決ࢉ）

ྩ࿨ þ ೥౓
（第 û ճิਖ਼）

総ֹ 総ֹ

歳
　
　
　
入

1 　地方੫ 23,237 23,648
2 　地方ৡ༩੫ 183 189
3 　ར子割交෇金 67 44
4 　഑当割交෇金 347 263
5 等ৡ౉ॴ得割交෇金ࣜג　 507 271
6 　法人事業੫交෇金 350 331
7 　地方ফඅ੫交෇金 2,980 2,873
8 　自ಈं取得੫交෇金ຢは環境性能割交෇金 67 53
9 　地方ಛ例交෇金 713 100
10　地方交෇੫ 12 31
11　交通安全対策ಛผ交෇金 8 8
小　　計 28
471 27
811
12　分担金・ෛ担金 288 292
用ྉ・手数ྉ࢖　13 1,011 1,001
14　国都支出金 21,887 20,394
15　寄ෟࡒ産ऩ入 107 329
入金܁　16 2,003 2,324
ӽ金܁　17 1,967 2,410
18　ॾऩ入 420 513
19　地方࠴ 3,594 1,447
ೖ合計ࡀ 59
749 56
521

歳
　
　
　
出

1 　人݅අ 6,965 7,669
2 　ැॿඅ 17,962 17,690
3 　公࠴අ 2,020 1,976
小　　計 26
947 27
335
4 　෺݅අ 8,919 11,330
5 　維持ิमඅ 305 292
6 　ิॿඅ等 7,205 7,376
7 　ੵ立金 2,138 2,460
8 　౤ٴࢿび出ࢿ金ି෇金 1 0
9 出金܁　 4,230 4,308
10　౤ࢿ的経අ 7,528 3,343
11　予備අ 0 77
出合計ࡀ 57
272 56
521
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　ୈ 5 次基本構想・後期基本計画の計画期間（令和 8 ～12年度）の歳入・歳出を一定の৚݅で次のよ
うに推計しました。

（୯Ґɿඦສԁ）

ྩ࿨ ÿ ೥౓
（計画）

ྩ࿨ Ā ೥౓
（計画）

ྩ࿨1÷೥౓
（計画）

ྩ࿨11೥౓
（計画）

ྩ࿨12೥౓
（計画）

総ֹ 総ֹ 総ֹ 総ֹ 総ֹ
23,788 23,846 23,991 24,138 24,199

179 179 179 179 179
44 44 44 44 44

263 263 263 263 263
271 271 271 271 271
359 359 359 359 359

3,116 3,116 3,116 3,116 3,116
69 69 69 69 69

100 100 100 100 100
25 25 25 25 25
8 8 8 8 8

28
222 28
280 28
425 28
572 28
633
292 292 292 292 292

1,001 1,001 1,001 1,001 1,001
20,191 20,260 21,959 21,379 20,041

44 44 44 44 644
1,571 1,015 2,786 3,727 2,977
1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

504 504 504 504 504
2,411 2,361 3,966 6,652 5,316
55
236 54
757 59
977 63
171 60
408
7,262 6,914 7,402 6,895 7,351

17,212 17,553 17,904 18,266 18,638
1,909 1,785 1,912 1,796 1,881
26
383 26
252 27
218 26
957 27
870
10,651 10,454 11,166 11,560 10,780

292 292 292 292 292
7,169 7,202 7,244 7,277 7,323
1,230 1,230 930 930 1,530

1 1 1 1 1
4,347 4,404 4,503 4,621 4,737
5,163 4,922 8,623 11,533 7,875

0 0 0 0 0
55
236 54
757 59
977 63
171 60
408
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　ୈ 5 次基本構想・後期基本計画の前ఏとなる、将来的な人口推計は以下のとおりです。

（ 1）ਪ計ख๏
　人口推計では 0 ～115歳の年齢ผ人口を、 1 年ごとにコーホーτ要Ҽ法を用いて෢ଂ小金井地۠、౦小金井
地۠、野઒地۠それぞれで推計し、市域全体の推計はそれらを合計しました。ຖ年の 0 歳ࣇの人口は、15～49
歳の 5 歳֊ڃごとの出生数を、各֊ڃの合計ಛघ出生཰に基づいてࢉ出し、合計することで得ています。また、
現時点で予定されている、࠶開発などの住୐開発による人口増のӨڹについても考ྀし推計しています。

　෢ଂ小金井地۠ ʜ関野ொ 2 ஸ目、྘ொ 3 ～ 5 ஸ目、中ொ 3 ஸ目、本ொ、ࡩொ、؏井๺ொ、
　　　　　　　　 　؏井ೆொ 3 ஸ目
　౦小金井地۠ ʜ౦ொ、ֿ野ொ、関野ொ 1 ஸ目、྘ொ 1 ～ 2 ஸ目、中ொ 2 ஸ目
　野઒地۠  ʜ中ொ 1 、 4 ஸ目、前ݪொ、؏井ೆொ 1 、 2 、 4 、 5 ஸ目

（ 2）ਓޱਪ計
　人口は、令和 7 年（2025年）の125,349人をおおΉͶϐークとして令和12年ࠒまでඍ増ඍ減が続きます。令
和42年（2060年）の推計人口は104,671人となり、令和 7 年（2025年）とൺֱすると໿20,700人少ない人数となっ
ています。

人口Ϗジϣϯû

○推計期間　　令和 7 年（2025年）～令和42年（2060年）
○基४人口　　令和 7 年（2025年） 4 月 1 日（住民基本୆ா）
○出生཰　　　過ڈの実੷から合計ಛघ出生཰が1.12で期間中一定に推移するとԾ定
○移ಈ཰　　　「国立社会保障・人口໰題ڀݚॴ」が公දしている「日本の地域ผ将来推計人口」をࢀ考

に同様に推移するとԾ定

（人）

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000
令和 7 年

（2025年）
令和12年

（2030年）
令和17年

（2035年）
令和22年

（2040年）
令和27年

（2045年）
令和32年

（2050年）
令和37年

（2055年）
令和42年

（2060年）

125,349 104,671
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140,000
（人）

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

（ 3）ਓߏޱ੒のมԽ
　 5 年ごとの年齢 3 ۠分ผ人口の推移をݟると、 0 ～14歳（年少人口）は令和 7 年（2025年）から減
少܏向がදれ、令和42年（2060年）には、令和 7 年（2025年）から、໿8,000人減少します。15～64
歳（生産年齢人口）も、令和 7 年（2025年）から減少܏向がදれ、令和42年（2060年）には、令和 7
年（2025年）から、໿22,000人減少します。65歳以上（࿝年人口）は令和37年（2055年）まで増加し、
その後、減少に転じます。
　年齢 3 ۠分ผ人口割合の推移では年々、高齢化཰が上ঢし、令和42年（2060年）には34.96％にୡ
します。

˙ 5 年ごとの年齢 3 ۠分ผ人口の推移

˞小数点以下ୈ 3 Ґを࢛ࣺޒ入しているため、合計が100％にならない場合があります。

年少人口　　 生産年齢人口　　 ࿝年人口

120,000

令和 7 年
（2025年）

令和12年
（2030年）

令和17年
（2035年）

令和22年
（2040年）

令和27年
（2045年）

令和32年
（2050年）

令和37年
（2055年）

令和42年
（2060年）

125,349 124,795 123,365 120,596 117,472 114,036 109,760 104,67127,248 28,674 30,822 32,939 34,470 35,940 36,725 36,593

82,426 81,590 80,116 76,882 73,285 69,315 64,916 60,476

15,675 14,531 12,427 10,775 9,717 8,781 8,119 7,602

100％

˙ 5 年ごとの年齢 3 ۠分ผ人口割合の推移

年少人口　　 生産年齢人口　　 ࿝年人口

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％
令和 7 年

（2025年）
令和12年

（2030年）
令和17年

（2035年）
令和22年

（2040年）
令和27年

（2045年）
令和32年

（2050年）
令和37年

（2055年）
令和42年

（2060年）

21.74 22.98 24.98 27.31 29.34 31.52 33.46 34.96

65.76 65.38 64.94 63.75 62.39 60.78 59.14 57.78

12.51 11.64 10.07 8.93 8.27 7.70 7.40 7.26
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70,000
（人）

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

（ 4）地۠ผのਓޱਪ計
ᶃ෢ଂ小金井地۠
　 5 年ごとの推移をݟると、令和12年（2030年）の57,537人をϐークとして減少し、令和42年（2060年）には
48,347人となります。令和 7 年（2025年）とൺ΂ると໿8,800人減少します。高齢化཰は上ঢし、令和42年（2060
年）には35.56％となります。

˙෢ଂ小金井地۠における 5 年ごとの年齢 3 ۠分ผ人口の推移

˞小数点以下ୈ 3 Ґを࢛ࣺޒ入しているため、合計が100％にならない場合があります。

年少人口　　 生産年齢人口　　 ࿝年人口

60,000

令和 7 年
（2025年）

令和12年
（2030年）

令和17年
（2035年）

令和22年
（2040年）

令和27年
（2045年）

令和32年
（2050年）

令和37年
（2055年）

令和42年
（2060年）

57,179 57,537 56,970 55,727 54,297 52,714 50,725 48,34712,246 13,027 14,083 15,191 15,999 16,821 17,238 17,194

37,888 37,833 37,092 35,491 33,812 31,873 29,770 27,658

7,045 6,677 5,795 5,045 4,486 4,020 3,717 3,495

100％

˙෢ଂ小金井地۠における 5 年ごとの年齢 3 ۠分ผ人口割合の推移

年少人口　　 生産年齢人口　　 ࿝年人口

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％
令和 7 年

（2025年）
令和12年

（2030年）
令和17年

（2035年）
令和22年

（2040年）
令和27年

（2045年）
令和32年

（2050年）
令和37年

（2055年）
令和42年

（2060年）

21.42 22.64 24.72 27.26 29.47 31.91 33.98 35.56

66.26 65.75 65.11 63.69 62.27 60.46 58.69 57.21

12.32 11.60 10.17 9.05 8.26 7.63 7.33 7.23
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ᶄ౦小金井地۠
　 5 年ごとの推移をݟると、令和 7 年（2025年）の38,765人をϐークとして減少し、令和42年（2060年）
には33,597人となります。令和 7 年（2025年）とൺ΂ると໿5,200人減少します。高齢化཰は上ঢし、
令和42年（2065年）には34.03％となります。

60,000
（人）

40,000

30,000

20,000

10,000

0

˙౦小金井地۠における 5 年ごとの年齢 3 ۠分ผ人口の推移

˞小数点以下ୈ 3 Ґを࢛ࣺޒ入しているため、合計が100％にならない場合があります。

年少人口　　 生産年齢人口　　 ࿝年人口

50,000

令和 7 年
（2025年）

令和12年
（2030年）

令和17年
（2035年）

令和22年
（2040年）

令和27年
（2045年）

令和32年
（2050年）

令和37年
（2055年）

令和42年
（2060年）

38,765 38,662 38,460 37,855 37,107 36,218 35,053 33,5977,702 8,123 8,841 9,589 10,137 10,673 11,151 11,432

26,118 25,785 25,443 24,674 23,777 22,746 21,346 19,734

4,945 4,754 4,176 3,592 3,193 2,799 2,556 2,431

100％

˙౦小金井地۠における 5 年ごとの年齢 3 ۠分ผ人口割合の推移

年少人口　　 生産年齢人口　　 ࿝年人口

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％
令和 7 年

（2025年）
令和12年

（2030年）
令和17年

（2035年）
令和22年

（2040年）
令和27年

（2045年）
令和32年

（2050年）
令和37年

（2055年）
令和42年

（2060年）

19.87 21.01 22.99 25.33 27.32 29.47 31.81 34.03

67.38 66.69 66.15 65.18 64.08 62.80 60.90 58.74

12.76 12.30 10.86 9.49 8.60 7.73 7.29 7.24
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（人）

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

ᶅ野઒地۠
　 5 年ごとの推移をݟると、令和 7 年（2025年）の29,405人をϐークとして減少し、令和42年（2060年）には
22,727人となります。令和 7 年（2025年）とൺ΂ると໿6,700人減少します。高齢化཰は上ঢし、令和42年（2060
年）には35.06％となります。

˙野઒地۠における 5 年ごとの年齢 3 ۠分ผ人口の推移

˞小数点以下ୈ 3 Ґを࢛ࣺޒ入しているため、合計が100％にならない場合があります。

年少人口　　 生産年齢人口　　 ࿝年人口

60,000

令和 7 年
（2025年）

令和12年
（2030年）

令和17年
（2035年）

令和22年
（2040年）

令和27年
（2045年）

令和32年
（2050年）

令和37年
（2055年）

令和42年
（2060年）

29,405 28,596 27,935 27,014 26,068 25,104 23,982 22,7277,300 7,524 7,898 8,159 8,334 8,446 8,336 7,967

18,420 17,972 17,581 16,717 15,696 14,696 13,800 13,084

3,685 3,100 2,456 2,138 2,038 1,962 1,846 1,676

100％

˙野઒地۠における 5 年ごとの年齢 3 ۠分ผ人口割合の推移

年少人口　　 生産年齢人口　　 ࿝年人口

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％
令和 7 年

（2025年）
令和12年

（2030年）
令和17年

（2035年）
令和22年

（2040年）
令和27年

（2045年）
令和32年

（2050年）
令和37年

（2055年）
令和42年

（2060年）

24.83 26.31 28.27 30.20 31.97 33.64 34.76 35.06

62.64 62.85 62.94 61.88 60.21 58.54 57.54 57.57

12.53 10.84 8.79 7.91 7.82 7.82 7.70 7.37
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　後期基本計画において、重点テーϚとしてҐஔ෇けている「持続可能（αステφブル）な地域社会
の構ங」と「%9（デジタルτϥンスフォーϝーション）の推進による地域社会の発展」について、
それぞれ 5 つの視点を設定し各視点と各施策との関連を整理しています。

ॏ点ςーϚと֤施策の対Ԡ一ཡ5

࣋ଓՄೳ（αεςφϒϧ）な地Ҭࣾձのߏங
఺ࢹ

施策 環境保全 人口ݮগ・
গ子高齢化ର策

人ࡐ育成・
人֬ࡐ保

地域ίϛϡχςΟ
の活性化

地域ࡁܦの
活性化

1 みどりと水の環境整備 ● ● ● ●

2 循環型社会の形成 ● ● ● ● ●

3 環境保全の推進 ● ●

4 市街地の整備 ● ● ●

5 住環境の整備 ● ● ●

6 都市インフラの整備 ● ●

7 交通環境の整備 ● ● ● ●

8 危機管理体制の構築 ● ●

9 地域の安全・安心の向上 ● ●

10 産業・観光の振興 ● ● ● ●

11 都市農業の振興 ● ● ● ●

12 子どもの育ちの支援 ● ● ●

13 子育て家庭の支援 ●

14 子育て・子育ち環境の充実 ● ●

15 学校教育の充実 ● ●

16 学校環境の整備 ●

17 芸術文化の振興 ● ●

18 国際交流・都市間交流の推進 ● ●

19 人権・平和・男女共同参画の尊重 ● ●

20 生涯学習の振興 ● ●

21 スポーツの振興 ● ●

22 福祉のまちづくりの推進 ● ● ●

23 高齢者の生きがいの充実 ● ● ●

24 高齢者が暮らし続ける仕組みの充実 ● ● ●

25 障がい者福祉の充実 ● ● ● ●

26 健康の維持・増進 ●

27 市民参加・協働の推進 ● ●

28 積極的な情報発信 ● ●

29 計画的な行財政運営 ● ● ● ● ●
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%9（σδλϧτϥϯεϑΥʔϝʔγϣϯ）のਪਐにΑる地Ҭࣾձのൃల
఺ࢹ

施策

行政αーϏスの
σδλϧ化

ΩϟογϡϨス
の推進

情報発信の
化・充実ڧ 業຿のޮ཰化

地域社会の
σδλϧ

Ϧςラγーの向上

1 みどりと水の環境整備 ● ●

2 循環型社会の形成 ● ●

3 環境保全の推進 ●

4 市街地の整備 ● ●

5 住環境の整備 ●

6 都市インフラの整備 ● ●

7 交通環境の整備 ● ● ●

8 危機管理体制の構築 ● ●

9 地域の安全・安心の向上 ● ●

10 産業・観光の振興 ● ●

11 都市農業の振興 ●

12 子どもの育ちの支援 ●

13 子育て家庭の支援 ● ●

14 子育て・子育ち環境の充実 ●

15 学校教育の充実 ● ●

16 学校環境の整備 ●

17 芸術文化の振興 ● ● ●

18 国際交流・都市間交流の推進 ● ●

19 人権・平和・男女共同参画の尊重 ● ●

20 生涯学習の振興 ●

21 スポーツの振興 ● ● ●

22 福祉のまちづくりの推進 ● ●

23 高齢者の生きがいの充実 ● ●

24 高齢者が暮らし続ける仕組みの充実 ● ● ●

25 障がい者福祉の充実 ● ●

26 健康の維持・増進 ● ● ●

27 市民参加・協働の推進 ● ●

28 積極的な情報発信 ● ●

29 計画的な行財政運営 ● ● ● ● ●
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（ 1）4%(T とは
　持続可能な開発目標（4%(T）とは、2015年 9 月の国連αミッτ「持続可能な開発のための2030アジΣ
ンダ」にてࡌهされた2016年から2030年までの国ࡍ目標です。
　「誰一人取り࢒さない」持続可能で多様性とแઁ性のある社会の実現を目指し、֨差の໰題、持続
可能なফඅや生産、ީؾ変ಈなどに関する、全ての国にద用される普遍的な目標となっています。

4%(Tと第 5 次基本構想・後期基本計画ý

　4%(T は持続可能な世քを実現するための17の目標ٴび169のターήッτから構成されており、経
済・社会・環境のଆ面から、όϥンスがとれ౷合された形でୡ成することとしています。
　日本では、2016年12月に国において「持続可能な開発目標（4%(T）実施指਑」が決定され、基礎
自治体に対して 4%(T のୡ成に向けた取組が求められ、ཌ2017年には地方創生に 4%(T ୡ成の観点
を取り入れるという考え方がࣔされました。

目標 1
ʢශࠔʣ あらΏる場ॴあらΏる形ଶのශࠔをऴわらせる。

目標 2
ʢٌծʣ

ٌծをऴわらせ、৯ྉ安全保障ٴびӫཆ改ળを実現し、持続可能な೶
業を促進する。

目標 3
ʢ保健ʣ

あらΏる年齢のす΂ての人々の健康的な生活を確保し、෱ࢱを促進す
る。

目標 4
ʢ教育ʣ

す΂ての人にแઁ的かつ公正な࣭の高いڭ育を確保し、生ֶ֔शのػ
会を促進する。

目標 5
ʢδΣンμーʣ

ジΣンダー平等をୡ成し、す΂ての女性ٴび女ࣇのΤンύワーϝンτ
をߦう。

目標 6
ʢ水・Ӵ生ʣ す΂ての人々のਫとӴ生のར用可能性と持続可能な؅理を確保する。

目標 7
ʢΤωϧΪーʣ

す΂ての人々の、安価かつ信པできる持続可能なۙ代的なΤωルΪー
へのアクηスを確保する。

目標 8
ʢࡁܦ成௕とޏ༻ʣ

แઁ的かつ持続可能な経済成長ٴびす΂ての人々の׬全かつ生産的な
用（ディーηンτ・ワーク）を促ޏ用と働きがいのある人間らしいޏ
進する。

目標 9
ʢインフラ、産業化、イϊϕーγϣンʣ

強ਟ（レジϦΤンτ）なインフϥ構ங、แઁ的かつ持続可能な産業化
の促進ٴびイノϕーションの推進を図る。

目標10
ʢෆ平等ʣ 各国内ٴび各国間のෆ平等をੋ正する。

目標11
ʢ持続Մೳな都市ʣ

แઁ的で安全かつ強ਟ（レジϦΤンτ）で持続可能な都市ٴび人間ډ
住を実現する。

目標12
ʢ持続Մೳなফඅと生産ʣ 持続可能なফඅ生産形ଶを確保する。

目標13
ʢީؾมಈʣ 。じるߨ急対策をۓをܰ減するためのڹびそのӨٴ変ಈީؾ

目標14
ʢւ༸ݯࢿʣ

持続可能な開発のために、ւ༸・ւ༸ࢿ源を保全し、持続可能な形で
ར用する。

目標15
ʢ཮上ݯࢿʣ

཮域生ଶܥの保護、回෮、持続可能なར用の推進、持続可能な৿ྛの
経営、࠭യ化への対ॲならびに౔地のྼ化の્止・回෮ٴび生෺多様
性のଛࣦを્止する。

目標16
ʢ平和ʣ

持続可能な開発のための平和でแઁ的な社会を促進し、す΂ての人々
の࢘法へのアクηスをఏڙし、あらΏるレϕルにおいて効果的でઆ໌
੹೚のあるแઁ的な制度を構ஙする。

目標17
ʢ実施खஈʣ

持続可能な開発のための実施手ஈを強化し、άローόル・ύーτφー
シップを活性化する。

˙ 4%(T の17の目標
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（ 2）各施策と 4%(T の関係
　ୈ 5 次基本構想は、「誰一人取り࢒さない」持続可能で多様性とแઁ性のある社会の実現を目標とする
4%(T とେきく関連しています。各施策が 4%(T のどの目標のୡ成にݙߩするかを整理し、ୡ成に向けて取り
組みます。

目標

施策

1 みどりと水の環境整備 ●

2 循環型社会の形成 ● ● ●

3 環境保全の推進 ● ● ●

4 市街地の整備 ●

5 住環境の整備 ● ●

6 都市インフラの整備 ●

7 交通環境の整備 ●

8 危機管理体制の構築 ●

9 地域の安全・安心の向上

10 産業・観光の振興 ● ●

11 都市農業の振興 ● ●

12 子どもの育ちの支援 ● ● ● ●

13 子育て家庭の支援 ● ● ●

14 子育て・子育ち環境の充実 ● ● ● ●

15 学校教育の充実 ● ● ● ●

16 学校環境の整備 ● ●

17 芸術文化の振興 ●

18 国際交流・都市間交流の推進

19 人権・平和・男女共同参画の尊重 ● ● ●

20 生涯学習の振興 ● ●

21 スポーツの振興 ● ●

22 福祉のまちづくりの推進 ● ●

23 高齢者の生きがいの充実 ● ●

24 高齢者が暮らし続ける仕組みの充実 ●

25 障がい者福祉の充実 ● ●

26 健康の維持・増進 ● ● ●

27 市民参加・協働の推進 ● ● ● ● ● ● ●

28 積極的な情報発信 ● ● ● ● ● ● ●

29 計画的な行財政運営 ● ● ● ● ● ● ●

1 2 3 4 5 6 7
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● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

●

●

●

● ● ● ●

● ●

●

● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 9 10 11 12 1513 1614 17
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市のݑষɾએݴ

市のݑষ・એݴ一ཡþ

ষݑ˙

/P� ໊ɹɹশ 策定等೥݄೔

1 市民ݑষ ত和54年 3 月20日

2 高齢者ݑষ 平成 6 年 9 月 7 日

˙એݴ

/P� ໊ɹɹশ 策定等೥݄೔

1 世ք連๜平和都市એݴ ত和35年10月 3 日

2 交通安全都市એݴ ত和37年 3 月14日

3 ඇ֩平和都市એݴ ত和57年 4 月 1 日

4 Ώとりએݴ 平成 2 年 9 月27日

5 உ女平等都市એݴ 平成 8 年12月 3 日

6 いじめのないまち　小金井એݴ 平成24年10月 1 日

7 ݴඇৗ事ଶએީؾ 令和 4 年 1 月 1 日
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（ 1）策ఆܦա֓ཁ
ୈ 5 次基本構想・後期基本計画
令和 8 年 3 月策定（計画期間ɿ令和 8 年度～令和12年度）

策定のܦաÿ

௕期総合計画策定本෦

௕期計画৹ٞ会

௕期計画
૲ҕһ会ى
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（ 2）市ຽࢀՃのาΈ
　ୈ 5 次基本構想・後期基本計画の策定に当たっては、令和 6 年度から令和 7 年度にかけて市民のօさΜから
ごҙݟをௌくػ会（市民ࢀ加ػ会）を設けてきました。

/P� ໊ɹɹশ ֓ɹɹཁ

1 市民ҙ向ௐࠪ
無࡞ҝந出された市民2,000人を対象として、市民のニーζ
や課題を೺Ѳすることを目的として実施しました。基本計画
の施策のຬ足度・重要度についてもௐࠪしました。

2 小中ֶ生アンέーτ
将来の小金井市を担う小中ֶ生に、今の小金井市に対する考
えや、将来どのようなまちになっていて΄しいかといったҙ
。や要๬についてアンέーτを実施しましたݟ

3 市民࠙ஊ会
෯広い年代の市民から小金井市についてのҙݟを得るため、
市内ࡏ住・ֶࡏ・ۈࡏの18歳以上の方を対象とし、࿩し合い
を実施しました。

4 高ߍ生ワークショップ
ະ来を担う高ߍ生から小金井市についてのҙݟを得るため、
市内ࡏ住・ֶࡏの高ߍ生ຢは高ߍ生世代の方を対象とし、ワー
クショップを実施しました。

5 市民フォーϥϜ
よりྑい計画とすることを目的として、ύωル展ࣔで市の取
組と後期基本計画（案）を঺հするΦープンハウス形ࣜで、
ҙݟ交׵をߦいました。

6
ҙूืݟプϥッτフォーϜ

（%FDJEJN）

市民ࢀ加の新たな取組として「%FDJEJN」というデジタル
プϥッτフォーϜを活用し、後期基本計画（案）について、
ҙݟをืूし、ࢀ加者同࢜でҙݟ交׵をߦいました。

7 ύブϦックコϝンτ
後期基本計画（案）について、広く市民からҙݟをืूしま
した。
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市ຽࢀ加ػ会֓ཁ（ൈਮ）
市民࠙ஊ会
˙開࠵日時　令和 6 年10月26日（౔）13時～16時
˙開࠵場ॴ　市民会ؗ ๖え໦ホール
の18歳以上の方ֶࡏ・ۈࡏ・住ࡏ加対象　市内ࢀ˙
加人数　16人ࢀ˙

高校生ϫーΫγϣοϓ
˙開࠵日時　令和 6 年10月30日（ਫ）17時～19時
˙開࠵場ॴ　市民会ؗ ๖え໦ホール
生世代の方ߍ生ຢは高ߍの高ֶࡏ・住ࡏ加対象　市内ࢀ˙
加人数　16人ࢀ˙

市民フΥーラϜ
˙開࠵日時　令和 7 年 9 月20日（౔） 9 時30分～17時
˙開࠵場ॴ　小金井 ホールث地楽ٶ 1 ֊ Ϛルνύーύススϖース #・$
˙実施形ࣜ　Φープンハウス形ࣜ（ύωルの展ࣔなどで市の取組を঺հし、市民とҙݟ交׵。

ਃࠐෆ要・入ୀ場自༝とし、好きな時間に来場できる形ࣜ）
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௕期計画৹ٞձ

௕期計画৹ٞ会Ā

ɹɹ໊ࢯ બ出۠分 ೚ɹɹ期 ॴଐى૲ҕһ会

ॷ　ࢁֽ

公ื市民

令和 7 年 3 月14日から
令和 9 年 3 月13日まで

子どもとڭ育
෱ࢱと健康

ന井　ᡨ造 環境と都市基൫
地域と経済

中ଜ　জ޺ จ化と生ֶ֔श
੓運営ߦ

౬ݩ　༝Ղ 子どもとڭ育
෱ࢱと健康

౉辺　有加 จ化と生ֶ֔श
੓運営ߦ

ੴ௩　উහ

関係団体が推નする者

子どもとڭ育
෱ࢱと健康

य़日　๜෉ 子どもとڭ育
෱ࢱと健康

ླ໦　ୖਅ 令和 7 年 3 月14日から
令和 7 年 3 月31日まで

環境と都市基൫
地域と経済

ഢ　େଠࠤ 令和 7 年 4 月 1 日から
令和 9 年 3 月13日まで

環境と都市基൫
地域と経済

ਢ౻　٢ষ

令和 7 年 3 月14日から
令和 9 年 3 月13日まで

環境と都市基൫
地域と経済

和知　ढ़ߦ จ化と生ֶ֔श
੓運営ߦ

ᤈӋ　Ү子○
ֶ識経ݧ者

環境と都市基൫
地域と経済

౉ᬑ　Յೋ࿠˕ จ化と生ֶ֔श
੓運営ߦ

ઙ野　ஐ඙ 育ҕһ会のҕһڭ 子どもとڭ育
෱ࢱと健康

井߳ت　ࣉ ೶業ҕһ会のҕһ 環境と都市基൫
地域と経済

出ށ　߶
関係ߦ੓ػ関の৬һ

令和 7 年 3 月14日から
令和 7 年 3 月31日まで

環境と都市基൫
地域と経済

௩田　ߊ平 令和 7 年 4 月 1 日から
令和 9 年 3 月13日まで

環境と都市基൫
地域と経済

ਆࢁ　৳一 市にۈ຿する৬һ 令和 7 年 3 月14日から
令和 9 年 3 月13日まで

จ化と生ֶ֔श
੓運営ߦ

˕会長　○৬຿代理者
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௕期総合計画策定本෦
　市長、෭市長、ڭ育長ٴび部長৬者で構成される会議体であり、長期総合計画に係る総合ௐ整をߦ
う。

௕期総合計画策定ઐ໳෦会
　課長৬者で構成される会議体であり、長期総合計画策定本部の下に設ஔされ、実施上の課題などを
。する౼ݕし、素案についてূݕ

௕期総合計画策定ڀݚ会
　係長৬者・ओ೚৬者を中心とした若手৬һから構成される会議体であり、長期総合計画策定ઐ໳部
会の下に設ஔされ、本部ٴび部会のݕ౼にࢿするڠ議をߦう。

ி಺ݕ౼ମ੍1÷

策定本෦

ʜʜʜʜʜʜ係長৬ຢはओ೚৬（૬当৬ؚΉ。）

ʜʜʜʜʜʜʜʜ課長৬者

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ理事ٴび部長৬者

෦ɹɹ会

ݚ ڀ 会
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用ޠのઆ໌11
ߦ 用ɹɹޠ આɹɹ໌

ア アウτϦーν 地域などに出向きワークショップをߦうなど、ఏڙ者ଆが出向いて௚接働きかける取組

ア ੨੾ූ

交通൓ଇ通ࠂ制度の対象となるܰඍな交通ҧ൓をしたࡍに交෇される੨৭のॻ面で、
「交通൓ଇ通ࠂॻ」の通শ。一定期間内に൓ଇ金をೲ෇することで、ܐ事ࡋ൑や家ఉ
組み。令和࢓൑ॴの৹൑を受けずに事݅がॲ理されるࡋ 8 年 4 月 1 日から自転ंにも
ಋ入される制度

ア ઙ઒ਗ਼流環境組合 日野市、国分ࣉ市、小金井市の 3 市でごみॲ理施設の設ஔٴび運営などを共同してߦ
うことを目的に設立した一部事຿組合

ア アーτ /10 アーτを暮らしの中に取りࠐみ、ܳ術やจ化を通じて社会にݙߩすることを目的とし
たඇ営ར団体

Π ҩྍ的έアࣇコーディωーター ҩྍ的έアが日ৗ的に必要な子どもとその家଒が、地域で安心して暮らせるように、
保健・ҩྍ・෱ڭ・ࢱ育・子育てなどの支援を総合的にௐ整する໾割を担う者

Π インΩュϕーション 事業の創出や創業を支援するαーϏス・活ಈのこと。起業などのࡍ、ෆ足するࢿ源を
ఏڙし、その成長を促進することを目的とする取組

Π インクルーシブ公園 障がいの有無、国籍や年齢、性ผに関係なく、あらΏる人が自༝に遊び、安心して過
ごせる公園

Π インフϥ ಓ࿏・ߓ࿷・Տ઒・మಓ・通信৘ใ施設・下ਫಓ・ֶߍ・පӃなど、インフϥスτϥ
クνϟーの略ޠで、社会的な経済基൫ٴび生産基൫の総শ

Π インϦーν ඒ術ؗや公共ホールなどでจ化ܳ術を体ݧするなど、ఏڙ者ଆの場ॴにটいて本֨的
なจ化ܳ術に৮れるػ会をఏڙする取組

΢ Ӎਫਁಁ施設 「Ӎਫਁಁます」や「Ӎਫਁಁ؅」などӍを地中へਁಁさせるためのますや؅などの
施設

΢ Ӎਫஷཹ施設 下ਫಓに流れてしまうӍਫをஷཹし、ࢄਫ、防Ր用ਫなどにར用するための施設

Τ 援೶Ϙϥンティア 後継者ෆ足や高齢化による人手ෆ足に೰Ή೶業者と೶業をαϙーτしたい市民を結Ϳ
取組

Φ Φープンデータ 国、地方公共団体ٴび事業者が保有する׭民データのうち、国民誰もがインターωッ
τなどを通じて༰қにར用（加޻、ฤू、࠶഑෍など）できる形で公開されたデータ

Χ ֶಐ೶園 ت෺生産活ಈを通じて働くことやऩ֭の࡞शの一環として೶ֶݧ࿑体ۈಐ・生ెのࣇ
びを会得させ、豊かな人間性の育成を図ることを目的とした೶園

Χ （下ਫಓ）؅きΐ 降ったӍや家ఉや޻場などからूめたԚਫをॲ理場などまで運Ϳ下ਫಓ؅

Χ 環境ඒ化αϙーター制度 市民と市とのڠ働によるまちづくりの推進を目的に、਎ۙな公共ۭ間である公園、ಓ
࿏などの環境ඒ化活ಈをߦうϘϥンティア団体を支援する制度

Χ 環境保全ܕ೶業 生産性とのௐ和などにཹҙしつつ、౔づくりなどを通じて化ֶංྉ、೶ༀの࢖用など
による環境ෛՙのܰ減に഑ྀした持続的な೶業

Χ 環境保全྘地制度 ঑ྭ金や੫制上の༏۰ાஔなどにより、市内におけるو重な྘地、थ໦ٴび生け֞を
「保全྘地」として指定し、ྑ好な自然環境の保全を図る制度

Χ 関係人口 地域づくりの担い手となることが期଴される、移住した「定住人口」でもなく、観ޫ
に来た「交流人口」でもない、地域と多様に関わる人々

Χ 観ޫまちおこしڠ会 地域ࢿ源の活用と市民活ಈのコーディωーτによる観ޫまちおこしの推進、地域経済
の発展とจ化の向上に寄༩する事業をߦう一ൠ社団法人

Ω あいಓ࿏ڱ ओにݐங基४法ୈ42৚ୈ 2 ߲に基づく෯һ 4 ϝーτルະຬのಓ࿏で、෯がڱく、通ߦ
やར用にे分な༨༟がないもの
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ߦ 用ɹɹޠ આɹɹ໌

Ω 育૬ஊॴڭ
子どもたちの健全な育成を図るため、ڭ育上のॾ໰題（いじめ、ෆొߍ、
発ୡに関する事など）について૬ஊにԠじるとともにڭ育的・心理的な支
援をߦう施設

Ω 共生社会 様々な背景や価値観を持つ人々が、ޓいにଚ重し合いながら共に生きる社
会

Ω 働ڠ 市民ٴび市が、それぞれの໾割と੹೚に基づき、対等の立場で連携ڠ力し
て市੓を充実させ、ຢは発展させる取組

Ω 働事業ఏ案制度ڠ 団体などからのఏ案により市とڠ働して事業を実施する制度

Ϋ クーϦンάシΣルター ೤中঱による人の健康に係るඃ害の発生を防止するために市が指定した施
設で、「೤中঱ಛผܯռアϥーτ」が発දされたࡍのॵさをしの͙場ॴ

έ 経ৗऩ支ൺ཰ 市੫など経ৗ的に入ってくるऩ入が、ٛ ຿的でݻ定的に支出される経අ（人
݅අ・ැॿඅ・公࠴අなど）にどれͩけ࢖われているかをࣔすࡒ੓指標

έ 健康ण໋ 健康で日ৗ生活に制ݶなく自立して暮らせる期間。平均ण໋からਰऑ・ප
などによるհ護期間をҾいたण໋ؾ

ί 公園ධ価 市立公園の整備༏ઌॱҐなどのݕ౼のため、公園面ੵ、ར用者数ٴび多面
的ػ能などの視点からߦうධ価

ί 公共施設Ϛωジϝンτ 公共施設を、ߦ੓経営の視点から総合的かつ౷ׅ的にا画、؅理ٴびར活
用する࢓組み

ί 合計ಛघ出生཰ 15～49歳の女性の年齢ผ出生཰を合計したもので、一人の女性がその年齢
ผ出生཰で一生の間に産Ήとしたときの子どもの数

ί 公民連携アウτιーシンά 公民連携アウτιーシンά基本方਑により、民間の強みをいかして、市民
αーϏスの維持・向上を図りつつ、コスτの࠷ద化を進める取組

ί 交流人口 観ޫやイϕンτなどで一時的に地域を訪れる人々

ί 高齢者いきいき活ಈ 高齢者が豊かな࿝後を過ごせるよう、様々な࠲ߨを開ߨし、հ護予防、生
きがい創出、健康増進を図るための事業

ί こがͶい࢓事ωッτ ύιコンや携ଳి࿩をར用して、求人৘ใなどを؆୯にࡧݕ・Ӿཡできる、
市内の求人事業者と求৬者を結Ϳ求人৘ใαイτ

ί こきΜちΌΜあいさつ運ಈ ѫࡰのେ੾さや素੖らしさを改めて確認し合い、ѫࡰを通して心の通い
合った地域づくりを目指す取組

ί 国౔強ਟ化 国౔や経済、暮らしが災害や事ނなどによりக໋的なඃ害をෛわない強さ
と、経済社会が速やかに回෮するしなやかさを備えた国づくり

ί 国分֑ࣉઢ（はけ） ༙ਫが多く、野ௗや小ಈ෺の生活ۭ間としてو重な自然地である多ຎ઒が
ೆへ流れを変える過ఔで෢ଂ野୆地を࡟り取ってできたՏ؛ஈٰの連なり

ί 子どもΦンブζύーιン
子どものݖརの৵害に関する૬ஊٴびٹ済に取り組み、もって子どものݖ
རを実現するจ化ٴび社会をつくることを目的に、子どものݖརが広く保
障されるよう様々な取組をߦうୈࡾ者的ػ関

ί 子どものݖར
国連「子どものݖར৚໿」で「生ଘ」「発ୡ」「保護」「ࢀ加」のݖརの保
障をن定した、世ք中の全ての子どもが、心਎ともに健康に自分らしく育
つためのݖར

ί り感ࠔ 子どもが日ৗ生活や社会生活をૹる上で、「うまくいかない」「ࠔ೉を感じ
る」といった感֮やঢ়گ

ί コミュニティ・スクール

を出し合ܙと保護者や地域が共に知ߍֶ。ߍ議会を設ஔしたֶڠ運営ߍֶ
い、ֶߍ運営にҙݟを൓өさせることで、ڠ働しながら子どもたちの豊か
な成長を支え、「地域とともにあるֶߍづくり」を進める法཯に基づいた
組み࢓
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ߦ 用ɹɹޠ આɹɹ໌

ί コンプϥイアンス 、業の法令९क・ྙ理法令९कをҙຯする֓೦（本市では、法令९कにとどまらずا
要ߝ、通知、ルールٴび社会ൣنを९कすることをแؚすることと定ٛ）

α 災害時受援計画ٴびԠ援計画 発災時、ඃ災自治体などのߦ੓ػ能を確保しながら、ਝ速かつ効果的なඃ災者支援を
実施するため、Ԡ援をԁ׈に受入れ効果的に活用するためのॾ計画

α ثػ生可能ΤωルΪー࠶ 住୐においては、೩ྉి஑、ଠཅޫ発ిシステϜ、஝ిシステϜなど、自然の力で環
境にやさしいΤωルΪーを࡞り出す設備

α αイレンτ૚ 社会的な議࿦やҙ思決定の場においてҙݟをද໌しない人々であり、࿩題やঢ়گに
よってはこの૚のҙݟやಈ向が、社会や組৫の流れにେきくӨڹすることもある人々

γ 市֗地࠶開発事業
ෆ足しているಓ࿏・公園などの公共施設を計画的に整備するとともに、ྑ好な生活環
境を備えた都市ܕ住୐のڅڙや、業຿施設のۙ代化を図るなど、安全かつշదな生活
ۭ間を創出する総合的なまちづくりをߦうもの

γ 自ओ防災組৫ ொ会・自治会などの地域内で組৫されている、「自分たちのまちは自分でकる」とい
う地域住民の連携に基づき、結成される防災組৫

γ 自ॿ・共ॿ・公ॿ
自ॿとは、日ࠒから災害に備え災害時に事前にආ೉するなど自分でकること。共ॿと
は、地域でආ೉へのڠ力やফՐ活ಈをߦうなど周りの人たちとॿけ合うこと。公ॿと
は、ٹॿ活ಈや支援෺ࢿのఏڙなどの公的支援をදす֓೦

γ 自治体クϥウυ 地方公共団体の৘ใシステϜをෳ数自治体が共同でར用することで、経අの࡟減や住
民αーϏスの向上などを図る取組

γ 指定開発事業 市が定める基४により公共施設などを設ஔするとともに、ۙྡ住民への周知など、事
業者に必要な事߲の९कがٛ຿෇けられた一定ن໛以上の開発事業

γ 指定؅理者制度 公の施設の؅理・運営を、民間事業者などの団体にߦってもらうことにより、住民αー
Ϗスの向上や経අઅ減などを図る制度

γ シティプロϞーション まちのブϥンディンάによるイϝージや認知度の向上と今あるࢿ源から新たな魅力を
創出することで生み出される、市民のѪணやތりのৢ成に係る取組

γ ಐҕһࣇ ಐҕһとࣇ法により、全ての民生ҕһがࢱಐ෱ࣇ）うҕһߦಐや೛産්への援ॿをࣇ
されている。）

γ シϏックプϥイυ 都市に対するތりやѪண。自分自਎が都市を構成する一һであると自֮し、都市をよ
りྑくするための取組に関わΖうとする当事者ҙ識を൐う֓೦

γ 市民ࢀ加 市の੓策立案、実施ٴびそのධ価に広く市民のҙݟを൓өさせるとともに、ڠ働によ
るまちづくりを推進することを目的として、市民が市੓にࢀ加する࢓組み

γ 市民೶園 豊かな༨Ջ活ಈを目的として、小面ੵの೶地をར用して自家用野ࡊなどの࡞෺を࠿ഓ
するための೶園

γ ৯育

現ٴࡏび将来にわたり、健康でจ化的な国民の生活や豊かで活力のある社会を実現す
るため、様々な経ݧを通じて、国民が৯の安全性やӫཆ、৯จ化などの「৯」に関す
る知識と「৯」を選୒する力をཆうことにより、健全な৯生活を実ફすることが出来
る人間を育てること

γ 自立 援ॿを受けずに自分の力で਎を立てるҙຯͩが、෱ࢱ分野では自己決定に基づいてओ
体的・選୒的な生活を営Ήことのҙຯとしても用いられるݴ༿

ε スクールΧウンηϥー においてΧウンηϦンάなどの心理૬ஊ業຿に従事する者ߍֶ

ε スクールιーシϟルワーΧー ෆొߍなどのະ然防止、改ળٴび解決ฒびにֶߍ内外のέース会議などの充実を図る、
社会෱࢜ࢱなどの֨ࢿを有した者

ε ྋみॲ 「೤中঱ಛผܯռアϥーτ」の発දの有無にかかわらず、೤中঱の予防として一時的
にॵさをしのぎྋしく過ごすことができる場ॴ

ε スτックϚωジϝンτ 長期的な施設全体の࿝ٺ化を考ྀし、施設の点ݕ・ௐࠪ、मસ・改ળを実施し、施設
全体を対象とした施設؅理を࠷ద化することを目的とした取組

η 生産྘地 市֗化۠域内の೶地などのうち、ྑ好な都市環境の形成を目的に30年間೶地などとし
て؅理をٛ຿෇けられた౔地
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η θロΧーϘンシティ 「2050年までにೋࢎ化୸素ഉ出を実࣭θロ」にするとએݴした地方自治体
のこと（本市では令和 4 年 1 月「小金井市ީؾඇৗ事ଶએݴ」のなかでද໌。）

η 全国ॠ時ܯใシステϜ（+�A-&35）
஄ಓミαイル৘ใ、ۓ急地਒速ใ、େ௡೾ܯใなど、対ॲに時間的༨༟の
ない事ଶに関する৘ใを携ଳి࿩などに഑信されるۓ急速ใϝール、市ொ
ଜ防災ߦ੓無ઢなどにより、国から住民までॠ時に఻ୡするシステϜ

タ ୈ一छ市֗地࠶開発事業 市֗地࠶開発事業のうち、施۠ߦ域内の౔地ٴび従前ݐ෺に関するݖརを
新たにݐ設された施設ݐங෺ٴびそのෑ地に関するݖརに変׵する事業

ν 地域ֶڠߍ働活ಈ
෯広い地域住民などとともに地域全体で子どもたちのֶびや成長を支えな
がら、ֶߍを֩とした地域づくりを目指し地域とֶߍが連携・ڠ働してߦ
う様々な活ಈ

ν 地域共生社会 地域住民や地域の多様なओ体がࢀ画し、世代や分野を超えてつながること
で、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共に創っていく社会

ν 地域แׅέアシステϜ
高齢者が住み׳れた地域で自立した生活を営Ήことができるよう、ҩྍ、
հ護、հ護予防、住ٴډび自立した日ৗ生活の支援がแׅ的に確保される
体制

ν 地域แׅ支援ηンター հ護保ݥ法で定められた、地域住民の保健・෱ࢱ・ҩྍの向上、ٮ଴防止、
հ護予防Ϛωジϝンτなどを総合的にߦうػ関

ν 地籍ௐࠪ ౔地について、そのॴ有者、地൪、地目などをௐࠪし、境քٴび面ੵに関
するଌྔをߦうことにより、౔地のঢ়گを໌確にするௐࠪ

ν 長期総合計画 基本構想、基本計画ٴび実施計画を合わせて呼Ϳࡍの呼শ

ς デジタルデόイυ インターωッτやύιコンなどの৘ใ通信技術をར用できる者とར用でき
ない者との間に生じる֨差

ς デジタルϦテϥシー デジタル技術に関する知識、それらを効果的に活用するためのスΩルや能力

τ ಛ定生産྘地制度
生産྘地の指定から30年が経過し、期間がຬྃとなる生産྘地について、
生産྘地のॴ有者からਃ੥の上ಛ定生産྘地に指定することで、੫制上の
༏۰ાஔのうえ10年間営೶期間をԆ長し、都市೶地の保全を図る制度

τ ౔地۠画整理事業 ౔地の۠画形࣭を整え、ಓ࿏、公園そのଞの公共施設の整備改ળをߦう事業

χ 認知঱αϙーター 認知঱に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知঱の人やその家଒に
対してできるൣғで手ॿけする者

χ 認定೶業者 ೶業者が自らの創ҙ޻෉に基づき、経営の改ળを進めようとする計画を市
が認定し、これらの認定を受けた೶業者

ϊ ೶޻େ・多ຎ小金井ϕンνϟー
ϙーτ

中小ا業基൫整備ػ構が、౦ژ೶޻େֶや地域と連携し、同େֶ小金井Ωϟ
ンύス内において整備・運営をߦうେֶ連携ܕ起業家支援施設（インΩュ
ϕーション施設）

ϊ ೶঎෱連携
೶業分野における人手ෆ足の解ফや障がいのある方のब࿑ػ会の創出など
をߦう೶෱連携に、更に「঎޻業」が加わることで、೶産෺の加޻・ൢച
を通じた෇加価値の創出を図るなど、新しい連携の形

ϋ ύブϦックコϝンτ 市の計画などを立案する過ఔで、そのझࢫ、内༰そのଞ必要な事߲を公ද
し、෯広くҙݟを求め、その結果を考ྀしてҙ思決定をߦう制度

ϋ όϦアフϦー 障がいのある人や高齢者などに対する障น（όϦア）を取りআくことٴび
そうした考え方（関連߲目「Ϣニόーαルデβイン」）

ώ ώーτアイϥンυ現象
アスフΝルτやコンクϦーτなどによる౔地ར用の変化や都市の多様な産
業活ಈや社会活ಈに൐って೤がഉ出されることで、都市部のؾԹが周辺の
߫外とൺ΂て異ৗに高くなる現象

ώ ౦小金井事業創造ηンター
「,0�50」

市が設ஔした公共の創業支援施設。個ࣨ、ブース、シΣアスϖースをシΣ
アΦフィスとしてར用でき、法人ొهや会議ࣨのར用が可能
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ώ ආ೉ߦಈ要支援者
高齢者、要հ護認定者、重度の障がい者、೉පױ者などのうち、災害が発生し、ຢは
災害が発生するおそれがある場合に自らආ೉することがࠔ೉な方であって、そのԁ׈
かつਝ速なආ೉の確保を図るためಛに支援を要する者

フ ෱ࢱΦンブζϚン制度 ෱ࢱαーϏス全ൠに関するར用者からのۤ৘を公正かつ中立の立場でௐࠪし解決に当
たる制度

フ ෱ࢱαーϏスୈࡾ者ධ価 ෱ࢱαーϏスをར用するࡍ、それぞれの෱ࢱαーϏスఏڙ事業ॴのಛ௃を೺Ѳし、ൺ
することで、よりྑい選୒につなげてもらうためのධ価制度౼ݕ・ֱ

フ ැॿඅ 社会保障制度の一環として、生活ځࠔ者、ࣇಐ、高齢者、障がい者などを支援するた
めに要する経අ

フ プレーύーク ブϥンコやシーιーなどطଘのಓ۩の設ஔはなく、子どもたちが想૾力で޻෉して、
遊びを࡞り出すことのできる遊び場

ϗ ์課後子どもࣨڭ ์課後やि຤に子どもたちのډ場ॴをつくるため、ߍఉやࣨڭを開์し、地域住民の
力によってスϙーπやจ化活ಈができるようにする取組ڠ

ϗ 防災Ϛップ 災害発生時のආ೉場ॴや߽Ӎ時のਁਫ予想۠域をࣔし、日ࠒの備えや災害時の心得、
家଒の安൱確認方法などの防災৘ใもࡌった地図

ϗ 保全྘地制度 ঑ྭ金や੫制上の༏۰ાஔなどにより、市内におけるو重な྘地、थ໦ٴび生け֞を
「保全྘地」として指定し、ྑ好な自然環境の保全を図る制度

ϛ 民生ҕһ 民生ҕһ法に基づき、社会෱ࢱの増進のために市民の૬ஊにԠじたり関係ػ関とのௐ
整を図るなど必要な支援をߦうඇৗۈのಛผ৬にଐする地方公຿һ

Ϟ もくせいࣨڭ 市が設ஔ・運営するෆొߍ支援のためのڭ育支援ηンター。ֶߍに通うことが೉しい
子どもたちに対して、安心して過ごせるډ場ॴとֶびのػ会をఏڙする場ॴ

Ϣ Ϣニόーαルデβイン
障がいの有無、年齢、性ผ、਎体などのಛ性やҧいを超えて、あらかじめ、できるͩ
け多くの人がར用できることを目指して設計することٴびそうした考え方（関連߲目

「όϦアフϦー」）

2 2040年໰題

2040年ࠒに日本の「団մジュニア世代」が65歳以上の高齢者になることで、少子高齢
化が進ߦし、࿑働力ෆ足や、ҩྍ・հ護૒方のニーζが高まることから、社会保障制
度の維持に支障をきたし、経済ఀ଺などの課題がݦஶになると予ଌされている社会໰
題

3 3 ̧ ごみになるものをݩから減らす 3FEVDF（Ϧデュース）、࢖えるものを࢖࠶用する
3FVTF（ϦϢース）、ࢿ源として࠶生ར用する 3FDZDMF（Ϧαイクル）の総শ

ÿ 8050໰題 80代の高齢の਌が自立できない50代の子どもの生活を支え続けることで社会的にݽ立
し、経済的にځࠔする社会໰題

̖ AI 人޻知能。人間にしかできなかったような高度で知的な࡞業や൑断を、コンϐュータ
を中心とする人޻的なシステϜによりߦえるようにしたもの

̗ #$1
自然災害などのۓ急事ଶにおいて、ଛ害を࠷小ݶにとどめつつ、中֩となる事業の継
続あるいはૣ期෮چを可能とするために、平ৗ時にߦう΂き活ಈやۓ急時における事
業継続のための方法、手ஈなどを取り決めておく事業継続計画

̘ $P$P όス 市内の公共交通ෆศ地域の解ফを図り、交通ऑ者に഑ྀした日ৗ的な移ಈ手ஈとして
運ߦしている市のコミュニティόスの໊শ

̙ %9
（デジタルτϥンスフォーϝーション）

੓αーϏスにデジタル技術やデータを活用して、住民のརศ性をߦ、੓においてはߦ
向上させるとともに、デジタル技術や AI などの活用により業຿効཰化を図り、人的
੓αーϏスの更なる向上につなげる変ֵߦ源をࢿ

̜ (I(A スクール構想
ಐ生ె向けの一人ࣇ 1 ୆୺຤と、高速େ༰ྔの通信ωッτワークを一体的に整備し、
多様な子どもたちを誰一人取り࢒すことのなく、公正に個ผ࠷ద化された創造性を育
Ήڭ育を、全国のֶߍ現場で持続的に実現させる構想

̞ I$5 コンϐュータを࢖った৘ใॲ理や通信技術の総শ。I$5 は I5（৘ใ技術）にコミュニ
έーションの要素をؚめており、人と人や৘ใを結びつけることをより強ௐした֓೦
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̞ IP5 様々な෺体（Ϟノ）に通信ػ能を持たせ、インターωッτに接続し、૬ޓ
に通信することにより、自ಈ認識や自ಈ制ޚ、ԕִ計ଌなどをߦう技術

̧ 31A 人がύιコン上で定ܕ的にߦっている୯७な࡞業を、ιフτウΣア上のロ
Ϙッτをར用して自ಈ化するシステϜ

̨ 4%(T
2015年 9 月の国連αミッτで࠾୒された「持続可能な開発のための2030ア
ジΣンダ」にてࡌهされた2030年までに持続可能でよりྑい世քを目指す
国ࡍ目標
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